
    
      
        
      
    

  









































これはゾンビですか？２




そう、私は死を呼ぶもの
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富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『数学Ｉ』──俺がこの書物を開きたくないのは、このタイトルに原げん因いんがあるのではないかと考える。『Ｉ』と表記してある以上、『II』が存そん在ざいする可か能のう性せいは高い。全く、なぜこのような作品をシリーズ化するのか。『かしこさ』の値あたいが低いゾンビには、理り解かい出来ない。

　──なんてことを考えているうちに、六時間目は終わっていた。

　さようなら『数学Ｉ』……君は帰る場所があるんだ。さあ──机つくえの中へ。

　怪け我がをしていて保ほ護ごした野生動物を森に帰したようなすがすがしい気持ちで、窓まどの外を仰あおぐ。──夏の空は今日も太陽に焼かれていた。

　今日は六月三十日（金）。京きよう子こを取り逃にがしてから四日が過すぎた。

　連続殺さつ人じん犯はんだった京子はすっかり影を潜ひそめ、未いまだに行ゆく方えが知れない。大先生ならすぐに見つけると思ったが、どうも難むずかしいようだ。

　やれやれ。奴やつのことを考えると、気が滅め入いってくるな。俺を殺した奴のことなんて考えたくもない。

　気分転てん換かんに視し線せんを移うつす。教室の奥おくでは、いつもならロッカーに教科書を置いて帰る織おり戸とが教科書を忙せわしなく回かい収しゆうしていた。と、その光景を見て、来週がテストであることに俺は気が付いた。それ以外に教科書を持って帰る理由はないからな。

　名前もわからないような珍ちん獣じゆうを見る目で眺ながめていると、視線を察知したのか、織戸がやれやれと首を振ふりながらこっちへやってきた。

　嫌いや味みったらしい顔をしていたので、自じ慢まんのツンツン頭をくしゃくしゃにしてやる。

「相あい川かわ、そんな余よ裕ゆうな顔してていいのかよ」

　大事そうに髪かみの毛をツンツンさせながら、織戸は深しん刻こくな表情を浮うかべた。

「何が？」俺が不ふ審しんな表情で聞き返すと、織戸はゆっくりと首を横に振り、メガネを中指で押おし上げる。

「今回のテストで成せい績せき悪いと、夏休みなくなるって話だぞ」

「なくなることはないだろう？」

「お前、授じゆ業ぎよう寝ねてばっかだし、全然知らないんだな」

　織戸は俺を見下すような視線を繰くり出してきた。殴なぐって欲ほしいのだろうか。

　夏休みがなくなるということは、補ほ習しゆうになるってことか？　──それは困こまったな。

　イスを傾かたむけて、天てん井じようを仰ぐ。そのまま窓の外へと顔を向けた。

　テストで点数が悪いのはどうでもいい。正直、卒業さえ出来れば、それでいいと思っていた。

　だから、入学した当初は、補習だろうがなんだろうが受けてやる、って気持ちだったんだが、──うん。

　……昼に来させられるのはマズい。

　──太陽光的な意味で。

　俺は大きくため息を吐ついて、机の中から教科書を取りだした。

　おかえり、『数学Ｉ』。







　さて、高校生らしく勉強をしようと、全教科の教科書を持って我わが家やへ帰ってきたのはいいのだが、どこから手を付ければ良いものか。

　ぱんぱんに膨ふくれあがったカバンを部屋に放ほうり投げて、私服へ着き替かえた俺は、居い間まへ顔を出す。

　居間には、見み慣なれた面々が顔を揃そろえていた。

　一人は、肩かたまでの長さで栗くり色いろの髪をした少女。彼女は猫ねこみたいに大きな目と、生意気な表情が特とく徴ちようの『魔ま装そう少しよう女じよ』様だ。

　一人は、長い黒髪をポニーテールに結ゆい、ヒスイの瞳ひとみと、凛り々りしく一文字に閉とじられた口元の『吸きゆう血けつ忍にん者じや』さん。

　最後の一人は、さらっさらの銀ぎん髪ぱつに、プレートアーマーとガントレットという中世ヨーロッパだとしても目立つ格かつ好こうをした、青い瞳の『ネクロマンサー』っぽい少女。

　これだけ胡う散さん臭くさくも奇き妙みような人種が揃うのは、ここだけだろう。

　テーブルを囲む少女たちは、笑い声が漏もれるプラズマテレビを眺めていた。

　ゴールデンな時間にやっているバラエティ番組。学校でもよく話題になるほどの人気番組だったのだが、どうもここではイマイチ受けが悪いらしく、誰だれ一人として笑え顔がおを見せていなかった。

　ユーなんかは、涼すずしげな顔で湯飲みを傾けている。

　そうだ、ちょうど良かった。ここでテスト勉強をしよう。

　ネクロマンサーなユーは博はく識しきそうだし、吸血忍者のセラとか頭良さそうだもんな。ハルナは……まあ、アレだけど。魔装少女……まあ、アレだ。見るからにアレだ。

　俺は一度部屋に戻もどって、月曜の最さい難なん関かんである数学の問題集を持ってきた。数学は、とにかく数をこなすことが大事ではないだろうか。

　早速筆箱を開き、問題集を広げると、かちかちとシャーペンの芯しんを出す。

「アユム、なにやろうとしてるわけ？」

　ハルナが目をきょとん、とさせながら呟つぶやいた。頭のてっぺんにあるアホ毛がひょこひょこと興きよう味み津しん々しんに動いている。

「勉強だ。来週からテストなんだよ」

「テスト？　なんの？」

　ハルナが小首を傾かしげる。ユーはお茶をぐいっと喉のどに流し込こみ、テーブルを二回叩たたいた。テーブルには切り離はなせるタイプのメモが置いてあり、ユーは愛用のボールペンをその上に置く。それだけで、浮うかび上がるように文字が書かれるんだ。

『多分　耐たい久きゆう力りよく』

　俺の脳のう内ないに居る元気な妹キャラのユーは『きっと頑がん丈じようさをテストするんだよ！』と言っている。

「衝しよう突とつ実験だなっ！」

「無茶言うな。そんなテスト、俺しか受けられないだろ？」

「筆記試験ですよ」

　唯ゆい一いつこの世界の事情を知るセラが簡かん単たんに説明してくれた。

　好奇心の塊かたまりのような視し線せんを浴びながら、俺は織戸に聞いたテスト範はん囲いのページを開き、第一問に取りかかる。

　──小考。……長考。

　──無理。……無む駄だ。

　今の俺には、一問目から無む理り難なん題だいにしか見えなかった。仕方なく、最初のページから順を追っていこうと思う──が、平方根でもう無理だ。中学でやったのになー。

「セラ、勉強を──」

　俺はこの中で一番知力の高そうな吸血忍者に声を掛かけてみたが、俺の言いたいことを察知して、セラはこう言った。

「──古文や地理ならば、お力になれるかと思いますが、理数系はちょっと」

　忍者って勉学にも精せい通つうしてそうなイメージがあったのだが、仕方ない。国語と社会科のテストは二日目だったな。

　セラには後日お願いすることにして、とりあえず今日はユーへ……いや、待てよ。

「ハルナ、お前確たしか……天才っていう設せつ定ていだったよな？」

　そうだ。確かハルナは『天才』魔装少女だったはずだ。

「設定言うなっ！　バカにしてんのか？」

　くわっと口を開き、妖よう怪かいでも発見したかのようにアホ毛を張はり詰つめる。

「いや、頼たよりにしているんだ。ちょっとこの問題なんだけど──」

　試ためしに一問目をハルナへ見せてみる。すると──

「これは、[image: るーとさん]マイナス[image: るーとに]だろ」

　即そく答とうだった。──え？　ホントに天才なのか。

「……途と中ちゆう式は？」

「ほえ？」小首を傾げ、聞き返してくる。

「いやいや、この答えにどうやって導みちびいたんだ？」

　ハルナは一つため息を吐き、

「１＋１は？」

「ん？」今度は、俺が小首を傾かしげる番だった。

「１＋１はって聞いてるだろっ！　答えろ！」

「２」

「２×２は？」

「４」

「途中式は？」

　こいつ、もしかして暗記だけで答えたのか？

「途中式は……ない」

「だろ？」口の端はしを吊つり上げて勝ち誇ほこる。──これだから天才は。

「でもな、なんでその答えになったのかを書かないと、点数にならないんだ」

「はあ？　答え合ってんだろっ！　ふざけんなっ！」

　俺にそれを言われてもな。ハルナは虫でも叩きつぶすようにバンバンと問題集を机つくえに叩き付ける。

「当てずっぽうで当てたって思われるんじゃないか？　それに、俺は解とき方を知りたいんだ。一からちゃんと教えてくれ」

「……わ、わかった。めんどくさいけど──しゃーなしだからな」

　お？　もう少しモメると思っていたが、案外素す直なおじゃないか。




　そのとき俺は、ハルナの天才っぷりを甘あまく見ていた。




「──で、この超ちよう新しん星せい爆ばく発はつにより」

　俺は言ってしまったんだ。「一からちゃんと教えてくれ」と。ハルナはポスターを裏うら返がえしにして壁かべに貼はり付け、そこに何語かわからない言葉を書き連ねている。指さし棒ぼうがなかったのか、おもちゃのマジックハンドをワシワシさせて講こう義ぎを開いてくれていた。

　まさかこの宇宙の成り立ちから教わるハメになるとは。──テストの日までに数学へ辿たどり着つけるのだろうか。

　俺は適てき度どに相づちを打ちつつ、一人で教科書を見ながら問題集をやっていた。

　──うーん。「よく分からん」……あ、ハルナの話の事じゃないぞ？　あっちは「全く分からん」……数学ってのはどうも苦手だ。

『そこはもうわかったから飛ばしてくれ』を数回繰くり返してもまだ数学に辿り着けないので、俺は諦あきらめて答えだけを聞くことにした。

「ハルナ、ここの答えは？」

「マイナス１９２[image: るーとさん]」

　そうか。なんで[image: るーとさん]になるんだっけ。ふむ──。

「んで、百年ぐらい前に内乱を起こしやがった訳わけ。……まあ、男が魔ま装そう少しよう女じよに勝てる道理は無いんだけど」

「ハルナ、ここは？」

「Ｘ＝プラマイ[image: るーとご]」

　あ、なるほど。そうなるのか──。思い出してきたかも。

「まあ、確かにヴィリエでの女じよ性せい優ゆう位い社会に反発したい気持ちはわかる。でもね、それでうまく行ってるんだから、革かく命めいだのなんだので社会を乱みだす必要はない。アユムもそう思うだろ？」

「ああ、そうだな。すまんがハルナ、ここは？」

「それは４」

　あれ？　そんなにすっきりするのか。この解き方は間ま違ちがってるのか？

「それでも、よくやったと思う。人数も力も劣おとる男共が一週間も優ゆう勢せいだったなんて、あたし、信じらんないもの。こんとき兵を率ひきいていた人物ってのが、悪あく魔ま男だん爵しやくと呼よばれた人物な訳。このあたしが、男で唯ゆい一いつ敬けい意いを表する存そん在ざいだな。あたしがあの軍勢率いても、絶ぜつ対たい勝てないもの。ホント、どういう戦せん略りやくで戦ったのか──教えて欲ほしい」

「ハルナ、ここ、教えて欲しい」

「そもそもな、魔法が使えない連中集めてクーデター起こす。って発想が面おも白しろいよな」

　とうとう、答えを教えて貰もらえなくなった。俺は絶望に頭こうべを垂たれる。

　困こまり果てていた俺に、救いの手を差し伸のべたのはユーだった。セラと一いつ緒しよにお茶を楽しみながらテレビ鑑かん賞しようしていたのだが。

　問題集をユーに向けてみると、持っていたボールペンが載せられる。

　次の瞬しゆん間かん──

　そのページに全すべての答えが書かれていた。俺がやっていた問題も、その先の問題にも答えが書かれていたのだ。

　途中式もちゃんと。

　最初から、ユーに頼たのむべきだったんだな。うちのネクロマンサー様は万ばん能のうでいらっしゃる。

「で、なんでこの答えになるんだ？」

　答えだけ分かっても解き方が分からなければ意味がない。ユーはハルナと違って、ちゃんと文章で教えてくれた。

　みるみる内に問題集が進化を遂とげる。俺の問題集はまるで受験生のノートみたいに、びっしりと要点が書き込こまれた、それらしい物に変わっていたんだ。

「おおー」俺は拍はく手しゆをしてから「ありがとう。わかりやすいよ」とユーを絶ぜつ賛さんした。

　ハルナはさっきまでのどうでもいい講義を中ちゆう断だんし、何やらムスッとした表ひよう情じようで俺を見ていた。おもちゃのマジックハンドをがちがちと動かしながら、俺の横に座すわる。

「……途中式、あたしが書いてやる」

「いや、もうユーが書いてくれてるから」

「うっさい！　書いてやるって言ってるだろっ！」

　強ごう引いんにシャーペンを奪うばわれ、ハルナは雄お叫たけびのような声を上げながら、摩ま擦さつ熱でも出さんばかりの勢いきおいで問題集にペンを走らせる。

　するとどうでしょう。先ほどまでは、ただのお堅かたい問題集だったものが、天才のアイディアで動物園のような晴れやかなものに。

　ユーが丁てい寧ねいに説明文を書いてくれていた問題集の余白部分には、ライオンに近い何かがこちらを睨にらみ付けています。

　なんということでしょう。──あれほど辛しん気きくさいただの問題集が、天才の手にかかればこの通り。提てい出しゆつするのも気が引けるほどの落書き帳に。

　……つくづく思うよ。天才って、人間とは別の生き物なんだなって。

　ライオンがウサギを襲おそおうとしたが、肉にく離ばなれ……。まで解かい読どく出来た。そこからどうやって[image: るーとさん]マイナス[image: るーとに]になるのか。わかる人間が見ればわかるんだろうな。

「これで解わかるだろ」

　これでは解らないが、俺はカクンとうなだれた。

「ていうかさ、こんなとこテストに出るの？」

「……いや、テスト範はん囲いはもっと先だが」

「はあ？　じゃあなんでこんなとこやってんだよ。アユムってそんっなにバカなの？　脳のうにシロアリでも棲すんでんの？」

「でもさ、やるなら最初からやらないと」

「で、このテストいつなんだよ」

「月曜日だ」

「あんた、勉強嘗なめてるだろ？　あたしがヤマ張ったげるから、ちょっと貸せよな！」

　ハルナは問題集を強ごう奪だつすると、パラパラとめくり、

「なんだよこの簡単な問題集。このレベルで……今の時期から見て──この辺りからがテスト範囲？」

　なぜか悔くやしいが、見事に言い当てやがった。

「じゃあ、ねー。ここと、こことここ、あとは──」

　次々と丸を付けていく。ハルナの言う通りにするのは癪しやくだが、こいつはごもっともなことを言ってると思う。

　最初から順を追っても、全て覚えられるほど俺は頭が良い方ではないのだ。それに、テストは数学だけじゃない。

「でもな、ハルナ。俺にはそんなところ、全然わからないんだよ」

「知るかっ！　やってみない内から何言ってんだ！　いいからやれよな！」

　地味に説得力が──まあ、ユーもセラも居いるし、なんとかなるかもしれんな。──やってみるか。

「テスト科目の教科書全部持ってこいよなっ！」

　いつものイタズラ坊ぼう主ずのような晴れやかな笑え顔がおが、とても頼たのもしく見えた。

　その反面、ユーはとても寂さびしそうな顔をしていた。

　いつも何も感じさせない無表情なユーだが、最近はずっと寂しそうな顔で固定されている。

　そう、あの事じ件けん。俺が殺され、犯はん人にんの京子に逃にげられてしまったあの事件以来、ユーはずっとなにかに怯おびえているようだった。何より気になるのは、あのときのユーの言葉。

　京子の背はい後ごに居る人物は、どうやら俺と同じ、『ゾンビ』だと言う。そいつとなにがあったのか。今まで気になってはいたが、聞くに聞けないでいた。聞いてしまうと、火の粉が降ふりかかるんじゃないか。──そんなくだらない心配を俺はしていたんだ。

　でも──こんなユーを見ていたら、スルーすることも出来ないだろ。

「なあ、ユー。……俺以外に、ゾンビが居るのか？」

『居ないと　信じていた』

　信じていた──か。

「どんな奴やつなんだ？　お前との間に、何があったんだ？　教えてくれ」

「私も興きよう味みがあります。差し支つかえなければ、是ぜ非ひ」

「あたしはどーでもいいけど、聞いとく」

　俺たちはじっとユーを見つめる。ユーは一度目を閉とじ、少し考えてから机つくえを二度叩たたいた。


『冥めい界かいには　私と同じように強い能のう力りよくを持った者が居る

　彼はその中の一人で　とても強くて頼たよりになる存そん在ざいだった

　だが　メガロに死があるように　彼にも死が訪おとずれた

　私は　彼をゾンビに変えたが　死なない体を手に入れた彼は　悪意に飲まれていった

　私だけが　彼を止めることができた　だから　私は言葉にした




　消えて　と




　私たちは彼が消しよう滅めつしたと思っていたが

　どうやら　その場から消えただけだった』



「その者がヘルサイズ殿どのへ、なにをするつもりだとお考えですか？」

　人差し指を唇くちびるに当てて、ふむふむと頷うなずくセラに、ユーはゆっくりと瞬まばたきを一つ。


『彼は　とても私を恨うらんでいた

　どんな事があっても守ると誓ちかい合ったのを

　裏うら切ぎってしまったのだから　当然』



「も、もしかして恋こい人びととかっ？」

　ハルナが顔を赤くしている。コイバナには興味があるようだ。しかし、ユーは首を振ふる。

　──俺は無む意い識しきの内にほっと息を吐ついていた。

『彼は何かを企たくらんでいる』

　ユーは神しん妙みような面おも持もちでボールペンを持つ手を少し強くした。セラは少し哀あわれみの目を、ハルナはなぜか頰ほおを膨ふくらませて何かを考えている。

　静せい寂じやくの時間が、過すぎていく。誰もがユーのように押おし黙だまり、世界が凍こおり付いていた。

　そんな空間に耐たえられなかったのは、ハルナだった。

「し、心配すんなよなっ。あたしに任まかせろっ！　絶ぜつ対たい絶対、大だい丈じよう夫ぶなんだからなっ！」

　何の根こん拠きよもない自信に、小さな胸むねを張はる。俺とセラはふっと鼻で笑うような仕草を見せてから、顔を見合わせた。

「そうです。私が守ります」

「俺も、ユーのためならなんでもするさ」

『ありがとう』

　俺だけではなく、セラが、ハルナが、ユーのために何かをしたいと考えたのは、もしかしたら京子の一件で、絆きずなのようなものが芽生えたからではないだろうか。

　他にも聞きたいことがあったのだが、携けい帯たい電でん話わが振しん動どうしたので、俺は居間から出つつ電話を取りだした。特とく徴ちようのある電話番号。マテライズ魔ま法ほう学校からか……。

「もしもし」

「あ、アユムさんですかぁ？」

　おっとりゆっくりとしたしゃべり口調。もう、それだけで相手が誰なのかわかる。魔法の国『ヴィリエ』の住人で、ハルナの担たん任にん教師。通つう称しよう、『大先生』だ。

「ハルナに代わりましょうか？」

「いえいえー、アユムさんにー、お願いがあるんですぅ」

「──何かありました？　少し声が変ですよ？」

「え？　わかりますぅ？　ちょっと困こまったことになりましてぇ、アユムさんにしか頼たのめないことができちゃったんですよー」

　だんだん喋しやべるペースが速くなっている。どうも切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようのようだ。

「俺でよかったら、何でもしますよ？」

「そう言ってくれると思ってましたよ～。助かりますぅ。えっとですねー、ちょっと預あずかって欲ほしいものがあるんです。あ、私が取りに行くまでの間だけでいいんですけどぉ」

　預かりモノ？　なんで俺なんかに頼むんだろう。

「はあ──ハルナじゃ駄だ目めなんですか？」

「ええ。ハルナにも内ない緒しよにお願いしますぅ」

　ハルナにも内緒？　どういうことだろう。魔ま装そう少女に知られてマズイ物で、俺に預けたい物？　俺も一いち応おう魔装少女なんだが、そこはいいのだろうか。

「どういった名前のモノですか？」

　その質問に、大先生はくすくすと笑ってから、

「名前を教えても、わからないでしょう～？」と小こ馬ば鹿かにするように言った。いや、まあその通りなんでしょうけどね。

「あ、もう切りますねー。とにかく～、絶対送りますからぁ、ハルナにもわからないようにして下さいねぇ」

　そうして、慌あわてるように電話は切られてしまった。

　いつ、なにが、どうやって送られてくるのか。──肝かん心じんな事は何も聞かされなかった。

　魔装少女って、やっぱりみんな、こんな感じなのかね。



















　──七月三日（月）。テスト当日。

　大先生は急いでいる様子だったし、すぐに預あずかりモノとやらが届とどくと思っていたが、一向にそれらしいものは送られてこなかった。

　土曜も日曜も家にこもりきってテスト勉強なんて、とても健全な高校生の休日とは思えないな。

　自じ称しよう天才魔ま装そう少しよう女じよと、実は万ばん能のうネクロマンサーという一風変わった先生をお招まねきして勉学に勤いそしんだ訳わけだが、その成果は凄すさまじいものだった。

　俺は今までテストなんてものに興きよう味みもなかったし、好きこのんで勉強する人間はおかしいとまで思っていた。

　しかし、俺は好きこのんで勉強をし、テストを楽しんでしまった。三十分で答案用紙を埋うめられたのは生まれて初めてだ。

　ハルナがヤマを張はった場所は全すべて的中し、それをユーとセラが丁てい寧ねいに教えてくれる。

　完かん璧ぺきだ。完璧な布ふ陣じんだ。意い気き揚よう々ようとした気持ちとは裏うら腹はらに、俺は困こまり果てていた。

　こんな時間に、一人じゃ帰れない。

　まるで一昔前の女子高生のような台せ詞りふだが、これは真実なんだ。

　くそっ、快かい晴せいすぎるだろ。梅つ雨ゆを返してくれ。ゾンビを殺す気か！

　誰だれか迎むかえに来てくれないかなーなんて思いつつ、ため息いきを深く一つ。

　家に電話して、セラでも呼よぶかな。セラは吸きゆう血けつ鬼きみたいな存そん在ざいのくせに、日中でも平然と歩けるんだ。──うらやましい。

　でも、いきなり呼び出したら怒おこりそうだよな。どうしたものか。

　自分勝手でしつこい人間は嫌きらわれる。

　衝しよう動どう的な言動は抑おさえるべきだと俺は思う。ハルナに出会い、俺はそれを確かく信しんした訳だ。

　いや、でも、それしか方法が思いつかないしな。仕方ない、蔑さげすまれるのを覚かく悟ごで電話をしよう。

　プ、プ、プ、プ、プ、……プルルルルル……プルルルル。ガチャ。

「うっさい！　死ねっ！」

　ガチャ。ツーツーツー。──こっちが何かを話す前に切られてしまった。

　……電話に出たのはハルナだな？

　電話を掛けたのが俺じゃなかったら今いま頃ごろ放心状じよう態たいだぞ？　俺はイスを傾かたむけつつ、もう一度自じ宅たくへ電話を掛かける。

　プ、プ、プ、プ、プ、……プルルルルル……プルルルル。ガチャ。

「あー俺だ」

「……詐さ欺ぎかっ！　死ねっ！」

　ガチャ。ツーツーツー。──どうすりゃいいんだよ。

　ハルナの名前を呼べばいいのか？

　そうだな。そうすれば、俺だとわかって貰もらえるだろう。

　よし、気を取り直してもう一回だ。

　プ、プ、プ、プ、プ、……プルルルルル……プルルルル……プルルルル……

　──あれ？　出ないな。

　……プルルルルル……プルルルル……プルルルル……

　何度コール音を聞いただろうか。貧びん乏ぼう揺ゆすりしながら、負けじとハルナが電話に出るのを待ち続けた。

　このまま電話を切ってしまうと、言い知れぬ敗北感に頭ず蓋がい骨こつが爆ばく発はつしてしまうだろう。

　──諦あきらめてたまるかよ！

　……プルルルルル……プルルルル……プルルルル……ガチャ。

「あ、ハルナか？」

「……」

「おーい」

「……」

　ガチャ。ツーツーツー。──はい、諦めよう。なんだったんだ、今のは。

　そうだ。ついでに大先生へ電話をしてみよう。せめて、いつ送られてくるのかをはっきりしてもらわないと、気になってしょうがない。

　プ、プ、プ、プ、プ、……プルルルルル……ガチャ。

「はいもしもしマテライズ魔法学校ですぅ」

　やけに早口だったが、それは紛まぎれもなく大先生の声だった。

「あ、大先生ですか？　俺です」

「アユムさん？　どうかしましたー？　今ぁ、すんごい忙いそがしいんですけど」

「あー、すいません。俺に預かって欲しいモノがあるって件けんなんすけど……あれって、いつ頃ごろ届くとかって──」

「今はメガロが大量発生していて忙しいですけどぉ、そのうち必ず向かわせます。アユムさんはー、何も考えずにぃ、それを受け取ってくれるだけで良いんですぅ。話はそれだけですかー？」

「ええ、まあ」

「じゃあー、また今度ゆっくり話しましょう～」

　ガチャ。ツーツーツー。

　……なんだろうね。……この、寂さびしい気持ちは。電話は控ひかえた方が良さそうだ。

　俺はイスにもたれかかり、辺りを見回す。

　せっかく昼までで学校が終わったというのに、生徒は結けつ構こう残っている。テストも学校イベントの一つだからな。会話が弾はずむのだろう。

　ここで笑え顔がおを見せている奴やつらは、さぞかし素す晴ばらしいテスト内容だったんでしょうね。

　そんな祭りのあとのように賑にぎやかな教室に、一人の男子生徒が大急ぎで入ってきた。はしゃぐねえ、最近の若わか者ものは。などと遠目にそれを眺ながめていた訳わけだが、その生徒はウチのクラスに残っていた生徒をほぼ全員連れて廊ろう下かへいってしまった。

　カバンが残っているので、帰ったということではなさそうだ。

　何か、事件でも起こったのだろうか。嫌いやな予感に、俺は少し眉み間けんにシワを寄よせた。

「騒さわがしいな」

　俺の言葉に呼こ応おうして、織おり戸とが席を立った。

「俺も、ちょっと見てくるわ」

　野や次じ馬うま魂だましいが揺ゆさぶられた織戸は廊下へ向かい、ひょっこり顔を出したと思ったら、忍にん者じやの如ごとき身のこなしで俺の席までとんぼ返りした。

「相あい川かわ！」

　鼻息が荒あらい。そんなに興こう奮ふんするようなことが、テスト終わりの学校で起こるのか？

「セラさんが来てるぞ！」

「は？」素すっ頓とん狂きような声って、案外簡かん単たんに出るものなんだな。

「相川、お前が呼よんだのか？」

　呼ぼうとはしてたが、ハルナに阻そ止しされたはずだ。俺は目を丸くして教室のドアへ目をやった。

　入り口の方にたむろっていた生徒達が横に退ひき、ポニーテールの美女が教室へ入ってくる。タートルネックのノースリーブにジーンズという格かつ好こうは、制せい服ふくの樹じゆ海かいである学校では当然目立ってしまう。注目を浴びるのは仕方がない。しかし、それ以前に、彼女は人目を引く美び貌ぼうの持ち主だ。しなやかな肢し体たいは、思わず息を吞のんで凝ぎよう視ししてしまう。

　歩くだけで良い香かおりが辺りに広がるんじゃないかと、ついつい鼻の下が伸のび、鼻の穴あなが開く。

　──この、織戸のように。

　まるでゴルフのギャラリーのように、少し遠とお巻まきで、ポニーテールをふぁさふぁささせながら悠ゆう然ぜんと歩くセラを見守る高校生達。

　セラはそんな反はん応のうに慣なれているのか、はたまた興きよう味みすらないのか、凛りん然ぜんとした態たい度どのまま俺のところへやってきた。

　よく見れば、弁べん当とう箱ばこを手にしている。俺の席の前に立つや、セラはずいっと弁当箱を鼻先に突つきつけてきた。

「歩あゆむ、ハルナからこれを預あずかってきました」

　俺はハルナに言ったはずだ。「今日は弁当いらないから」ってな。あいつ、ホントに人の話を聞かないな。

「お前が、わざわざ弁当を届けるために来てくれたのか？」

「いえ──ついででしたから」

「ついで？」

「この学校には、旧きゆう友ゆうが居いるのですよ」

　へえ、一いつ般ぱん人じんの知り合いが居るのか？

　いや、この学校には吸きゆう血けつ忍者が潜せん伏ぷくしてるのかもな。ゾンビが通かよってくるぐらいだし。

　それを言い出したら、もしかしたら魔ま装そう少しよう女じよもこの学校に居るのかも知れない。ハルナに知られないようものを受け取るなら、学校かもな。

　両手で包み込こむように弁当箱を受け取る。

「そうそう、ハルナから伝言です。『あたしの料理が食べれないって言うのか。死ね。気持ち悪い』……確たしかに伝えましたよ？」

　食べたくない訳じゃなくて、食べなくてもいいという意味だったのだが、なるほどなるほど、伝わっていなかったのか。

　あと……最後の「気持ち悪い」の部分は、絶ぜつ対たいハルナじゃなくてお前の言葉だろ。なんてツッコミを入れようとしたが、俺はそれを封ふう印いんした。

　ここで機き嫌げんを損そこねてしまってはいけない。せっかく来てくれたんだし、連れて帰ってもらおう。手間が省はぶけたってもんだ。ハルナの勘かん違ちがいも、たまには役に立つんだな。

「では、私はこれで──」

　踵きびすを返すセラの背せ中なかに、俺は懇こん願がんした。

「セラ、良いところに来た。一いつ緒しよに帰ろう。今日はもう授じゆ業ぎようがないんだよ」

　俺の言葉に、セラは足を止めて首だけをこちらに向ける。その目には、侮ぶ蔑べつの色が込められていた。

「……授業がないのに、弁当を届とどけさせたのですか？」

「その文もん句くはハルナへ頼たのむ」俺は織戸をちらりと一いち瞥べつし、セラに耳打ちをする。

「この時間に一人じゃ帰れないんだ。引きずって貰もらっても構かまわない。──頼む」

　セラは俺の顔を手でぐいっと押おし離はなすと、

「わかりました」少しなげやりな口調で言った。

「じゃあ、俺も一緒に──」

　織戸がおそるおそると言った感じに手を挙げる。

「来くんな」

「おいおい相川、卑ひ怯きようだぞ！　ちょっと一緒に住んでるからって──」

「な、なにいいいぃいぃぃぃぃーっ！」

　少年合唱団だんもびっくりなほどに綺き麗れいな斉せい唱しようが、ギャラリーから飛び出した。いつの間にか、俺たちは注目を集めていたんだ。主に、セラが。

　──こうなることを、以前から俺は恐おそれていた。俺は小心者のゾンビなんだ。変な噂うわさを立てられずに学校生活を終えたかったんだよ。

　織戸の突とつ飛ぴな発言のせいで、『あいつん家ち、すげえ綺き麗れいな姉ちゃん居いるんだぜ？』の称しよう号ごうを得てしまったじゃないか。

　織戸は俺の肩かたをつかんで激はげしく揺ゆらしながら、

「なあ相川ぁ……セラさんもそうだが、ハルナちゃんもユウちゃんも、美少女ばかりとどうやって知り合ったんだっつーんだよっ！」

　わざとツバを飛ばすように涙なみだ目めで叫さけんだ。俺は死んだ魚の目で淡たん々たんと答えを返す。

「ユーはある日たまたまナンパしたら成功して、ハルナはある日突然空から落ちてきて、セラはある日突然家に現あらわれたんだ」

「──バカかお前？」

「……まあ、そうなるよな」

　脚きやく色しよくなしで真実を伝えた訳だが、まあ……逆ぎやくの立場なら、当然俺も織戸と同じ言葉を返しただろう。

「ユーを守ろうとしてたら、いきなりハルナにバケモノ退たい治じをさせられ、いつのまにかユーはセラが守ってくれていたんだ」

　一いち応おう補ほ足そくを入れてみる。

「相川、キモいわー」

「……まあ、そうなるよな」

　どう考えても荒こう唐とう無む稽けいな話だ。信じられる訳わけがない。妄もう想そう癖へきがあると思われても仕方がないだろう。とんでもない事実とは、こうして信じられないままに消えていくものなんだろうね。

「お前マジキモいわー。セラさんと毎日同じ飯を食えるとか……ホント、なんで……なんでお前のところなんだよっ！」

　なにも泣かなくても……俺は憎にくらしいツンツン頭を引きちぎってやりたい気持ちを抑おさえ、急いでカバンに教科書を詰つめ、セラの手を取って共に教室を出た。

「おい、待てよ相川っ！」

　待ってたまるか。ゾンビってのは、注目と日光を少しでも浴びたくない生物なんだ。

「歩、そんなに急ぐ必要もないでしょう？」

「セラ、お前はいいのか？　変な注目を浴びて」

「ええ、全員八つ裂ざきにしたい気分ですが、気にすればさらに注目を浴びますよ」

　そうだな。お前はどこへいっても注目を浴びてしまうんだろう。俺は大きく息を吸すい、髪かみの毛をわしゃわしゃと搔かき乱みだして心を落ち着かせる。

「はあ……なあ、セラ。一つ聞いて良いか？」

「なにか？」

「お前は、いつまで俺の家に居られるんだ？」

「……任にん務むが終わるまで、ですが？」

「そうか」

　今、俺の家は美少女のちゃんぽん状じよう態たいだ。そして、俺はそれを楽しんでいる。ずっとこのままで居たいと思っているくらいだが、いつまでこのままでいられるのだろうか？

　一時はこのまま一緒に暮くらさなくてはいけないのかと悲観して悩なやんだりもしたが、それもいつかは終わる。

　いつかは、終わってしまうんだ。

「まあ、ヘルサイズ殿どのがあの様子では、当分無理そうですが」

　セラは残念そうな顔を作り、ふっと一つ鼻で笑った。セラは吸きゆう血けつ忍にん者じやの頭とう領りようさんをユーに生き返らせてもらうという任務を遂すい行こうするため、俺の家に居る。ユーがその気になってしまえば、その時点でセラは忍者の里にでも帰ってしまう。

　もし──そうなったら、俺はどうするのだろう。

　大名行列でも行われているかのように。はたまた、教きよう授じゆの巡じゆん回かい検けん診しんでも始まるかのように、脇わきに退ひいた生徒たちの廊ろう下かの真ん中を泰たい然ぜん自じ若じやくと歩くセラの後ろに続いて、俺はとぼとぼと足を運ぶ。その俺の横を、疾しつ風ぷうのごとく駆かけ抜ぬけたツンツン頭がいた。

「セラさん！　お久ひさしぶりっす！」

　触ふれられそうなくらいの距きよ離りでにこやかに言葉を投げかける織戸。

　しかし、返答は無し。

「いやあ、今日もお美しいっすねぇ！」

「……」

　それでもくじけずに言葉を投げるが、キャッチボールにはならない。

「あ、昨日のクイズ番組で──」

「五月の蠅はえですね」

　とてもわかりにくいが、デッドボール必ひつ至しの返球だった。

「ハエ？　どこですか？　叩たたき落としてやりますよ！」

　お前のことだから、お前には無理だ。それより、ハエの飛行能力を甘あまく見るな。

　興こう奮ふん気味なメガネ少年のおかげもあってか、俺たちは見事に変な目で見られていた。

　それでもセラは気にすることはなく校こう舎しやを出る。少し早歩きなのは、織戸がウザいからだろう。

　俺は、上うわ靴ぐつを靴箱に入れた状態で立ち尽つくしていた。

　というのも、この校舎から校門までは影かげが一いつ切さい無く、このまま一歩踏ふみ出せば、水を失った魚のようにジタバタした挙あげ句くに、動けなくなってしまう可か能のう性せいを帯びた、第一の関門だからである。

　そこを越こえても、炎えん天てん下かで信号待ちなどの難なん関かんが待ち受けているんだ。もう、日光に当たる前から気が遠くなる。

　どうしたものかと天を仰あおいでいると、

「相川、置いてくぞー」

　織戸が声を掛けてきた。二人は俺を待つ気がないようで、校門へと歩いていく。

　いくしかない。いつか、どうせいつかは、いかなければならない！

　俺は覚かく悟ごを決め、台風の中を突つっ切る少年のように頭を手で守りながら、日光の下に駆かけだした。

　うおおおおおお……

　うおおおお……

　はあ……はあ……

　あっつい！

　全然無理だ。第一の関門、突とつ破ぱできず。校門に辿たどり着く前に、俺は力尽つきた。

　もう、走れねえ。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの内、四臓二腑くらいが悲鳴を上げている気がする。

「どうした？　相川」

　ゾンビの気も知らない一いつ般ぱん的高校生が、心配してくれた。

　ゾンビの気持ちを知る吸血忍者は俺の襟えり元もとをつかみ、トランクを引くように俺を引きずっていった。おい！　そこまで容よう赦しや無く引きずらなくても──。

　あ、ダメだ。力が出ない。かかとがガリガリと地面を擦する。

　当然、周りからは変な目で見られていた。

　ああ……太陽が眩まぶしい。

　久しぶりに浴びる直ちよく射しや日光は、やっぱり暖あたたかかった。

　──太陽光ってのも、たまには良いものかもな。







　なんとか家に辿り着いたようで、目が覚めると、俺はチェーンソウと一緒に玄げん関かんに立てかけられていた。

　カバンは投げ出され、中に入っていた教科書と弁べん当とう箱ばこが散さん乱らんしている。さては、俺ごと投げやがったな？　気け怠だるい体をなんとか起こし、大きく伸のびをする。

　ん～……さて、とりあえず部屋へカバンを持っていくか。

　階かい段だんを上がるのがダルい。日光を浴びると、ここまで気分が悪くなるものなのか。ゾンビの体ってのも、難なん儀ぎなもんだ。

　マイルームに入り、カバンから教科書を取り出す。

　……勉強はあとからやろう。今の状態じゃ無理だわ。さっと着き替がえをすました俺は、愛用の弁当箱を取り出し、カバンを勉強机づくえへ投げる

　ハルナの作る料理にマズいものはない。人にはそれぞれ味の好みがあるが、あいつはなぜか万ばん人にんに愛される味を作り出せるんだ。

　なので、せっかく用意してくれたんだし、とりあえず腹はらごしらえをしようじゃないか。

　今日のメニューは……えーっと……ヒジキ……のみ。

　ヒジキのみかよ！　こんにゃくとか五ご目もくにするとかあるだろ？　ヒジキオンリーなんて初めて見た。真っ黒とか、食べる気が失うせてくるな。──いや、まあ、食べるけどさ。

　全く、あいつ下着はストライプとか水玉とか柄がら物ものが多いくせに、なぜ単色にするんだ？

　くそ……やっぱり美う味まいじゃないか。ヒジキあんまり好きじゃなかったのに……。それでも、弁当箱一つ分はいらんな。

　そうだ。抗こう議ぎしにいこう。今は学校じゃない。部屋を出てすぐそこの部屋に、ハルナは居いるはずだ。

　勉強は、そのあとで。

　俺はヒジキにまみれた弁当箱を持参して、ハルナの部屋の扉とびらを勢いきおいよく開けた。

「ハルナ！」

　……あれ？

　ハルナの部屋には誰も居なかった。飯時と何か悪わる巧だくみを思いついたとき以外は、ずっと引きこもっているはずなんだが。──てことは、悪巧みをしているのだろうか？

　もしかしたら、ユーやセラと一いつ緒しよにテレビを見ているかもしれない。

　弁当箱を持って居間に顔を出してみたら、ユーとセラが主しゆ婦ふのように昼ドラに夢む中ちゆうだった。

　こちらに顔を向けることなく、家の中なのに鎧よろいを着た少女が、籠こ手てに包まれた手でボールペンを持ち、机を二回叩たたく。机に目を向けると、いつもの切り離はなすタイプのメモ帳ちようとは違ちがうメモ帳が開いていた。

　新しく買ってきたのだろうか。

『おかえりなさい』

　俺はその文章を目にして驚おどろいた。

　なぜならば、一ヶ月ほど一緒に暮らしてきて初めて言われたからだ。やっぱりこういう挨あい拶さつがあると嬉うれしいもんだな。

　まるで……そうだ。




　まるで家族みたいじゃないか。




　思わず、笑えみが零こぼれてしまった。挨あい拶さつっていいもんだな。

　正せい座ざして俺を見上げるユー。いつもは瞬まばたくことのないまぶたが、ゆっくりと下りる。そしてまた開かれた大きな青い目が俺を見つめていた。

　返事を待っているのかもしれない。

「ただいま。ハルナを見なかったか？」

　俺はあぐらをかいて弁当箱をテーブルに置き、ユーへ最高の笑顔を投げ掛かけたが、ユーはいつもから想そう像ぞうも出来ない素す早ばやさで俺から顔を背そむけた。

　あれ？　なんで？

「ハルナなら出かけてますよ？」

　正面に座すわるポニーテールの美女が小さく答えた。セラはちらりと俺の顔を見ると、人差し指を曲げて魅み力りよく的な唇くちびるに置く。

「どこへ？」

「存ぞんじません」セラはコホンと喉のどを整えた。「私が帰ったとき、すでに姿すがたは──」コホンコホンと何かを隠かくすようにわざとらしく咳せきをする。

　こいつ──なにを隠そうとしているんだ？

「ユーは聞いてないか？　参ったな。言いたいときに言わないと、また忘わすれそうだ」

　銀色の髪かみが部屋の明かりを反はん射しやしている。……あれ？　なんかさっきよりそっぽ向かれているような。

『聞いてない』＝『んー、全然わかんにゃい』

　ユーは俺に背を向けたままペンを走らせた。寂さびしかったので、文面を可か愛わいらしい声で脳のう内ない再生させる。

　トントンと机を叩くのは、俺がまだ読んでいないと思っているからだろう。なぜ顔を向けないんだ？

　そうか。もしかすると、あのときの三回目の電話。あのときすでにハルナはどこかへ出かけていて、あの電話に出たのはユーだったのではないだろうか？

　セラは俺に弁べん当とうを届とどけようとしていたし、それならば何回鳴らしてもなかなか出なかったのも、無言で切られたのも頷うなずける。

　声を出せないのに電話に出たのか。ユーにもバカなところがあるんだな。

　俺はやれやれと首を横に振ふりながら、

「あのバカ、どこへ消えたんだ。全く──」

　ハルナの噂うわさをしていたからだろう。玄げん関かんの扉とびらが開く音が聞こえ、続けて階段を駆かけ上がる音、そして階段を駆け下りる音がする。

「アユム帰ってるだろっ！　こんのバカ！　変へん態たい！」

　居い間まへやってきての第一声からこれだった。

　俺がもたれかかるように首だけを向けると、そこにはチェック柄の短いスカートを履はいたハルナが居たんだ。

　スカートなんか珍めずらしいな。学校の制せい服ふくか何かだろうか？

　いいところに帰ってきたな。俺はヒジキの入った弁当箱をハルナに見えるようにして、声を掛ける。

「ハルナ──」

「やっぱり！　あんた、あたしの部屋に入ったろ！」

　あー、そう言えば、戸を閉しめ忘わすれたな。

　ハルナは俺を見下ろして硬こう直ちよくした。

　俺は少しからかい気味に、

「ハルナ、パンツ見えそうだぞ」

　こう言うと、ハルナは顔を紅こう潮ちようさせて、いつもみたいに「うきゅー」とかアザラシのような声を出すと思ったのだが、

「あはっははは、あはははは！」

　なぜかの大だい爆ばく笑しよう。腹を抱かかえてアホ毛をぴょこぴょこさせている。

「なんだよ……その顔……ヤバっ！　にゃは、はははははは！」

「顔？」

「鏡見て来いよ！　もう、ダメ……あははははは！」

「ちなみに、私ではありません。あのハリネズミのような男がやったことです」

『てっきり　笑わせようとしているのかと』

　鏡……ハリネズミのような男……笑う。

　これらのキーワードが指すものは一つしかない。

　ユーがそっぽ向いていたのも、セラがわざとらしく咳をして何かを隠そうとしていたのも、そのためか！

　急いで洗せん面めん所じよにいき、鏡を見る。

　俺の顔には、中学生の教科書のような、程てい度どの低い落書きがされていた。

　額ひたいには『无うー』の文字、口の端はしからは赤いペンで吐と血けつした感じを出している。目の周りやこめかみ、隅すみ々ずみまで歌か舞ぶ伎き役者を参考にしたような落書きがされていた。

　頰ほおには吹ふき出し風に『いえいえ、滅めつ相そうもありませんよ』

　額への落書きは『肉』だろ、普ふ通つう。

　セラが買ってきたであろう、『炭すみの成分で毛け穴あなの頑がん固こな汚よごれまで落とす洗顔フォーム』を使って顔を洗あらう。

　明日、絶ぜつ対たい織戸を殴なぐろう。いや、それだけじゃ気が済すまん。拷ごう問もんに掛けてから完かん膚ぷ無きまでに粉ふん砕さいし、釜かまゆでにしてやろう。──メガネをなっ！

　すっきりした俺が居間へ戻もどると、ヒジキしか入っていない弁当をセラに食われていたので、俺は口を薄うすく開けた状態で一いつ瞬しゆん固まった。

　まさか、この凛り々りしいお方が盗ぬすみ食いをするなんて。

「セラ、それ俺のなんだけど」

「お気になさらず。私はヒジキが好きなので」

　そうか。それはよかった。──もう我わが手には帰ってこないことを確かく信しんし、俺はタオルを首に巻まいたままあぐらをかく。まるでおっさんのようだと自分で思ってしまった。

「なあなあ、美う味まい？」

　ハルナは是ぜ非ひともヒジキの感想を聞きたいようだ。いや、褒ほめて欲ほしいのだろう。頰ほお杖づえをついたままに幸せそうな笑顔でゆっくりアホ毛だけを揺ゆらし、セラを眺ながめている。

「……それなりに」

　捻ひねくれた表ひよう現げんだった。セラはハルナの料理が出来る部分に嫉しつ妬としてるからな。認みとめるが褒めたくはないんだろう。

「それなりに……なんだよ？」

　ハルナはその表現では満足出来ないようだ。セラはこれでも「すごく美お味いしい」と言っているのだが、ハルナはどうしても「美味しいよ」と返して欲しいみたいだ。

「ほら、根ネ暗クラマンサーも食べていいんだからな？　しゃーなしだぞ？」

　あれ？　俺のじゃなかったのか？

『いいの？』＝『お兄ちゃんのじゃないの？』

　ハルナは俺に荒すさんだ目を向けてから、

「しゃーなしな」嫌いやみったらしい声を出した。

　なんでそんな目で見るんだ？　部屋に入ったのがそんなにイヤだったのか？

「で、ハルナはどこへいってたんだ？」

「学校」

「……は？」

「なんだよ。あたし学生なんだけど？」

「いやいや……どこの学校だよ」

「どこって……マテライズ魔ま法ほう学校に決まってるだろ？」

　ハルナは普ふ段だん、あまりスカートを履はかない。どうやらこのチェックのスカートは魔法学校指定のものらしい。──こいつ、スカートも似に合あうじゃないか。普段から履けばいいのに。ちょっとめくってみたら、普通にグーで殴られた。技わざとかも何もない。ただ拳こぶしを打ちつけてくるだけの攻こう撃げきだ。──軽けい薄はくな行動だったな。

「お前が授じゆ業ぎようをまともには受けると思えんが」

　もしかしたら、俺が勉学に勤いそしんでいる姿すがたに心打たれ、自分も授業へ出ようと思い立ったのではないかと思ったが、

「授業なんか二秒しか受けてない……ほんと、あんなのなにが楽しいんだか」

　どうやら違ちがうらしい。

「じゃあ、何しにいったんだよ」

「ちょっとミーティングに呼よばれただけ。なんか、この地ち域いきにメガロが大量発生してるらしいからって。どうせ全部狩かるんだし、ミーティングするまでもない話だけどな」

　メガロが大量発生。大先生もそんなことを言っていたな。この地域の話だったのか。

　……って、この地域の話かよっ！　勘かん弁べんしてくれよ、もう。

「そうか。まあ、でもヴィリエに帰れるようになったんだな」

　よかったよかった。と言葉を続ける前に、ハルナは怒いかりの形相を見せた。

「……帰れる訳ないだろ！　早くあたしの魔力返せよな！」

　ハルナの言葉にユーがびくりと反はん応のうした。

　ハルナはどうやら、まだ俺が魔力を奪うばったものだと考えているようだ。だが、奪ったのは俺じゃなくこのユーだろうと俺は推すい測そくする。

『ハルナ　お菓か子しを作って欲しい』＝『ねえねえ、ユーお腹なか空すいちゃったよぉ』

　だからユーはこの話題を変えたかったのだろう。

「私が作りましょうか？」

　ヒジキを口に残したままセラが提てい案あんする。行ぎよう儀ぎが悪い態たい度どでも、その表ひよう情じようはきりっとしていた。だが──満場一いつ致ちで却きやつ下か。もう、言葉すらいらない。

「なぜ……皆みななにも言わないのですか？」

「しゃーないなぁ。なに食いたいわけ？」

　ユーや俺どころかハルナにまで無む視しをされ、セラはショックを受けていた。

『クリスチャン・ベール』＝『え────っとぉ』

　おやつにしては、えらい豪ごう華かな俳はい優ゆうを選んだな。俺にはその名詞を脳のう内ない変へん換かんすることが出来なかった。翻ほん訳やく用の脳内ユーがしどろもどろになっている。

　どのお菓子の事を言ってるんだろう。どれだけ考えても分からない。

　だが、

「シュークリーム？」とハルナが聞けば、ユーはこくりと頷うなずいた。

　お前は暗号解かい読どくのプロか？

「ＯＫ。確たしか、グラニュー糖とうがもうなかったよな。よし、材料発注するから、ちょっと待てよな。……アユム、ケイタイ」

「ほらよ」俺は携けい帯たい電でん話わを手て渡わたしながら、

「お前は、いつもどこから食材を調達してるんだ？」

　日ひ頃ごろの疑ぎ問もんをぶつけてみた。

「あんたバカでしょ？　支給されるに決まってんじゃん」

　どうやら、支給されることが決まっているようだ。「これだからバカは困こまる」と、アホ毛が肩かたを落としているように見えた。

　まあ、ハルナはバケモノ退たい治じにこの世界へやってきて命を懸かけている訳だし、それなりのものを用意して貰もらえるんだろうな。

　ハルナの作る料理が妙みように美う味まいのは『この世界の材料を使っていないから』なのかもしれない。

「でもな、メガロ退たい治じの報ほう酬しゆうがヒジキじゃ割わりに合わないだろ？」

「はあ？　なんだよそれ。──仕事ってのは、食うためにやるんだろ。それ以外に何が必要な訳？　なんだったら納なつ得とく出来るんだよ。ダーツ投げて、パジェロでも当たれば満足すんの？」

「ヒジキよりはな」

「ですが歩、このヒジキはそこそこの味ですよ？　恐おそらく、パジェロよりも──」

　セラは険けわしい表情でごくりと白い喉のどを鳴らした。

「お前、パジェロがなにかわかってないだろ？」

『黒人演歌歌手のこと』

　……パの部分はどこへ飛び立ったんだ？







　火か、水すいと、そんな毎日を続け、今日は七月六日の木曜日。テストは順調に進んでいた。

　いやあ、こんだけすらすら出来ると、勉強した甲か斐いがあったってもんだ。優ゆう等とう生せいが勉強ばかりする気持ちが、少しだけわかった気がする。

　全すべてが思い通りになるってのは、これほど清すが々すがしいものなんだな。

　最後のテストも無事に終わり、俺は残った時間を堪たん能のうしていた。

　何度見直しても完かん璧ぺきだ。百点の自信すらある。セラが迎むかえに来るまで寝ねて待とうとしたが、興こう奮ふんして寝られない。

　こういうときは、太陽光様に頼たよればいい。

　教きよう師しも生徒も一言も発せず、風も鳴かない静せい寂じやくの中。ここで太陽の光が差し込こめば、俺は心ここ地ちよく気を失えるだろう。

　カーテンを少しだけ開き、ポエムに乗せて夏の美しい空の景色をお伝えしようとしたのだが、開いた瞬しゆん間かんにその全てを忘わすれた。

　急いでカーテンを閉とじる。

　──窓まどの向こうに、ハルナが張はり付いていたからだ。

　なんでだよ。なんでチェーンソウとか持もってんだよ。

　コンコン。窓まどが叩たたかれる音がする。それでも俺は無む視ししていた。

　──いや、待てよ？　ドンドンと少し強めに叩かれれば、当然気づく人間も出てくるだろう。このまま放っておくのは得とく策さくではないな。

　仕方なく、俺はテスト問題の書かれたプリントの裏うらに『何の用だ』と書き、カーテンの向こうにいるハルナへ向けた。

「アユム！　メガロが出た！　いくぞ！」

　窓まど越ごしに、元気な声が聞こえてくる。そんなに大きな声を出すな。気づかれるだろ。いや、すでに数人には気づかれているだろう。

　こっちの都合などお構かまいなしなのはわかっている。

　彼女にとって、俺の将しよう来らいにかかわるテストなど、微み塵じんも価か値ちがないのだ。ついでにいうなら、この教室もこのクラスの生徒も、ひいては、この世界そのものに価値がないとまで考えていそうな思考の持ち主だ。

『先にいっててくれ』

　と書いてハルナに見せたとき、ちょうどチャイムが鳴り響ひびいた。

　よし、これでハルナを構ってやれる。

　テストを提てい出しゆつし、俺は急いでカーテンの向こうへ顔をやる。

　そこには、すでに誰も居なかった。本当に先にいってしまったようだ。

　と言っても、どこへいったのかは見当も付かない。まあ、放っておくか。

　──バカか俺は。あいつはまだメガロと戦えないんだ。

　メガロと戦うためにこの世界にやって来たのに、メガロを倒たおす力を、持ってないんだ。放っておける訳無いだろ。

「相川、なんかさっき変な音してなかったか？」

　織戸が不ふ審しんそうな目で俺を見てきたが、説明している暇ひまはなかった。

「ああ、なんかデカい猫ねこが居たんだ」

　口をぽかんと開けて「はあ？」と聞き返してくる織戸を無視しながら携帯電話を取り出して、家へかける。

　プップップップップッ……プルルルル……プルルルル……ガチャ。

「はい、相川です」

　その一言の返事だけでも、誰かはわかる。川の流れのように透すき通った女じよ性せいの声。

「セラか？」

「歩ですか？　迎むかえならハルナがいきましたよ？」

「ああ、来たのは来たんだが、ちょっと目を離はなした隙すきにどっかいっちまったんだ。セラ、お前メガロの気配とかわかるか？」

「私にはわかりかねます。少々待って下さい。ヘルサイズ殿どのに聞いてみます」

「ああ、頼たのむ」

　俺は電話を耳に当てたまま廊ろう下かへ出て、足早に校こう舎しやを出ようとする。

「ん？　相川、便所か？」

　織戸が隣となりをついてきた。ウザいが邪じや険けんに扱あつかうと逆ぎやく効こう果かを生むので、俺は申し訳なさそうな顔で、

「いや、ちょっと急用が出来たんだ。先帰るわ」

「え？　おい！　相川、カバン──」

　織戸の声を背中に浴びつつ、俺はそれを無視して走り出す。

　俺は階かい段だんを飛び降おり、一階の廊下に出ると、窓を開けて校舎を出た。

「歩、ハルナの居るところまで誘ゆう導どうします」

「ああ、頼む」

　校舎の壁かべに背を当てて、影かげの中を進んでいく。グランドや校門の方面は影が一いつ切さいないので、どうにかこの校舎裏うらから細い路地へ出るルートを選ばないと。車道なんかへ出れば一発で行動不ふ能のうだ。

「今、どこですか？」

「校門とは真反対、北側にいる」

「そのまま直進して下さい」

「残念ながら、直進は無理だ。迂う回かいして北を目指す」

「わかりました。ヘルサイズ殿から伝言です」

「なんだ？」

「急いで……と」

「……わかった」

　俺は辺りに人が居ないことを確かく認にんし、ぐっとヒザを曲げる。そして、横に跳とぶように身を屈かがめて走った。







　夏空の下、マンションに挟はさまれた道路に彼女たちは居た。標ひよう識しきもない道路の真ん中。いつもなら子こ供どもがキャッチボールでもしていそうなただの住じゆう宅たく街がいに、似につかわしくない学ランのバケモノと、栗くり毛げの少女。──やっと見つけた。

　ハルナはシャツに下着だけという部屋着がボロボロになっても決して退ひかなかった。どれだけ攻こう撃げきを受けようが、効きかない攻撃を繰くり返していた。

　だから相手をしていたメガロはとても楽しそうだった。

「ウマー」

　三メートルをゆうに超こえる巨きよ体たいを持った、芦あし毛げの馬だった。学ランを着ている事から、それがメガロであると容よう易いに想そう像ぞうできる。

　馬は一度もヒヒーンとは鳴かなかった。「ウマー」が馬の鳴き声だと勘かん違ちがいしているようだ。

　ハルナの攻撃は大おお振ぶりで、馬は少し身を引くだけで攻撃を避よけることが出来た。

「ウマッウマッウマッ」

　あざ笑う馬の表情、悔くやしそうに顔を歪ゆがませるハルナ。

　馬の手には指が無く、堅かたい蹄ひづめ。こつんと小こ突づくだけで、ハルナはボールのように転がった。それでも気き丈じような瞳ひとみのハルナはすぐさま立ち上がり、またチェーンソウを振り回す。ただの鈍どん器きに過すぎないそれを、馬はあえて食らう。

　ビクともしない。ハルナは驚きよう愕がくに目を丸くしたが、諦あきらめずに何度も何度も打ちつける。

　ハルナの攻撃が全く意味を成なさないのは、魔ま装そう少しよう女じよに変身していないからではない。

　ハルナはメガロを前にすると、急に力が抜ぬけるんだ。立ってられないほど脱だつ力りよくして、ペタンと腰こしを下ろしてしまうほど。

　そんな力で攻撃をしても、効くわけがない。

　だけど、ハルナは諦めない。

　──プライドが、許ゆるさないのだ。

「ウマー」

　大きな鼻の穴あなから紫むらさき色いろのオーラが噴ふん射しやされる。毒々しい空気に当てられたハルナは、ガタガタと足を震ふるわせた。

「くっ、そっ……たれぇ」

　下半身に力が入らないのか、チェーンソウを支ささえに立ち上がろうとするが、結局その場に座すわり込こんでしまった。頰ほおが紅こう潮ちようし、甘あまい息が漏もれる。

　とうとう、チェーンソウから手が離はなれた。意い識しきが朦もう朧ろうとしているのか、まぶたが半分降おり、上半身がゆっくりと揺ゆれている。ぶるぶると首を振って何とか意識を保たもとうとするが、アホ毛はすでに活力を失っていた。

　馬の蹄が、ハルナの柔やわらかい肌はだをなぞる。馬の目は好色に彩いろどられ、鼻息は荒あらい。回り込こんだ馬はそのまま……蹄を、ハルナの服の中へ──

　とまあ、そんなところで、背はい後ごから忍しのび寄よった俺は、引きちぎるつもりでタテガミを引っ張った。やっと雲が太陽光を遮さえぎってくれたんだ。

「アユ、ム……？」

　虚うつろな目をしたハルナは、すぐに状じよう況きようを把は握あくできないようだ。さっきの変なオーラは思考を麻ま痺ひさせる効果があるのかもな。

　馬をおもいっきり蹴けり飛ばし、ハルナに向かって右手を軽く挙げる。

「よお、奇き遇ぐうだな。メガロを退たい治じしに来たんだが、お前ここで何やってるんだ？」

「ほえ？　あ……」

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ハルナからチェーンソウを奪うばい、それを振り向き様ざまに切り上げる。そこには憎にくったらしい馬うま面づらがあり、見事にアゴをかち上げた。肘ひじを打ち、裏うら拳けんのように手を伸のばし、間合いを確かく認にんしつつ、一回転してからもう一度かち上げる。

　ぶるぶると首を高速で振り乱みだし、アホ毛をぴょこんと跳はね上げたハルナは、すーっと大きく息を吸すい、

「アユム！　もっと早く来いよなっ！」

　元気そうで何よりだ。

「本当に、一人で行っちまうなんて思わなかったんだ」

「……一人でも、敵かなわなくても……やるしかないんだ。あたしには──」

　俺は寂さびしそうな表ひよう情じようを見せたハルナに一言謝あやまろうとしたが、馬の蹄ひづめがアスファルトを叩たたいて突とつ進しんしてきたので、言うタイミングを失った。

　日が落ちていないため、俺の身体能力限げん界かい突とつ破ぱはあまり効果がないようだ。しとめるつもりだったが、馬はまだまだ余よ裕ゆうの表情を浮うかべていた。

　さて、どうしたものかね。

　魔装少女、なるしかないのか？　正直、もう二度とあの格かつ好こうになりたくない。

「こら！　早く変身しろよな！　相手はあの、ＡＡ級メガロ……戦せん慄りつの膝ひざ小こ僧ぞう、ヴァンダレイ・シウマなんだぞ！」

　馬の鼻から紫色のオーラが噴出すると、ハルナが戦せん慄りつする。

　あー、悩なやんでる時間が勿もつ体たいないよな。──どうせ、ならないと倒たおせないんだろう？

　はいはい。なるしかないですね。投げやりな態たい度どのまま、俺は呪じゆ文もんを唱えた。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ！」

　俺の学校の制服がはじけ飛び、恥はずかしいまでに完かん璧ぺきなコスプレ衣い装しようが身を包んでくれる。変身が終わるのを待ちきれないのか、両手を前に突き出した状態で、馬は攻撃してきた。

　俺は体を回転させながら流れるようにすれ違ちがい、背後を取る。そこは、影から出た日の当たる場所。

　よし、太陽の下でも、イメージ通りの動きが出来る。ゾンビとしての力が使えなくても十分やり合える。さすがは魔装少女だ。負ける気が──

　かはっ……。

　俺は、酸さん素そを全部はき出す勢いきおいで口を開けながら宙を舞まった。

　胸むねには、めり込こむほどの蹄の跡あと。食くらったことのない強きよう烈れつな衝しよう撃げきで、俺は肺はいを潰つぶされていたんだ。

　見れば、馬は頭を下げ、前足を地につけ、後ろ足を蹴り上げていた。

　馬蹴りにされたのだ。

　とんでもない威い力りよくだ。ただの魔ま装そう少しよう女じよだったら、死んでるんじゃないか？

　隙すきがあれば、背後に回りたがるのは強い戦士の常つね。奴やつはそれを誘さそうためにわざと華か麗れいに避よけられる攻撃をしやがったんだ。

「ウマ？　ウマァイイ」

「何？　効きいてないだと？　ふ、まぁいい」馬の言葉にはそんな意味合いが込められているのか……はたまた、

「男だと？　まあいい」というニュアンスを込めているのか、どちらにしても、この馬は表情が豊ゆたかだった。

　左半身をこちらに向け、右蹄は頰の辺りへ。近づくと左ジャブで牽けん制せいしてくる。少し気を抜ぬくと右ストレートが飛んでくるんだろう。──なかなか嫌いやな型だ。

　だが、チェーンソウがある以上、リーチではこちらに分ぶがある。

　俺は両手で持ったチェーンソウを上段に構かまえ、すり足で間合いを探さぐる。

　照りつける太陽が、じりじりと空気を焦こがしている。その光を吸きゆう収しゆうし、チェーンソウはルビー色に発光する。歯が自然に動き出し、エンジン音ではなく、甲かん高だかい音を奏かなでた。

　馬は回り込む。左ジャブはこの際さい無む視ししよう。敵てきの大おお振ぶりな右の一いち撃げきに合わせて、全力のカウンターを食らわせる。

　そこから連撃を叩たたき込こめばいい。

　──負ける気がしないね。俺とやり合いたかったら、五、六匹ぴきで掛かかって来いよ。

　まあ、いつもの力が出せれば、ドカンと一撃で爽そう快かいにねじ伏ふせられるのにな。昼間はこれだから困こまる。

　傷きずの治りも遅おそい。息苦しいのは、肺を潰されたせいなのか、それとも、馬が発する怪あやしげなオーラのせいなのか。

　馬が一気に距きよ離りを詰つめてくる。俺は、渾こん身しんの力を込めてチェーンソウを振り下ろした。ルビー色の光が尾おを引く。

「アユムっ！」

　ハルナの声が耳に届とどくまで、何秒ほどの時間があったのだろう。

　俺は時間が遅くなるような奇き妙みような感覚で、眼がん前ぜんの馬を睨にらみ付けていた。

　馬の巨きよ体たいが横に滑すべる。それは、予想済ずみだった。俺のチェーンソウは袈け裟さ懸がけに降おりている。ノの字を書くように徐じよ々じよに角度をきつめにして、馬の体を追う。

　馬は前ぜん傾けい姿し勢せいで裏うら拳けんのように手を伸のばす。遅いな。それが俺に届くより、チェーンソウの方が先だ。

　チェーンソウが馬の体を削けずり始めた頃ころ、左ジャブが俺の右みぎ腕うでを叩いた。

　こいつ、お構かまいなしで攻こう撃げきを続けるのかよ。

　チェーンソウに斬きられたまま、馬は右ストレートを繰くり出してくる。俺はチェーンソウから手を離はなし、左手で蹄を包み込むようにつかみつつ、右みぎ肘ひじをその生意気な馬うま面づらへ打ち込んだ。

　馬のアゴが揺ゆれ、体勢が崩くずれ出す。

　余よ裕ゆうだな。少し遊んでやるか。

　俺はあえて絶ぜつ好こうのチャンスを見送る。

　この馬より、俺の方が強い。なんて優ゆう越えつ感に浸ひたっているとき、ようやくハルナの声がちゃんと聞き取れた。

「アユムっ！　後ろだって言ってるだろっ！　バカぁっ！」

　後ろ？　とりあえず、俺は振り返る前に頭を下げた。何かで、すでに攻撃されている可か能のう性せいを考こう慮りよしてみたんだ。

　丸めた背せ中なかは、次の瞬しゆん間かん、弓のように反そっていた。背はい後ごからの衝しよう撃げきに、反らざるを得なかった。

　ゾンビの鮮せん血けつが散さん弾だんのごとく飛び、馬の黒い学ランを染そめる。

　俺の体は、何かに貫つらぬかれていたんだ。指ほどの太さで、管のような物が貫かん通つうしていた。

　一本ではない。次々と突つき刺さされる。びりびりと体に電流が走り、手足の感覚がマヒしていく。

　体が浮うき、高く持ち上げられ、地面へと叩たたき付けられた。くそ、体がうまく動かない。

　顔面めがけて、馬の足が落とされる。アスファルトの地面に頰ほおを擦こすりつけるように、ぐりぐりと蹄ひづめで踏ふみつけやがったんだ。

　怒いかりで五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが煮にえくりかえっていた訳わけだが、手足のマヒがそれを行動に移うつさせてくれない。

　馬の隣となりには、クラゲが居いた。それはクラゲと言って良いのか──学ランを被かぶった刺し胞ほう動物だった。

　なるほど、この攻撃はクラゲが原げん因いんか。

　見れば、クラゲは一匹ではない。五匹……十匹──いや、まだまだたくさん居るではないか。俺は、メガロの大量発生という言葉を思い出した。

　いかん。意い識しきが朦もう朧ろうとしてきた。あの紫むらさき色いろのオーラを浴あびすぎたのか？

　俺は本当にバカだ。なんで、あのとき、トドメを刺さなかったのだろう。舌したなめずりは勝ってからでも遅くはないはずだ。

　マズい。俺は死なないから別になんでもいいが、ハルナは違ちがう。この数のメガロから逃にげられる訳もない。

　──セラ……ユー……助けてくれ。いや、誰でもいい──神様っ！

　神にすがるゾンビの姿すがたは、さぞかし滑こつ稽けいだろう。よほど哀あわれに思って下さったのか、その願いは聞き入られたようだ。

　ふわりとマントが広がる。それは、吸きゆう血けつ忍にん者じや特有の黒いマントだ。

　……セラが来てくれたのか？　いつもいいタイミングで来てくれるからな。

　俺の体を貫いていたクラゲから力が抜ぬける。降おり立った吸血忍者は、見た事のない少年だった。

「誰──だ？」

「あなたに、会いに来た」

　セラよりは、ハルナやユーに近い年ねん齢れいだろうか、幼おさなさを残した顔立ちで、その左手には──とんこつラーメン。

　頭がフラフラしてきているせいなのか、見間違いなのか。

　いや、はっきりとわかる。アレは──とんこつラーメン。どこからどうみても、とんこつラーメンだ。

「あれ？　オレ──」

　きょろきょろと辺りを見回す少年。どうも現げん状じようが理り解かい出来ていない様子だった。だが、クラゲを睨にらみつけると、むっとした表ひよう情じようで駆かけ出す。

「はあああああああっ！」

　気合いを込めて、少年の吸血忍者は──とんこつラーメンをクラゲにぶっかけた。

　すると、真っ黒な学ランが溶とけて消え、クラゲはのたうち回り、きらきらと粒りゆう子しになって消えていく。

　──噓うそだろ？　あのメガロがとんこつラーメンをぶっかけられたくらいで──

　俺は見間違えたのか？　実はああ見えてとんこつラーメンじゃなく、硫りゆう酸さんラーメンとか？

　馬のメガロが飛びかかろうとしたそのとき、緑色の剣けんが突き刺さる。前のめりに倒たおれた馬の上に、言葉通り馬乗りになったのは、ポニーテールの美女だった。

　美女は木の葉を剣に変え、馬面に突き立てると、馬はもがき苦しんで白い粒子へと変わった。

　それを見み届とどけることもせずポニーテールを振ふり乱みだし、次々とメガロを切り伏ふせていく。

　ポニーテールの美女が木の葉を手しゆ裏り剣けんにして投げつけ、

　少年がアスファルトに落ちたとんこつラーメンの麵めんをメガロに投げつけ、

　ポニーテールの美女が緑の剣で敵てきを断たち、

　少年が丼どんぶり鉢ばちに残ったとんこつスープの飛し沫ぶきをかけて敵を溶かす。

　そうして、メガロはいとも簡単に駆く逐ちくされた。

　さすがセラだ。俺とは違い、力の差がある相手でも容よう赦しや無し。とんこつラーメンのくだりはノーコメント。

「セラフィム！　ひっさしぶりだなー。元気にしてたか？」

　少年は偉えらそうに笑え顔がおのままセラの背せ中なかをバンバンと叩たたく。やけに気さくな態たい度どを取られて気分を害したのか、セラは少年の足を払はらい、体を倒す。チキンウイングで腕うでを固めてから、冷ややかな声を出した。

「近ちか寄よらないで下さい」

「い！　てえっ！　セラフィム！　ギブっ！　ギブだって！　ギブの大号令だってば！」
















「セラ、知り合いなのか？」

「ええ。まあ──歩は大だい丈じよう夫ぶですか？」

　組み伏せた状じよう態たいのまま、セラが声を掛かける。俺はゆらりと立ち上がり、変身を解といた。

「そいつのおかげで、なんとかな。──ハルナ、大丈夫か？」

「あ、当たり前だっ」

　まだ立てないでいるハルナのところへいき、手を伸のばす。ひねくれ者の魔ま装そう少しよう女じよは、その手を取ろうとはしなかった。助けて貰もらうっていうのが気に食わないのかもな。

　チェーンソウをハルナに渡わたして、くるりと振り返ったら、セラが、まるで人ひと質じちに取った逃とう走そう犯はんのように少年に腕を絡からませていた。──なんという密みつ着ちやく感。ちょっとうらやましいじゃないか。

「そいつ、何者なんだ？　放はなしてやれって。命の恩おん人じんなんだし」

「名はメイル・シュトローム。吸血忍者ですが、私とは敵対している派は閥ばつの人間ですよ」

　どんと強めに押おし出すように手を放すと、メイルはよろよろとした足取りで離れた。

　なるほど、敵対しているから今のような対たい応おうだったのか。

「そういえば、吸血忍者同士で争ってるんだっけ？」

　すっかり忘わすれてたが、セラが俺の家に居いるのは、死んでしまった吸血忍者の頭とう領りようをユーに蘇よみがえらせてもらうためだ。うろ覚えだが、跡あと継つぎ戦争がどうとか言ってたかな。

「現げん在ざい、吸血忍者には二つの派閥が存そん在ざいするのです。我々は保ほ守しゆ派、メイルは革かく新しん派の吸血忍者です」

　ハト派とタカ派って奴やつか。なんか、ややこしそうだな。とりあえず、吸血忍者にも二種類居ると考えればいいのだろうか？　ユーの命を守ろうとする奴と、狙ねらう奴。

「いってぇ～、セラフィム！　お前本気で腕折るつもりだったろ！」

「まあ、セラとくっつけたんだし、いいだろう？」

「あん？　どこがだよっ！」

　イライラしている様子のメイルへ肩かたを組みつつ、俺は耳打ちをする。

「ほら、さっきの密着感だと……胸むねの感かん触しよくとかが」

　少年はゾクゾクと体を震ふるわせて肩を竦すくめ、

「うわぁあっ！　み、耳元で喋しやべるなーっ！」

　手を挙げて赤い顔をした。俺は肩に回した手で、黒いマントをつかむ。

　少年というのは、卑ひ怯きような存そん在ざいだ。どさくさに紛まぎれて、セラの胸をふにふにもにゅもにゅしたかもしれない。俺たち哺ほ乳にゆう類にとって、おっぱいは生活必ひつ需じゆ品ひんだからな。

　──でも、そうなると、もう少しセラが怒おこるか？

　いや、少年というだけで許ゆるされるボディタッチがあるはずだ。

　いいなあ、若わかいって。本当にうらやましい。このまま絞しめ殺してやりたいね。

「苦し──やめ、ろって……」

「アユム……もうメガロも倒したんだし、帰ろ？」

　ハルナが服をつかんでくる。メイルは俺にアイアンクローしながら、

「なん、なんだ……こいつは……離れろよ。キショイんだよっ！　お前どこ中だよっ！」

　お前こそ、どこの中学生だ。ハルナと同じくらいの身長だから、小学生？

「もうっ！　アユムのバカっ！　あたしを無む視しするなよなっ！」

　アホ毛をピンと張はったハルナがなぜか俺の背中を押した。もはやそれは突つっ張ぱりの域いきに達しており、俺はメイルを抱かかえるようにして倒れてしまう。

「う、うわっ！　うわああああ！」

　うるさいぞ少年。叫さけびたいのは、俺の方だ。

　そのとき、その場にいる全員に衝しよう撃げきが走った。




　なんと、俺は少年と唇くちびるを重ねてしまったのだ。




　それはほんの一いつ瞬しゆん。かすれるような程てい度どだったが、確たしかに、柔やわらかい感触が伝わってきた。俺が咄とつ嗟さに手をつかなかったら、ブチューどころか歯と歯が叩き合っていた。

　──最悪だ。

　セラは当然「うわあ」と言いたげな表ひよう情じようで引いていて、ハルナは口を三角形にして顔を赤くしているし……少年、メイルは──なぜお前も顔を赤らめる。

　ファーストキスだったのに。いや、こんなもの無む効こうだろう？

「く、苦しいから、手を除のけろよっ！」

　あー、くそ。柔らかい感触が今も残ってやがる。そう、今手の平に感じている──こうふわふわしたような。

　──ん？　なんでこいつの胸むな元もとに、余よ計けいな脂し肪ぼう分ぶんが──俺は、血の気が遠のいていくのを感じた。今にも泣き出しそうなメイル。俺は立ち上がり、思考する。

　この足の閉とじ加か減げん、体を抱だくような姿すがた。涙なみだを目に浮うかべ視線を逸そらすその表情。はだけた黒いマントの下にあるのはまさか──

「アユムの変へん態たいっ！　ヤックデカルチャーがっ！」

「では、私もっ──」

　ハルナとセラの蹴けりが俺の首を刈かった。







　前がよく見えない。あのあと、少年──いや、少女から顔が腫はれ上がるまで拳けん打だを浴びせられ、セラと共にメイルの後ろに続いている。あいつ、女のくせにいいパンチを持ってるよ。──ほんと、男みたい。

　ハルナはあのキスシーンがとても衝撃だったようで、逃にげるように帰ってしまった。

　追いかけようとしたのだが、ハルナもすっかり元気になっていたことだし、それよりも俺はメイルが気になってしまった。

　この少年──少女から、あのとんこつラーメンがなんだったのか。それを聞かないわけにはいかないだろう？　変身無しでメガロを倒たおせる術すべがあるのかも。

　その手段がわかれば、俺の醜みにくいコスプレ姿などを皆みなさんへ見せずに済すむ。是ぜが非ひでも聞き出さないと。

　屋根の上が忍にん者じやの公道なのか、セラとメイルは足音も立てずに屋根の上を進む。

　どうやったらあの速度で音を立てずに進めるのかわからない俺は、足音を消さずにあとに続いていた。

　メイルが足を止めて、指をすっとさす。

「最近、妖よう怪かいの数が半はん端ぱないんだ。ほら、見てみなよ──」

　そこには、クマのように巨きよ大だいな生物が、ガードレールを殴なぐっていた。学ランを着ている事からメガロだとわかるが──なんだ？　どこか変だ。

　そうだ。可か愛わいらしさが微み塵じんも感じられない。あんなに凶きよう暴ぼうだったか？　今まで戦ってきたメガロは、もっとこう──もう少し知ち性せいのようなものが感じられる動きをしていた。

　見た目は動物だが、人間味が溢あふれていた。……だが、このメガロは違ちがう。

　まるでモンスターだ。

　まだメガロが居いたのか。ん？　ハルナは気づかなかったのか？

　曇くもり空に吠ほえるクマのメガロに、吸きゆう血けつ忍者が三人がかりで対たい処しよしている。

　その三人の手には、ラーメンの鉢はち。この距きよ離りからはよく見えないが、恐おそらくそれもとんこつラーメンだろう。

　手を振ふり回すメガロの攻こう撃げきを避よけながら、吸血忍者が一いつ瞬しゆんの隙すきを突つく。

　とんこつラーメンをぶっかけられたメガロは、その一撃でもがき苦しんだあと、きらきらと粒りゆう子しのようなものへ変わり、消えてしまう。

「何をしたのですか？」

　その光景は、セラの目にも不思議に映うつったようだ。何度見ても摩ま訶か不思議だな。

「あのタイプの妖怪には、とんこつスープが有効だってことが発見されたんだよ」

「は？」さすがのセラも、意味が分からないという声を出す。

「どの成分かはまだわかんねんだけど、とんこつスープに含ふくまれる何かが、──あの妖怪を溶よう解かいさせる……なんつって」

　妖怪と溶解をかけたダジャレか。テヘっ。照れるように頭を搔かいているメイルに、セラは容赦無く、

「くだらないことを言わないで下さい」

　ばっさり切り捨すてた。

「さようかい」

　俺はそのとき向けられたセラの目を、忘わすれないと思う。「何ぬかしてんだ」と言わんばかりの侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしだ。何かの道を極きわめた人間の目だった。

「さようかい。あははは！　妖怪だけにさようかい！　お前、案外気が合うな！」

「キスした仲だしな」

「あ、アホかお前っ！　あんなの無効に決まってるだろうがよっ！　なんだその目は！　あれは絶ぜつ対たい無効だからっ！　カーペットに落ちたパンの三秒ルールくらい無効だぞっ！　いや、だからそのニヤニヤした目をやめろって！」

　こいつ、結けつ構こうからかいやすいな。ハルナがもう一人増ふえたようだ。

　セラが緑の剣けんを屋根に突き立てたので、俺とメイルは真剣な顔に戻もどった。……この家が雨あま漏もりしませんように。

「それでも、奴やつらの強さはすげえよ。一発で倒せる手しゆ段だんを持ってても、今みたいに三人がかりじゃないと無理ゲーなんだぞ？」

「メイル、あなたの力でも？」

「オレを嘗なめんなよ。オレなら一人でもやれるぜ」

　へへっとイタズラな笑えみを浮うかべるところも、ハルナに似にていた。力こぶを作りたいようだが、腕うでは華きや奢しやだ。

「そこで、オレたちは対たい策さくを練ったんだ。まあ、ついて来いよ」

　再ふたたび走り出したメイルのあとに、俺とセラは無言でついていった。

　というより、何か言おうとしたらセラが睨にらんでくるので、会話にならなかった。







　幽ゆう霊れいでも出そうな廃はいビルへと連れて来られた俺とセラ。

　中へ入り、一ひと際きわ大きな部屋へと案内された。コンビニくらいの店てん舗ぽを営えい業ぎようできそうな広いスペースの部屋にいたのは解かい体たい屋やでも警けい備び員いんでもなく、黒いマントに赤い瞳ひとみをした男と女。ざっと数えて──十三人くらいか。

　吸血忍にん者じやに囲まれて、俺は少々緊きん張ちようしていた。少し空気が冷えているような気がする。

　セラは一通り挨あい拶さつを済すませ、俺は金魚のフンのように追つい従じゆうする。どうも視し線せんが痛いたく感じるのは、ここにいる吸血忍者がセラとは敵てき対たい関係にある革かく新しん派の連中だからだろう。メイルが居なければ、すぐにでも逃にげたかった。

「秘ひ密みつ基き地ちって格かつ好こういいよな！」

　まるでハルナが言いそうな言葉をメイルが発した。

「そのデカイのは？」

　俺は、部屋の隅すみでどっしりと構かまえた貯ちよ水すいタンクに注目した。インテリアとしても明らかにおかしい。

「この装そう置ちは──天候を操あやつることの出来るものです」

　セラが神しん妙みような面おも持もちで呟つぶやいた。まるで敵を見るように貯水タンクのようなものを睨みつけている。──天候を操るって、そんなにすごいものがあるのか。

「これが、オレたちの対抗手段さ。すげえだろ」

　へへん。と鼻を高くするメイル。そこに、いかにも屈くつ強きようそうな男が詰つめ寄よってくる。

「メイル！　どうしてセラフィムなんかを連れてきたんだ！　奴は保ほ守しゆ派だぞ！」

　そうだよな。敵対している相手をなぜ秘密基地に？　メイルの顔がさーっと青くなっていく。

「ああああっ！　敵対してたの忘わすれてたっ！」

　どうやら、メイル・シュトロームという吸きゆう血けつ忍者は恐おそろしくバカなようだ。そう言えば確たしかに、いきなり組み伏ふせたセラに対して、こいつは妙に馴なれ馴れしい態たい度どだった。

「いや、お手て柄がらだった」

　装置の横で座すわる片かた目めを閉とじた大男が重低音の良い声を出した。どこからどう見ても強そうな筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体。アメリカ映えい画がにでも出てきそうだな。偏かたよった見方でいうと、好物はプロテインとか言いそうな筋肉質しつな男だった。

「セラフィム、お前にお願いがある」

　指を絡からめて口元を隠かくしながら、大男はそう切り出した。セラは何も答えず、表ひよう情じようも変えない。とりあえず話は聞く。と言った感じか。その反はん応のうに満足したのか、ウェーブのかかった髪かみをした目の細い女じよ性せいが、にっこりと微ほほ笑えんで、

「セラフィム。妖よう怪かいが大量発生しているのはもう知ってますか？」

「ええ」

　セラは簡かん単たんに返す。せっかく説明してくれるのに、冷たい返答だな。

「じゃあ、その妖怪たちが、とんこつラーメンに弱いことも？」

「あー、それもさっき聞いたわ。で、その装置は？」

　セラがあまり聞く気を見せないので、俺が社会見学でテンションが上がっている男子生徒の如ごとく手を挙げる。

「この装置は、とんこつスープの雨を降ふらせるためのものです」

「へえ～」

　──って、なんてはた迷めい惑わくな！　そんな脂あぶらっこい雨が降り続いてみろ。考えただけでも胃がもたれる。

「本当にとんこつスープが弱点だと思ってるのですか？」

「大量に現あらわれた妖怪を一いち網もう打だ尽じんに出来るかもしれないんだ。やってみる価か値ちはある」

　セラの言葉に、片目を閉じた大男が答える。セラは目を細めて腕を組んだ。

「その装置にリスクがあるのも承しよう知ちのことですか？」

　セラの言葉に、誰だれよりも早く反応したのは、他でもない。──俺だった。

「リスク？　使ったらマズいことでもあるのか？」

「この装置は、無理矢理自然現げん象しようを変えようとするものです。当然、その弊へい害がいが起こることもあるでしょう。たとえば、一年間ほとんど雨が降らないような地ち域いきが出来たり、逆ぎやくに、局地的豪ごう雨うが続いたりする可か能のう性せいが高いのです」

　そうなるんだったら、はた迷惑なんて問題じゃないな。生せい態たい系けいに影えい響きようするレベルじゃねえかよ。

「弊害が起こらないかもしれない。起こったとしても、期間が短いかもしれない。俺たちがやろうとしているのは、たった一日雨を降らせるだけだ」

　片目を閉じた男の反はん論ろんに、セラは呆あきれて首を横に振ふる。

「頭の悪い」その一言で、セラはこの話を終わらせようとしていた。ここで言い合いをしても、何も解かい決けつしない。──そんなことは、俺にもわかるが、はいそうですかで済ませられる問題じゃないだろう？

「もっと別の方法を考えろよ！」

　俺が言葉を強くして言うと、ウェーブのかかった髪を揺ゆらした女性が、子こ供どものわがままで困こまったような顔を見せた。

「でもね？　もう、私たちでは対たい処しよしきれないところまで来ているの」

　今さえ良ければ、あとのことはどうでもいい。そんな考えが、俺はもうただ馬ば鹿か馬ば鹿かしかった。

「だからって──」と声を出してから、俺は言葉を失った。

　……俺もそうだ。俺だっていつも、今さえ良ければ、それで満足していたじゃないか。

　俺は、こいつらの考えを否ひ定てい出来るような立場じゃない。こいつらは降りかかる火の粉を払はらうために手しゆ段だんを選んでいないだけだ。

　だからって、放っておけるわけもない。いっそこの装そう置ちを壊こわしてしまえばどうだろう。と一歩踏ふみ出したが、セラがそれを察してか、俺を制せい止しした。

　美しい唇くちびるが耳元に寄よせられ、小さく呟つぶやく。

「ここにいるのは、皆みな私と同等かそれ以上の力を持った者です。とりあえずここは引きましょう」

　俺は奥おく歯ばを嚙かんで「わかったよ」と返す。

「意い図とは理解しました。成果を期待します。では──」

　セラは目を閉じながら、心にも思っていないとわかるような口調で言い放ち、部屋から出ようとした。

「待て、セラフィム」

　そこに、片目を閉じた大男が、セラを呼び止める。振り向くことすらせずに、セラは一言「何か？」と返した。

「実はな。何者かが、この装置を破は壊かいしようとしている。って情じよう報ほうを得たんだ」

　その言葉の端はし々ばしには、セラを疑うたがっているようなニュアンスが込こめられていた。だが、セラは動どう揺ようすら見せない。

「それが何か？」

「誰が刺し客かくだ？」

「知りません」

「そうか。お前じゃなくてよかったよ」

「それだけでいいのか？」深く追及してくると考えたが、大男はそこで追及をやめた。「ああ。セラフィムって女は、バカ誠せい実じつだからな」

　いくつか笑い声が上がる。不ふ機き嫌げんな顔を見せたセラが口を開いたとき、

「でも、そこがセラフィムの良いところだよな」

　メイルが笑え顔がおのまま、そう言った。──そうだな、俺もそう思う。セラは何も言わずに口を閉とじた。

「──最後にセラフィム。お前、こっちの派はに来ないか？」

「嫌いやです。──では」

　俺は、迷まようことなどしないセラを、格かつ好こう良いと思った。

　こうして、吸きゆう血けつ忍にん者じやの団だん体たいと別れた。セラはいつもより不機嫌なようで、帰り道はとても早足だった。俺は必死に歩ほ幅はばを合わせながら、

「それにしても、とんこつスープの雨なんか降ふったら町中ぎとぎとになっちまうな」

　と笑って話を振る。

「心配しなくても良いですよ」

「そうなのか？」

「私の上司は、ちゃんと別の手段を考えてくれてます。内ない容ようはまだ知りえませんが、これはもう確かく実じつなのです」

　セラは天使のような笑顔を見せた。自分のことのように胸むねを張はるその姿すがたは、まるでハルナのようだ。

「あの装置に関しても、すでに手は打ってあるでしょう。歩がここで無む茶ちやなことをする必要はありません」

　さっきの刺客の話か。セラがそうだったように、セラ側の吸血忍者はあの装置で天候を変えることなんか望んでいないのだろう。

「ところで、歩。あなたは軽けい薄はくすぎます」

「ん？」なんのことだと問う前に、セラは少し怒いかりのこもった声を出した。

「吸血忍者にとって、異性との接せつ吻ぷんは婚こん儀ぎの際さいに行うもの。いつ、どこであってもそれは変わりません。あの瞬しゆん間かん、婚儀は終しゆう了りようしたのです。あなたはメイル・シュトロームを愛しているのですか？」

「いや、別に──」

「でしたら、どんなことをしてでも避さけるべきだった」

　事じ故こだったんだし、仕方ないだろ？　なんて言い訳わけをしようとは思わなかった。

　そのときのセラは、ユーのように寂さびしい顔を見せていたからだ。

　──そんな顔するなよ。

「そうだな。その通りだと思う」

「わかればよろしい。──まあ、さすがにメイルもあれで婚儀が成立したとは考えていないでしょう。しかし、吸血忍者は自分の感かん情じようより掟おきてを優ゆう先せんします」

「じゃあ、もし──俺が今ここでセラにキスしたら、セラは俺と結婚するのか？」

　冗じよう談だん交じりにそういうと、やっぱりセラは迷うことなく即そく答とうした。

「ええ。あなたを愛すると誓ちかいます。──出来れば、の話ですが」



















　七月七日金曜日。やっとテストも終わりを迎むかえた。恐おそらく、人生で一番いい成せい績せきを残せただろう。かなり自信がある。

　大先生からの贈おくりモノに関しては気にしないようにしている。全くそれらしい動きもないし、電話をかけてもどうせすぐに切られるだろうからな。

　あの話は流れたと考えてしまっていいだろう。

　最終日は素す晴ばらしい天気で、空がグレー色に染そまっていた。

　曇くもりは本当にいいな。これだけ太陽光が遮さえぎられてるなら一人でも帰き宅たく出来るんだ。雨でも降ふらないかな。当分は太陽を拝おがみたくない。

　──だが、とんこつスープの雨はお断ことわりだ。

　曇り空を見上げつつ、我わが家へと帰ってきた俺は、すぐ家に入れば良いものを、玄げん関かんで立ち止まってしまった。

「なんだありゃあ……」

　なんて言葉をついつい漏もらしてしまう。開いた口を塞ふさぐつもりはなかった。目が疲つかれているのか、頭が疲れているのか、どちらの可か能のう性せいも考こう慮りよし、目をこすって新しん鮮せんな酸さん素そを補ほ給きゆうして、

　──もう一度顔を上げる。

　それでも、やっぱりおかしいものはおかしい。ときに現げん実じつは、ゾンビより怪かい奇きなのだ。

　家の中へ入ると、駆かけ足で二階へと上がる。

　そして、ノックもせず、声も掛けず、俺はハルナの部屋の戸を開けた。

「ちょ！　こらっ！　いきなり入って来んなよなっ！」

　キャミソールと、サイドにリボンが付いている真っ白な絹きぬのパンツだけ。という防ぼう御ぎよに適てきしない装そう備びのハルナが、顔を赤くしている。

「こんのエロイックエイジっ！　でーてーけーよーなーっ！」

　ハルナがベッドにあるシーツを腰こしに当てながら怒ど声せいを浴びせてくるのを見事に無む視しして、俺はハルナを上回る怒声を発する。

「お前の仕し業わざだな！」

「はあ？　何言ってんの？」

「ベランダのあれは、どこから持ってきたんだ？」

　セラの部屋の方向を指さすと、さすがにハルナも理り解かいしたようで、「ああ」と呟つぶやいた。

「どこって、山からに決まってるだろ」

「なんのためにだよ！」

「あ、アユム知らないんだ？　おっくれってるー。今日は七たな夕ばたって言って──」

　七夕か。なるほど、理解した。

「ちょっと来い！」

　俺はハルナの手を取り、セラの部屋へ向かう。ハルナは下着を隠かくしながら抵てい抗こうを見せるが、全力で引っ張ぱる。

「ちょっ！　アユム？　ほえ？」

　セラの部屋は元々親の寝しん室しつで、そこからベランダへいけるんだ。

　ベランダには物干し竿ざおの代わりに巨きよ大だいな笹ささが生えている。

　笹型のエイリアンか何かに侵しん略りやくされた。と説明されたら信じてしまうかもしれない。

　一人につき一本の計算なんだろうか。四本の笹がベランダの床ゆかを突つき破やぶり、垂直に伸のびていたんだ。

　それも、イルミネーションに飾かざられた、とても派は手でな笹だ。

「七夕はわかったから、片かた付づけてくれ」

「なんでだよ！」

「明らかにおかしいだろ！」

「何が？」

　アホ毛が首を傾かしげている。言っている意味がよくわかんない。とでも言いたげに。

　七夕飾りを付けたい気持ちはわからんでもない。イルミネーションも、まあ許ゆるそう。

　──でもな、てっぺんに星を載せるとか、綿わたを載せたりってのは、どう考えても半年ほど早いだろ？　なんてことを説明してやると、

「アユムは流行にうといからなー」

　憎にくたらしい二酸化炭たん素そを吹ふき出し、肩かたを竦すくめやがる。

「七夕……空に星の川が流るるとき、二匹ひきの獣けものを従したがえた伝説の男がやってくる。彼は返り血で染そまった赤い服をまとい、人が一人入るほどの巨大な袋ふくろを携たずさえ、夜の闇やみに紛まぎれて笹を飾った家の中へ侵しん入にゆうしてくるんだ。そして、必殺サンダークロスでポニーテールの人間にだけ願いを叶かなえてくれる。……有名な話じゃん」

　なるほど。──ハルナはどうやら、彦星をサンタクロースと勘かん違ちがいしているようだ。

「笹との関係は？」

「……主食なんじゃない？」

　そうか。サンタってパンダに似にた食生活なんだ。

　いや待てよ？　案外、トナカイが食べるのかも。







　ということで。俺たちは今短たん冊ざくに思いを馳はせている。

　ハルナが言うサンタは、なぜかは全くもってわからないが、ポニーテールの人間と限げん定ていしているようで、みんな髪かみを結ゆった。

　元々ポニーテールのセラは特に変化なし。

　腰まであるストレートの銀ぎん髪ぱつをポニーテールにしたユーは、いつもより少し表ひよう情じようが緩かん和わされているように思えた。

　それは、見ているこっち側が表情を緩ゆるめてしまってるから、ユーもそうだと錯さつ覚かくしているのだろうか。

　肩までの栗くり毛げを強ごう引いんに小さなテールにしたハルナは、悔くやしいが可か愛わいかった。

　女の子の首くび筋すじって、色気が足りないハルナでも魅み力りよく的に見えるんだな。

　で、俺は──

「歩あゆむ、よく似合ってますよ」

　なぜこっちを見ずに言うわけ？

　セラは幾いく度どとなく俺に向けてフンと鼻で笑う。いや、仕方がないだろ。お前らみたいに髪の量がないんだから。

　セラはサインペンを艶あでやかな唇くちびるに乗せ、何を書こうか模も索さく中のようだ。あ、また鼻で笑いやがった。

「歩、よく似合ってますよ」

「ああ、ありがとよ」

　嫌いやみったらしい笑えみだ。

「よし！　これなら！」

　ハルナが短冊を掲かかげた。しかし、むっとした表情で睨にらみ付け、納なつ得とく出来ないのか、すぐにくしゃくしゃにしてゴミ箱へ投げ捨すてる。さっきからこれを何度も繰くり返していた。

　一つ拾って、開けてみる。書かれていた願いは──

『平和を愛する心、ですかね？』

　無む駄だにカッコイイ。……なんで聞いてんだよ。願いってのはもっと一方的なもんだろ。お前そういうの得意じゃねえか。お前の中には平和を愛する心がないのか！

　なんて思いつつ、もう一枚まい。ユーも興きよう味みがあるのか、銀髪のポニーテールと体を少し傾かたむけて覗のぞき込こんだ。

『甲こう子し園えんの魔ま物もの殺し（大たい剣けん）』

　どういった代しろ物ものだよ。ドラゴンキラー的なアレか？　サンタに伝わるのか？

　ユーはヤバいものを見てしまったと後こう悔かいしたのか、体と視し線せんをテレビの方へ戻もどした。

「あ！　こら！　見んなよなっ！　他人に見られたら無む効こうなんだぞっ！」

　そんなルールがあったのか。よし、ハルナが決まったら速そつ攻こうで見てやろう。

「変なものは願うなよ。せめてこの世界にあるものを──」

　俺の言葉に被かぶせて、トントンと二回机つくえが叩たたかれるので、俺は「頼たのんでくれ」と続く言葉を小さくハルナに投げかけながら、ユーのメモへ目を落とす。

『甲子園の魔物を殺して　どうするの？』

　気になって仕方がなかったんだろうな。

「根ネ暗クラマンサーはしらないのか？　甲子園に住むモンスターを倒たおせば、コウカが流れ出るんだぞ？」

　ほほう、血の代わりに校歌が流れると……いや、硬こう貨かと校歌を掛けている訳わけか？　なんだか凝ころうとして訳がわからなくなったような感じだな。誰だ。噓うそを教えた奴やつは。

　セラが楽しそうに口に手を当て、クスッと一つ笑い声を上げた。──よもや、諸悪の根こん源げんは、この吸きゆう血けつ忍にん者じや様ではないだろうか。

「あーもうっ！　あたしのはいいからっ！　ほら、アユムも早く書けよな！　今アユム待ち状じよう態たいなんだぞ！」

　そうか……俺待ちか……じゃあ、適てき当とうに『爪つめ切きりの切れ味が落ちませんように』とでも願っておこう。

　──いや、待てよ。こんなものは、どうせ叶かなうわけがない。そして、ハルナは「叶わないなんてあたしを嘗なめてる！」とかなんとか文もん句くを垂たれるに違いない。

　よし、俺の願いはこうだ。

『全すべての願いが叶いませんように』

　これならハルナが「叶わない！」とか騒さわぎ立てても「俺のが優ゆう先せん的に叶えられたのさ」なんて皮肉が言える。ああ、ハルナが悔くやしがる顔を想そう像ぞうすると、口が緩ゆるむな。

「歩、どうかしましたか？　よく似合ってますよ？」

　何がっ！　ポニーテールか？　それともニヤニヤ顔の方か？

『歩の願いはなに？』＝『ねえねえ、お兄ちゃんはなんて書いたの？　ユーに見せてよ』

　今日はいつもと違い、サラサラの銀髪をポニーテールにしたユーだったが、表情は相変わらずの無表情だ。その瞳ひとみの奥おくには好こう奇き心しんが溢あふれているように思えた。こいつの内なる表情を読むには、目の中を覗き込むようにするといい。

「内ない緒しよだ。まあ、その内知ることになるんじゃないか」

　俺は微び笑しようを浮かべながら意味深になるように答えた。ハルナが文句をいいながら騒ぎ立てるのは、もはや決定事じ項こうといっていいだろう。

　書くものも書いたわけだし、セラの目が何やら気に障さわるので、俺は髪かみを縛しばるゴムを取り外そうとしたのだが、

「こらアユム！　まだ儀ぎ式しきが始まってないの！」

　七夕って、儀式とかあるん？

　セラも書き終えたようで、ユーと一緒にテレビ鑑かん賞しように決め込こんでいたが、ハルナはずっと悪あく夢むにうなされているように「うー」とか「にょー」とか「ぐぬー」と鳴いていた。

「早くしろよ。風ふ呂ろに入りたいんだ」

「儀式が終わったらいけばいいだろっ！　少しくらい待てないのかっ！　これだからバーチャル世代はっ！」

「はいはい。で、どんな儀式なんだ？」

「え……っと」

　ハルナはちらりとセラの顔を窺うかがう。お前、適当なことを言っただろ。

　……サンタやら七たな夕ばたやらを吹き込んだのは、やはりセラか。まあ、ユーはイベントにあまり興味はなさそうだし、必然的にそういう日本の風習を教える人間はセラしかいないな。

「セラ、お前ハルナに変なことを教えるな」

「変なことは教えてません。教えたことをハルナが勝手に改変、混こん同どうしているだけです」

　むすっとした表情のセラが淡たん々たんと述べる。我われ関せずといいたいのだろうか。

「やってる途と中ちゆうで違ちがってるって教えてやれよ」

「いいじゃないですか。同じ行事を繰り返すより、少し変化を付けた方が」

「あのな、完成されたものには手を加えない方がいいんだよ。イチゴのショートケーキがスイカだったらイヤだろ？　お好み焼きの具がミカンだけとか」

「……ハルナがしているのは、そんな戦争にまで発はつ展てんしそうなことと同どう義ぎですか？　恐おそろしいですね」

「俺はそんなことで戦争に発展させようとするお前の思考が恐ろしいよ」

「よし、出来た！　さあ儀式を始めるぞ！」

　短たん冊ざくを裏うら向むけのまま集めたハルナが、俺の短冊だけ盗ぬすみ見ようとしたのでアホ毛を引っ張ると、「うきゅっ！」と大げさな鳴き声を上げてうっすら涙なみだを浮うかべた。

　そんなに強く引っ張った訳じゃなかったのだが、やけに可か愛わいらしい声を上げたな。

　もしかしたら、アホ毛が本体なのかもしれない。

「引っ張るのはやめろよな……」

「わかったから、早く始めてくれ」

　ハルナは指の間にロウソクを挟はさみ、何やらウルヴァリンのように胸むねの前で腕うでを交差させて呪じゆ文もんを唱えだした。

「カイザード、アルザード、キ・スク・ハンセ、グロス・シルク。灰かい燼じんと化せ冥めい界かいの──」

　ハーロイーン。──って、

「ちょっと待て！　呪文はパクリかよ！　そのネタ使うならハロウィンのときだろ？　ってか、そんなもん撃うてんのか！」

「ほえ？　撃てるよ？　魔ま法ほうだしな。頑がん張ばって練習したもん」

「いやいや、だったら余計に困こまる。やめて下さい。練習して出来るようなもんなのか？」

「歩、何をそんなにびくびくしているのですか？」

　吸きゆう血けつ忍にん者じや様はハーロイーンの恐ろしさをしらないらしい。漫まん画がに出てくる魔法ってのはどれも恐ろしいものなんだと説明してやる。

『心配ない　ハルナには魔力が全然ないから』

　そう言えばそうだったな。まだ魔ま装そう少しよう女じよに変身することも出来ないんだった。ほんと助かったよ。

「あ、あるに決まってるだろっ！　結けつ構こう戻もどったもん！　やって見なきゃわかんないだろ！」

「だからやめて下さいと言ってるだろ？」

『ところで　何の儀式？』

　あ、それツッコミ入れてよかったんだ。

　俺はユーに便乗して「そうだ」と一言続け、「何の儀式だよ」と声を発しようとしたが出なかった。

「こういうイベントをしていると、まるで家族のようですね」

　ふふっとセラが含ふくみ笑いをする。

　あー、なるほど。その気持ちはわかるね。俺も今同じ事を考えていたんだ。俺はセラに合わせて微ほほ笑えんだ。

　ユーもその意見に賛さん成せいのようだ。こくりと一つ頷うなずく。

　だが、ハルナは──。

「なんだろ──この気持ち……もう……」

　ハルナはずっと、むすっと俺の顔を睨にらみ付けていた。どこか不ふ機き嫌げんな表ひよう情じよう。

「ハルナ？」

　俺が声を掛けると、まるで燃もえ上がるように顔が赤く染そまる。

「な、なんだよ！　こっち見んなよなっ！」

　見てたのはお前だろうが。なんだ？　そんなに俺の笑顔が気持ち悪いのか？　そっちがそのつもりなら、俺もからかってやろう。

「ハルナ、お前」

「もうっ！　あっち向け──」

「その髪かみ型がたも可愛いな」

「んなふっ！」

　ハルナの中から、電子レンジで卵が爆ばく発はつしたような音がした。

　ハルナは立ち上がる。

「アユムの髪型は可愛くないっ！　なんでそんな髪型してんだよっ！　バーカっ！」

　え？　お前がしろってうるさいから仕方なくやってるんだけど……。ってそんなことを言うより早く、ハルナはやけにキレのいいローリングソバットを仕し掛かけてくる。

「ユー、助けてくれ」

　隣となりに座すわる女め神がみに救いの手を差しのばす。ユーはどこか寂さみしげにハルナを見上げていた。

「そうそう、歩。私になにか用がありませんか？」

「いや……特には思い当たらないが」

「──だったら構かまいません。ハルナ、続けて下さい」

　いや、止めろよ。







　七月十日。月曜日になり、今週はテストが返ってくる日だ。

　朝五時に、俺はいつものように誰だれよりも早く学校に忍しのび込こむ。教室の鍵かぎが開いてないので、誰にも見つからない場所で三時間ほど寝ねて過すごし、八時を回ったくらいで教室へ向かい、自分の席で突つっ伏ぷす。

　いつも最初に入ってくるのは、優ゆう等とう生せいの男子生徒。二人きりでも声を掛けてこない、静かな男子だ。

　その次に入ってくるのは委員長。黒くろ縁ぶち眼め鏡がねを掛け、ドラえもんに出てくるしずかちゃんのような髪型をした、いかにも委員長らしい子だ。

　──まあ、委員長は別に居るんだけど。

　登校時間ってのは、みんないつも通りの順番だ。ライフスタイルって奴やつだろうね。

　いつも通り教室が賑にぎわっていく。だが、俺には関係のないこと。周りがどんな話題でどんなに賑わっていても、気にならない。俺はネコのように眠ねむるだけ。

　──だが、惰だ眠みんをむさぼるだけの学校生活に意味はあるのだろうか？

　八時半。目覚まし時計のように織おり戸とが声を掛けてくる時間だ。「相川～」ってな感じにな。俺が気持ちよく寝ていてもお構かまいなし。

　しかし、今日はここが違っていた。

「相川──歩だな？」

　織戸よりも早く、声を掛けてきた人物が居いたのだ。

　まるでセラのように凛りんとした雰ふん囲い気きを持つ女生徒だった。セラが髪を下ろせばこんな感じになるかな。うちのクラスの人間に、こんな綺き麗れいな子は居なかったはずだ。

「ああ、そうだけど──」

「話は聞いているな？　これが例のモノだ。確たしかに渡したぞ」

　女生徒は早口にそういいながら、メガネケースを俺の机つくえに置いた。

　そして、そそくさと携けい帯たい電でん話わを取り出して、長い髪をかきあげると、くるりと背せ中なかを向ける。着信でもあったのだろう。俺が何かを言う前に、お構いなしで電話に出てしまう。

「私だ。そうか──それがどうした？」

　このメガネが、大先生から預あずかる品なのだろうか？　なるほど、どこか魔ま装そう少しよう女じよらしい風体ではあるな。偉えらそうな喋しやべり方も、忙いそがしそうに電話をしているのも、魔装少女らしい。

「そんなことぐらい自分で判はん断だんしろっ！　痴しれ者がっ！」

　まるでセラがするような罵ば声せいを浴びせ、電話を切った女生徒は、「失礼した」と一言残して、早足に出て行ってしまった。

　メガネケースを開けてみると、中には黒縁眼鏡が入っていた。ダサい趣しゆ味みのメガネだ。

　急いでいる様子だったのと、さっきの罵声に気け圧おされていたのもあってか、俺は何も聞けなかった。

　いつまで預かればいいのか。

　これは何なのか。

　もう、女生徒は居ない。……残されたのは、黒縁眼鏡とそれが入っていたメガネケースだけ。

　どんな魔法アイテムなのだろうと、好こう奇き心しんに身を任まかせてそれを装そう着ちやくしてみると、世界が透すけて見えた。

　人を見ると服が透け、下着姿すがたに見える。目を凝こらせば下着も透けて裸はだかに──

　エロメガネかよっ！

　顔が爆ばく発はつしそうな感覚に陥おちいった俺は、即そく座ざにメガネを外した。大先生はなんでこんなものを俺に預けたんだ？

　ハルナにバレたら──まあ、蹴けられるのは確かだろうな。

　大先生の言うとおり、ハルナには内ない緒しよにしておいた方がいいだろう。

　……もうちょっとだけ試ためしてみよう。と黒縁眼鏡を装着した。

　そこに、目が据すわっている織戸が視し界かいに割わり込こんできたので、俺はツバを吹ふき出しそうになった。汗あせは噴ふき出たが。

　──織戸の裸など、見たくはなかった。

「相川～」まるで鳴き声のように俺の名を呼よび「まさか今の子もハーレムに追加するつもりなのか？」

　眉まゆ毛げをピクピクさせてメンチを切ってくる。

「ハーレム？　ハルナたちのことを言ってるのか？　そんな良いものじゃねえよ。あいつらがもうちょっと献けん身しん的な性せい格かくをしていれば、ハーレムかもしれないが」

　俺はメガネケースに黒縁眼鏡をしまい、カバンの中へ放ほうり込んだ。

「美少女と一緒に住むってだけでハーレムだっ！　この上ない至し上じようの楽園っ！　パラダイスっ！　楽園っ！　そう、パラダイス楽園っ！　むしろパラダイス銀ぎん河がっ！」

「ちなみにいっとくが、やましい気持ちを見せたら、言い訳わけ無用でジオングみたいな未完成品にされるぞ？」

「足なんか飾かざりだろっ！」

「人間には必要なんだよ。指も無くなる可か能のう性せいもあるし、最悪、首だけにされる」

「そ、それぐらいのリスクがあるのならっ、むしろ良し！」

「……お前はすごいな」

　ホームルームの時間になり、織戸は席に戻もどった。今日はテストの成果を確かく認にんできるということで、少し楽しみだ。

　久ひさしぶりに授じゆ業ぎようをちゃんと受け、休きゆう憩けい時間に織戸と点数勝負をした結果、見事に圧あつ勝しようした俺は、ハルナやユーにちゃんと礼を言わないといかんな。と思った。

　そして、昼休み。ハルナの弁べん当とうを開けて、俺は驚おどろいた。いつも昼休みは驚かされるのだが、今日は一番驚いた。

　──なんと、普ふ通つうなのだ。何が普通って、弁当のメニューがとんでもなく普通。

　なんだ？　ハルナになにか良いことでもあったのか？

　ウィンナーだと？　ミートボール？　おいおい、普通過すぎるだろ。帰ったらあいつを褒ほめてやらないと。プチトマトとレタスなんて健康に良いものを入れるなんて──やれば出来るじゃないか。

　あとはサバの味み噌そ煮にに、ハッシュドビーフとコーンスープ……前言撤てつ回かい。

　こんなメニューが普通だと錯さつ覚かくしてしまうほど、俺は感覚がマヒしていたのか。

　コーンスープとハッシュドビーフのせいで、他の料理がびちょびちょだ。

　──サバの何煮だよっ！

　いや、まあ俺が汁しる物ものばかりだと知らなかったから、サバのごっちゃ煮は弁当を傾かたむけてしまったのが原げん因いんなんだけど、あいつはメニューを言わないからな。

　せっかく白飯も入ってるのに──びちゃびちゃじゃねえかよ。汁物は容よう器きをわけろよ。

「ほー、今日は豪ごう勢せいだな」

　と言ったのは俺ではない。ツンツン頭の男が憎にくたらしいほどのニヤニヤ顔で言い放ったんだ。……そう、ハルナの超ちよう絶ぜつ弁当を期待しているのは俺だけじゃない。

「ハルナちゃんに言っといてくれよ。ハンバーグが食べたいって」

　お前の提てい案あんが受け入れられる訳ないだろう。俺ですら無理だ。

「コンビニ行ってこい。和風ハンバーグ弁当が五百円で置いてあるから」

「相川、お前じゃないんだからコンビニ弁当じゃ満足出来ねえよ」

　ほほう。俺がコンビニマニアと知っての発言だな。この件けんの喧けん嘩かは高たか値ねで買い取るぞ。

「歯を食いしばれ。見せてやるから。──人間の限げん界かいを」

「そうだ相川、お前に渡しておきたいモノがあるんだよ」

　お前もか。大先生といい、俺はお前らの倉庫か何かなのか？

　手て提さげのビニール袋ぶくろを織戸が手て渡わたした。その大きさと形から、書しよ籍せきっぽい感じがする。

　とりあえず開けてみようとしたら、

「バカかっ！　相川っ！　こんなところで開けんなよ。──死ぬぜ？」

　必死に妨ぼう害がいしてくる。……公共の場に出せないようなものなのか？　……死ぬのか？

「それはめちゃくちゃ良いものだからな。くれぐれもハルナちゃんとかには内緒にしとけ」

　そこでなぜハルナの名が出てくるのだろうか。と、ここで俺は深く勘かんぐってみた。

　魔ま装そう少しよう女じよは人の記き憶おくを操そう作さすることが出来る。もしかしたら大先生は織戸を操作して、俺にこれを託たくそうとしたのではないだろうか？

　──なんてな。それならさっきのエロメガネはなんだ？　ってなる時点で、この予想は可か能のう性せいが低い。

　かといって、大先生がエロメガネを渡すなんてのも、どうかと思うがね。

「はははは！　なんだよ、その気持ちわりぃ弁当──」

　声を掛けられて、俺はイスからころげ落ちそうになった。横に倒たおれて窓まどに頭をぶつけてしまうほどに動どう揺ようしてしまったんだ。

「お、お前！　──なんでこんなところに」

　本当にびっくりした。そこにいたのは、少年──じゃなかった少女。あの吸きゆう血けつ忍にん者じやの少女、メイル・シュトロームだったからだ。

　うちの学校の制せい服ふくに身を包んでいると、少女って感じが良く出ている。こいつ、結けつ構こう胸むねあるんだな。腰こしに手を当て、仁に王おう立だちしていたんだ。

「なんでって……」

「おー、トモノリ。どうした？」

　箸はしを咥くわえながら織戸がメイルを見上げた。──トモノリ？　え？　男？

「トモノリじゃねぇっつってんだろ！　ユキだ！　友ゆ紀き！」

「織戸、知り合いなのか？」

「何言ってんだよ相川。陸上部のホープじゃねぇか。ほら、隣となりのクラスの──体育で会ってるだろ？　知らないのかよ」

　確たしかに隣のクラスだったら合同で体育だが、男子と女子は別だろ？　しかも俺は、体育の時間は太陽にやられてるからな。織戸は恐おそらく、ずっと女子を見てるんだろうね。

「で、トモノリ。どうしたんだ？」

「その名で呼よぶなっつってんだろ！」

「その、トモノリってのは？」

「ああ、こいつのあだ名。『吉よし田だ　友ゆ紀き』って名前なんだが、ユキって部分が友達の友に糸いと偏へんの紀。トモノリって読めるだろ？　それに、男みたいな性格してるからな」

「納なつ得とく」

　俺がくすっと笑うと、メイルは──あれ？　友トモ紀ノリって言うべきか？　どうせ、吉田友紀ってのは偽ぎ名めいだろうが。

「わ、笑うな。──えっと……相川、歩だったよな？」

　リンゴのように顔を真っ赤に染そめる。リンゴちゃんと呼んでやろうか。

「ああ」

「こんな奴やつが夫だなんて──」

　夫？

「……す、好きな食材は？」

「まあ、エビか……ファミチキだけど」

「あ！　あっこのファミチキうまいよなーっ！」

「お？　わかるか？」

「わかるわかる！　ケンタウロスフライドチキンのよりうまいよなーっ！」

　どこのことだよ。馬なのか鳥なのかはっきりして欲ほしい。

「で、それがなんだ？」

「あーっとだ……まあ、アレだよアレ。あ、明日から……べ、弁べん当とうを作ってやろうと」

　真っ赤な顔のまま、小さく歯切れ悪く呟つぶやく。

「トモノリ……相川……お前ら、付き合ってたのか」

　織戸、別に泣かなくても……。

「つ、付き合ってねぇよ！　あと、トモノリってのやめてくれっ！　オレは女だっ！」

「右に同じ。あと、泣くのやめてくれ。俺は男の涙なみだが嫌きらいだ」

「じゃあ、なんで弁当なんかを……相川ぁ」

　付き合ってないって言ってるんだから、泣き止やんでくれ。ウザいから服をつかむな。

「う、うっせーなっ！　オレの夢ゆめは──『お嫁よめさん』になったんだよ！」

　そっぽ向いてむすっとした表ひよう情じようを作る。いやいやいやいや。意味がわからん。

「待て。イマイチ状じよう況きようがつかめないんだが」

「あのな、オレたちにとって、あの行こう為いってのは──」

「その話はセラから聞いてる。あれは事じ故こだし……無む効こうだろ。お前だってそう言ってたじゃないか」

「──オレたちにとって、あの行為ってのはな、そんなに軽いもんじゃないんだよ。どんな状況でも、守れなかったオレが悪い……オレは覚かく悟ごを決めてからここに来たっ！」

「いや、おかしいだろ？　お前の気持ちは？　俺の気持ちは？」

「……掟おきてには逆さからえない。じゃないな──掟には、逆らいたくない。気持ちなんてあとから付いてくる」

「吸きゆう血けつに「うわ────っ！」」

　言葉を被かぶせられた。『吸血忍にん者じや』って言葉は禁きん句くのようだ。

「きゅ「うわ─────っ！」」

　メイルは俺の耳元へずいっと顔を寄よせ、

「吸血忍者のことを話したら、お前が変なコスプレしてたことを学校中にバラす」

　俺たちは笑い合う。どうやら、交こう渉しようは成立したようだ。俺はコホンと一つ咳せきをして、

「お前らって、そんなに融ゆう通ずうの利きかない種族なのかよ」

「おう。オレはそれを誇ほこりに思ってる。だから──あんたはオレの夫だ」

「な、なあ相川……トモノリはさっきから何の話をしてるんだ？」

「オットセイについてのレポートだ」

　全く面めん倒どうくさいことになったものだ。

　夫？　そんなもん、容よう認にんできるわけないだろう。

　こいつ自体はそれほど悪い奴には見えないし、こうやって話してる分には嫌いやな奴にも思えない。そもそも俺は学校では孤こ独どくで居たいのに……駄だ目めだ駄目だ。俺の頭はまだそんなことを考えるのか。孤独なんてロクなもんじゃないって気づいたはずだ。

　良い奴なんだし、友達ならいいかもな。ん？　もしかして、こいつも俺の家に来るのか？　なんてことを遠回しに聞いてみたら、

「セ……」セラフィムと言いかけたメイルは、織戸の顔をちらりと見て、

「あいつが居るところに、いけるわけないだろう。ウチに来たいって言うなら──まあ良いけど」

　敵てき対たいしているからか。まあ、また出会い頭がしらに腕うでを絡からめ取られて拘こう束そくされるかも知れないしな。

「やめとく。唐とう突とつな居い候そうろうってのは、かなり迷めい惑わくなんだぞ？　そんな簡かん単たんに他人を家へ呼ぶな。ところで、一つだけ気になるんだが」

「なんだ？」

「なんて呼べばいい？　メイル？」

「そっちの呼び名はこの学校じゃあおかしいだろ？　頭悪わりぃなお前」

　あんだけのことで嫁よめってのも、どう考えてもおかしいだろ？　頭悪い話だよな。

「じゃあ──トモノリ？」

「せめて苗みよう字じで呼よべよっ！」







　学校が終わり、俺はいつも一人で教室に残る。

　夕ゆう暮ぐれ時ってのは、言葉通り黄た昏そがれてしまうものだ。グラウンドに目を落とせば、陸上部が走り回っている。その中には、友トモ紀ノリの姿すがたもあった。

　これほど実感のわかない夫ふう婦ふがあって良いものだろうか？

　たかがキス一つ。しかも、それは事故で発生したものだ。それだけで「あんたは夫だ」などと言われても、実感がわく訳もない。まあ、ああいうのは無む視しするのが一番だ。

「アユム」

　聞き慣なれた声がして、俺は「へっ」と素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　教室には、身長一四五センチの少女がたたずんでいたんだ。うつむき加か減げんで少し頰ほおを赤く染め、両手を後ろに回した状態で、ゆっくりとこちらへ歩いてくる。

　スカートなど普段履はかない癖くせに、プリーツワンピースに身を包んだハルナ。

「お前、何してんだ？　メガロが出たのか？」

　ハルナはアホ毛をふるふると横に振り、

「あたしが迎むかえにきちゃ、いけないのか？」

　アヒルのように口を突き出した。──迎えに来てくれたのか？　メガロも出てないのに？

「いや、まあ──ありがとう。そうだ、お前のおかげでテストも良い点数だったよ。本当に感かん謝しやしてる」

　ハルナは一度目を丸くさせ、視線を逸そらしてモゴモゴと何かを食べながら話すように、

「あ、当たり前だ。あれで赤点とったら、アユムの脳のうみそを──検けん死し解かい剖ぼうにまわすつもりだったんだからな」

　いつもの元気の良さは無いが、言ってる内容はいつもと変わらない。

　なんだ？　ハルナに何かあったのか？　どうも近ちか頃ごろ、ハルナの様子がおかしい。

「これ──」

　ハルナは手にミカンを持っていた。

「くれるのか？」

　受け取ったミカンをさっそく食べようと、親指を差し込もうとしたが、

「ばっ！　バユムっ、それミカンに偽ぎ装そうした爆ばく弾だん──」

　間かん一いつ髪ぱつ。俺は爪つめが皮に刺ささった程てい度どで制せい止しした。……バユムってなんだよ。

「俺に恨うらみでもあるのか？」

「ち、違ちがうっ！　メガロが大量発生してるみたいで、もしあたしがミストルティンを持ってくる前にメガロに出会ってたら……その……心配だから」

　ハルナが俺を心配してくれてるのか？

「ありがたいけど、ミカンを持ち歩けないだろ？」

「あ、うん。鉛えん筆ぴつ型のもあるけど……」

「そっちにしてくれ……ミカンはお前が──いや、お前が持ち歩くのは危き険けんだな」

「え？　──うん」

　どうも元気がないな。ずっとこんなハルナだと、調子が狂くるう。

　鉛筆型の爆弾を受け取ると、ポケットに入れる。

「それは、消しゴム部分を外せば爆発するから気を付けろよな」

「わかったよ──そうだハルナ。ゲーセンにでも寄っていくか？」

「ゲーセン？」

「遊ぶところだ。いくか？」

　こくり。ハルナは声も出さずに頷うなずいた。──本当に大だい丈じよう夫ぶか？

「なあ、アユム……『ありがとう』って、強いな」

「は？」また突とつ然ぜん妙みような事を言い出したな。その寂さびしそうなアホ毛はやめてくれ。──なんだか胸が苦しくなってくる。

「強過ぎて、最強過ぎて、あたしはアユムみたいに──上手に使えない」

　なんだ、そんなことか。使ってみたいんだろうか。

「ハルナ、その格かつ好こうだけど、可か愛わいいな」

「え？　そう？　葉っぱの人が選んでくれたんだ」

　今「ありがとう」を使う機会を与あたえたつもりだったんだが。

　まあ、ハルナらしいからいいか。

「ゲーセンいくなら、人数は多い方がいいな」

「え？　──うん」

　俺が携けい帯たいを取り出すと、ハルナはどこかむっとした表情で、小さく頷いた。







　ド派は手でな音楽が耳に障さわる。混まざり合った音の集合体が、全方向から慈じ悲ひもなく襲おそい掛かかって来た。

　先ほどまで物静かだったハルナも、この派手やかさに目を輝かがやかせた。ゲーセンを選んで正せい解かいだったな。──よかった。

　ハルナは騒さわがしい音に対たい抗こうするつもりなのか、いつもより元気だった。

「何ここ！　これ全部魔ま道どう具ぐ？　ヤバ！　アユムあんた！　あたしを殺す気か！」

　ハルナの服ふく装そうはプリーツワンピース。ワンピなんかで身を包んでいると、いつもの印象とは違い、まるでおっとり系けいの女の子のように見えてくるから不思議だ。

「心配すんな。ここにある魔道具とやらは、全部お前が遊ぶためにあるんだ」

「お、おおー。いい心がけだな！」

　わーい。と叫さけびそうな勢いきおいで駆かけ出すハルナを眺ながめていたとき、くいっと俺の服の裾すそをつかむ。振り向くと、そこには長い銀ぎん髪ぱつの少女が俺を見上げていた。

　電話で呼んでおいたユーだ。どうやら、先に来ていたようだな。

　──といっても、ユーだけか。友トモ紀ノリにも声を掛けたんだが、部活のあとに吸きゆう血けつ忍にん者じやの集会があるとかで断ことわられた。もしかしたら、セラも吸血忍者に会ってるのかもな。

『歩　こんなところに何があるの？』

　ユーは騒そう音おんに少し怯おびえているようだ。もう一方のガントレットは、耳を押おさえている。

　すれ違う人たちは、ユーを見てもさほど凝ぎよう視ししなかった。

　普ふ通つうに道を歩いていれば、周りから変な目で見られるユーだったが、ここではそれも緩かん和わされる。ここは、コスプレ好きが集まる場所だからな。

「セラは一いつ緒しよじゃないのか？」

『用があるから　少しだけ遅おくれる』

　ハルナがばたばたと走り回るのを眺めつつ、

「ＵＦＯキャッチャーでもやるか？」

　クレーンゲームコーナーへと足を運ぶ。ユーは俺の横に寄り添そうように歩きながら、メモを一枚提てい示じした。

『少し　怖こわい』

　ユーにゲーセンは騒がし過ぎたかな。なんて懸け念ねんを抱いだいたが、クレーンゲームコーナーにつくと、ユーはキョロキョロと辺りを見回した。

　ゆっくり、全身を使って、まるで中にある景品一つ一つを確かく認にんするように。

「欲しいものがあったのか？」

『全部』

　全部っすか。──よかった。楽しんで貰もらえそうだ。

「こういうの、好きなのか？」

『メガロみたい』

　あー、そう言えばメガロはぬいぐるみのような連中だったな。

『助けてあげないと』

　その発想はなかったな。俺は紙し幣へいを小こ銭ぜににするため、両りよう替がえ機きのところへ。

「アユム！　アユム！　ここ、なんか楽しいな！」

　財さい布ふを開けたところにハルナが飛び込こんできた。その衝しよう撃げきに、千円を落としてしまう。どうやら騒がしい人間というのは、騒がしい場所が好きなようだ。

　ハルナは俺が落とした千円と手持ちの六千円を、大だい胆たんにも全部小銭に換かえてしまった。ハルナもこの世界の金を持ってるんだな。この金も支し給きゆうされたものなのか？

　魔装少女はこの世界に留とどまることもあるのだろう。だとすれば、資し金きん援えん助じよがあってもおかしくはない。命を懸かけているのだから、当然と言えば当然だ。この世界では金が無ければ何も出来ないしな。

「今日は、あたしの奢おごりだ！　楽しんでくれたまえ！　よな！」

　ありがとうございます。千円は俺のだけどな。

　小銭の山をハルナと分け合い、ユーのところへと戻る。

　──楽しもう。カラ元気なくらいに、盛せい大だいに楽しもう。ハルナのテンションがまた低くならないように。

　満面の笑みを浮かべて、俺はいつもより大きな声で言う。

「まず、ここに一枚入れます！」

　周りがうるさいからじゃない。無む邪じや気きな子こ供どものように、ただはしゃぐように声を出す。

　二人は興味津しん々しんに投入口を眺めていた。

「このボタンを押して狙ねらいを定め──」

　側面から、上から、取れそうな獲え物ものを物色する。この見定めのときが一番楽しかったりする。よし──あいつだ。

　俺はクマのぬいぐるみが狙い目だと判断した。出口までに障しよう害がい物ぶつはなく、距きよ離りも申し分ない。頭の大きさもクレーンに合っている。

　ほくそ笑む俺の顔を、ユーがじっと見つめていた。

　そうだ、よく見ておけ……これが、俺の──生き様だ！

　アームが獲物をつかむ。ちっ……少し狙いが外れたか。だが、がっちりと締しめ付けてやがるぜ。これなら──

「……あ」ハルナの声と共に、ぽろんと落ちるクマ。

　あああああああ！
















　心の中で、俺は絶ぜつ叫きようしていた。

　──実は、俺はこの手のゲームで成功したことがない。

　人には、それぞれ得え手て不ふ得え手てというものが存そん在ざいする。

　無理なものは、どれだけ頑がん張ばっても無理なんだよ。

　それが、俺の生き様さ。

「とまあ、こんな感じに──」

　振り返ると、イルカのぬいぐるみを抱いたユーが先ほど使ったメモの裏面にこう書いていた。

『救出した』＝『お兄ちゃん見てみてーっ！　取れたよーっ！』

　……まさか、一発で？

『でも　手て遅おくれだった』＝『でも、動かないんだよねー』

　そもそも、生きてないからな。

「アユム！　見てこれっ！　傑けつ作さくだっ！」

　巨きよ大だいなクマのぬいぐるみが、出口に頭から突つっ込こんでいた。完全に穴あなを塞ふさぐ巨大なぬいぐるみを指さし、ハルナが腹はらを抱えて笑っている。

　これって、絶対取れないようになってるんじゃないだろうか？

　俺は店員さんを呼んで、巨大なクマさんを取って貰った。あそこまで完全にずっぽり入っているなら、出口から出てこなくともちゃんと貰えるらしい。

　負けてられない。この世界の人間として！

　俺は五百円を投入し、複ふく数すう回で一つの獲物を狙う。出口付近のものを狙おう。持ち上げる必要はない。発想を変えて、アームで転がすように導みちびくんだ。

　だが──ダメ。泥どろ沼ぬま……圧あつ倒とう的っ、圧倒的にっ──ダメ。

「全く、見ていられませんね」

　背はい後ごから、まるで女め神がみが発したような美しい声が聞こえ、俺は慌あわてて振り向いた。全然取れなかった姿を見られ、恥はずかしかった俺はクレーンゲームの話題から逸そらす。

「お、やっと来たか。ここで何してんだ？」

「こんな場所で出会ったのに、何をしているかがわからないほど頭が悪いのですか？」

　ポニーテールに髪かみを結ゆった絶ぜつ世せいの美女が、そこにいた。

　ついついチューブトップに包まれた胸むな元もとに目がいってしまう。デニムの短パンとハイソックスが作り出す魅み惑わくのゾーンに、感かん嘆たんせずにはいられない。

「どいてください」

　目が上下に忙せわしなく動く俺に向かってセラはそう言うと、俺の体を押おしのけて百円を投入し、ボタンを押す。

　狙ねらうは出口すぐ上の、うつぶせになっているぬいぐるみ。

　そいつは引っかかるところがないだろうし、アームで転がすのも無理だろ？

　アームが頭をつかむ。いやいや、重心を考えろよ。絶対に持ち上がらないぞ？　ヘタクソだな。まあ、そもそも吸きゆう血けつ忍にん者じやにこんなゲームは似に合あわない。

　俺の予想通り、頭が少し持ち上げられるが、体全体が浮く気はしない。そして、とうとうアームからつるりと外れてしまった。

　いわんこっちゃない。なんて思っていたそのとき、一度持ち上げられた頭が重力に引かれて落ちた。その反動でぬいぐるみはでんぐり返しをするように転がり……そして、そのまま──

「これが、燕つばめ返がえしです」

　なんだと……そんな方法があったのか！

　セラは戦利品を俺に渡わたす。少し甘あまったるい香こう水すいの匂においがうっすらと鼻び腔こうをくすぐった。

「あれ？　葉っぱの人じゃん！」

　ハルナが目を輝かがやかせてセラを発見すると、低空タックルを仕掛けた。今思えば、ハルナがこういう攻こう撃げきを俺以外にするのは珍めずらしい。

「ハルナ……」

「見てこれ！　あんたに選んで貰もらった奴やつ！　可か愛わいいっしょ！」

　ハルナは服の裾すそを翻ひるがえしてくるくると回る。

「……ええ、とても似合ってますよ」

「当たり前だ！」

　白い歯を見せて大きく笑顔を作るハルナを見て、セラも安らかな笑顔を見せる。

「ハルナ、こちらへ。勝負をしましょう」

　セラはハルナと一いつ緒しよにいってしまった。まるで仲の良い姉妹のようだな。

　くいっとシャツが引っ張られて、ユーがメモを俺に向けていた。

『歩　私と一緒に』＝『お兄ちゃんはユーと遊ぼっ！』

「ああ、メダルゲームでもするか」

　ユーの方から誘さそってくれるなんて、光栄だな。

　俺とユーはメダルゲームを楽しみ、セラとハルナはレーシングや格ゲーなど、対戦ゲームをしていた。

　セラとハルナの戦せん績せきは、意外にも五分五分だった。ハルナはゲーセンに来るのもゲームをするのも初めてなはずだ。セラが負けてやったのか、ハルナの慣なれるスピードが異い常じようなのか。あいつ、こういうことは天才っぽさを見せるからな。

「アユム！　勝負しろよなっ！」

　声を掛けられて、俺は仕方なく相手をしてやることにした。別にやりたかった訳じゃないが、日ひ頃ごろからボカスカ攻こう撃げきしてくるハルナをボコボコにしてやるチャンスだ。

　ふっふっふ。俺にこのゲームで挑いどむとはな。やりこんだ時間こそが実力の差であることを思い知らせて──

「アユム弱すぎ」

「も、もう一回！」

　バカな！　この俺が……

「ボタン四つくらい使わずにやろうか？」

　一戦も勝てないなんて……。その上、ハンデまで付けられるなんて……なんという屈くつ辱じよくだ。俺のプライド──

「五個こ封ふう印いんでお願いします」

　プライドなんかねえよ。

　ハンディキャップでも何でも使ってやる。ハルナに勝てるなら。──惨ざん敗ぱいでしたけど。

「アユム！　あの箱何？」

　ハルナがアホ毛で、ある一点を指す。そこにあるものは──

「プリクラですね」

「おー、あの噂うわさに聞く……」

「噂に聞いてるんだ」

「あれだろ？　一八八一年に即そく位いしたネパールの第七代国王の略りやく称しようだろ？」

　……誰だよ！

「プリトゥビ・ビール・ビクラム・シャーのことじゃないですよ」

　なんでセラが知ってんだよ！

『プリクラッシュセーフティシステムのこと？』

　全然違う。それは車についている機き能のうだろ。

「ただの写真撮さつ影えい機きだ」

「あー、撮影機ね。知ってる知ってる」

　ハルナは乾かわいた笑いをしながらプリクラの中へと走る。だが、すぐに出てきた。

「で、何するの？」

「写真を撮とるんです」

「よし！　撮り殺そう！」

　こうして四人で中に入り、プリクラを撮ることになった。

　俺はこういうのはあまり好きではなかったのだが……まあ、記念に一枚まいくらいあってもいいかな。

　──いいのだが。

「どえい！」

　カシャっ。

　ディスプレイには、俺だけが写っていた。

　ハルナが俺を蹴け飛とばし、カメラに顔面を押おしつけられ、何が何だかわからないプリクラが出来てしまったんだ。

「ハルナ、お前な！　動くなよっ！」

「え？　なんか飛び出してくるんじゃないの？」

「次はじっとしてろ！　いいな？」

「どえぇぇい！」

　カシャっ。

　あ────っ！　もう！

「ハルナ、ほんとにじっとしてろ！　金の無む駄だだ！」

「知るかっ！　楽しければいいだろ！」

「ハルナ、歩の言うとおりですよ。これはじっとしているものなんです」

「え？　……まあ、知ってるけどね」

「はい。笑顔を作って──」

　俺は最高のゾンビスマイルを見せる。ハルナはとても偉えらそうに、セラは優やさしそうに、ユーはいつもと変わらない氷の表ひよう情じようで、

　カシャっ。

「ほえ？　何この可愛い子……あ──あたしか」

　ハルナが何やら照れながら画面を見つめている。全員が無む視しした中、セラがペンタブでそれぞれの名前を書き、説明した。

「こうやって、撮った写真に落書きが出来るのですよ」

「どんな魔ま法ほう使ってんの？」

「科学です」

「あ、ああ。あの魔法だな」

　いや、だから魔法じゃないって。

　ハルナは俺がドアップで写るプリクラに、ぐりぐりと塗ぬりつぶすような絵を描えがく。

「ヤバっ！　楽しいかも！」

　ハートを描いたり、文字を書いたり、すごいスピードで仕上げていく。

「やり過すぎだ。──ユー、書くか？」

　ユーは横に首を振ふる。やりたそうな顔をしてたのにな。

　こうして出来たプリクラを、四人で分け合った。




　ハルナが手を突つき上げて白い歯を見せている奴やつ。

　セラが微ほほ笑えみかけている奴。

　俺がユーのほっぺたを左右に引っ張ぱって、強ごう引いんに笑顔を作った奴。

　どれも捨すてがたい一品だ。




　──だが、

「歩はこれな」

　渡されたのは、俺がドアップの奴と、俺が蹴り飛ばされて慌あわてている奴。

　なぜ、ほとんど自分しか写ってないプリクラを渡されなきゃならんのだ。

　蹴り飛ばされているプリクラには、『ナチュラルボーンバカ』と落書きされている。

　ハルナ、これ──と声を出す前に、ユーがきゅっと俺の服をつかんだ。目を向ければ、ユーがじっと俺が持つプリクラを眺ながめている。

「もしかして、欲ほしいのか？」

　ユーは少し戸と惑まどいの色を濃こくさせながら、小さく頷うなずいた。

「じゃあ、半分こだな」

　ほとんど俺しか写ってない、蹴り飛ばされている奴をユーと分け合おうとしたのだが、ユーはなぜか蹴り飛ばされている奴を全部欲しいようだ。

「こればっかり持ってても嬉うれしくないだろ？」

「そうですよ。これは共有することで意味を持つのです」

　セラの補ほ足そくにも、ユーは首を横に振る。そんなにこのプリクラが欲しいのか？

　ご要望通り、ユーに同じプリクラを全部渡す。欲しがってるなら断ことわる理由もない。俺に残されたのは、自分がアップになったプリクラだけだった。

　全員がちゃんと写ってる奴は結局貰もらえなかったけど──

　俺は、満足だった。







　ハルナとセラがガンシューティングを楽しんでいるのを、俺とユーは眺めていた。

「ほらハルナ、右からゾンビが来てますよ」

「死ね！　ゾンビ死ね！」

「ほら、薄うす汚ぎたないゾンビがまた」

「くたばれ！　ゾンビくたばれ！」

　なぜだろう。耳が痛いたいのは。

　どうしてだろう。ゾンビに容よう赦しやがないのは。

　まるで敵てきの出しゆつ現げん位置とタイミングを熟じゆく知ちしているかのように、一度もミスすることなく撃うち落としていく。

　やめてー、やめたげてー。

　そのゾンビが何をしたって言うんだ！　ただ前に出てきただけじゃないか！

　もしかしたら、トイレにいくだけだったかも──あーっ！　ヘッドショットっ！

　あの中の何匹びきかには、きっと誰にも存そん在ざいを知られず、静かに余よ生せいを過ごしたいゾンビもいたはずだ。

　それを──ゾンビだからって。ただ、ゾンビというだけで。

　銃じゆう身しんをぶらすことなく撃ち続ける美少女の姿すがたに、いつの間にかギャラリーまで居いる。

　俺にはこんな残ざん酷こくなゲームは出来ないな。頑がん張ばれゾンビ！　負けるなゾンビ！

『歩は　楽しんでるの？』

「ああ、とても──な」

　みんな二人のプレイに釘くぎ付づけだったが、ユーだけが俺を見ていた。

『本当？』

「ああ、ユーたちが楽しんでいるのを見ていると、それだけで楽しいんだ」

　ユーは俺の手をつかみ、一つ頷いた。

『私も　同じ気持ち』

　結局一度もミスすることなくゲームを終えたセラとハルナだったが、間かん髪はつを入れずに、

「次はあれ！」

　ハルナがセラの手を引いて次のゲームへと移うつる。

　レーシングゲームをするセラを見ていると脳のう内ないにユーロビートが流れてきたし、ポニーテールを揺ゆらしてダンスゲームをする姿は感動ものだった。

　やべえ。すごい楽しい。興こう奮ふんする。

　ハルナはどうやら、今日だけで全部のゲームを制せい覇はするつもりだ。

「少し休きゆう憩けいしましょう。喉のどが渇かわきました」

　ハルナのテンションには、さすがのセラもついていけないと思ったのだろうか。セラの提案に、ハルナのアホ毛は「えーっ」と不ふ機き嫌げんそうに揺れていた。

「じゃ、次は根ネ暗クラマンサーだなっ！」

　ユーの意い志しなど関係無く、ハルナは満面の笑みで手を引いていく。

　ゲーセンが気に入ったようだな。

　エアホッケーを始めたユーとハルナだったが、力が互ご角かくで、一点も動かない試合運びだった。

　ので、俺はユーと代わり、ハルナに今度こそ引いん導どうを渡してやるつもりだった。

　俺はエアホッケーには自信を持っているんだ。

　カシャン、カシャン。弾はじく音だけが空間を支し配はいする。

　甘あまいコースだな、ハルナよ。さあ、とくと味わえ！　これが、マグナムトルネードだっ！

　ガコン。

「さーっ」

　ハルナがガッツポーズを取りながら奇き声せいを上げる。

　──あれえ。

　カシャン、カシャン、カシャン。

　貰った！　これが俺のファイナルカウンター、ヘカトンケイルの門番だ！

　ガコン。

「さーっ」

　ハルナがガッツポーズで奇き声せいを上げた。

　くっそっ！　全然勝てねえ。俺のあらゆる秘ひ技ぎがことごとくねじ伏ふせられてしまった。

　セラは「残念でしたね。頭の中が」と少し疑ぎ問もんの残る慰なぐさめの言葉を。

『また　いつか　来たい』

　ユーはなんだかんだで楽しんでくれていたようだ。

　何より、ハルナがいつもと同じ元気を取り戻したことが、俺は嬉うれしかった。







　こうして、存ぞん分ぶんに楽しんだ俺たちは、ゲーセンを出る。

　ハルナは「んー」と大きく伸のびをする。女の子の伸びってのは、どうしてこうエロいのだろうか。腕うでを上に伸ばすことで胸むねの形がよく見えるから？　背せ中なかを少し反そって胸が強調されるから？　声そのものがエロいから？

　とにかく、色気がないハルナの伸びに、俺は少しピンク色の色気を感じてしまった。

　咄とつ嗟さに目を逸そらしたところへ──ゲーセンを出た俺たちの前に──

　メガロが現あらわれた。

　学ランを着た動物はみんなメガロ。なんとも分かりやすいもんだ。

　そのメガロは、本当にぬいぐるみのようだった。そこに居たのは、耳がうっすらと緑色のウサギ。まるで、ダイコンみたいな配色のウサギだった。

　やれやれだ。ぬいぐるみやストラップが大量に詰つめ込こまれた学校指定のカバンから手を離はなし、地面に落とす。──戦うには邪じや魔まだからな。

　ウサギは俺の顔を見るや、

「うさげっ！　魔ま装そう少しよう女じよっ！」

　と叫さけぶ。二本足で立っているが、そのサイズは普ふ通つうのウサギと変わらない。ただ可か愛わいいだけのウサギだった。

「ハルナ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ほえ？　何が？」

「お前、メガロを前にすると……ほら」

「ほえ？　これメガロなの？　どこが？」

「学ラン着て、二本足で立っているのは基き本ほん的にメガロだろ」

「でも……全然強そうに見えないんだけど……あ、これウサギかっ！」

　ハルナが近づくと、ウサギはちょこちょこと歩いて逃にげる。ウサギだからと言って飛び跳はねる気はないらしい。

　そしてぐるりと半周して、ウサギはなぜか──俺の陰かげに隠かくれた。

　なんでやねん。

「どうも、バケモノという感じがしませんね」

　セラはそう言いながらも、瞳ひとみを朱しゆに染そめていた。倒たおす気まんまんじゃねえか。

「た、助けてくれ」

　と俺に言われてもな。とりあえず脳のう天てんに拳こぶしを打ち下ろすと、涙なみだ目めになったウサギは、ユーのところへと避ひ難なんした。

「人間が殴なぐった～」

　まるで母親に慰なぐさめて貰もらおうとする子こ供どものような声だった。

　ユーはよしよしと頭を撫なでる。

「おや、何か持っていますよ？」

　セラがウサギから何かを取り上げる。それは、一通の封ふう筒とうだった。

「返せよーっ！　うさぐぞコノヤローっ！」

　どうするつもりなんだよ。

「ハルナ、このメガロはどのくらいのランクなんだ？」

「ウサギのメガロは一番下のＤ級。あたしたち魔装少女は、ウサギ狩がりから始めるんだ。多分根ネ暗クラマンサーでも片かた手てで倒たおせると思う」

　たまたま出会っただけっぽいし、それなら別に倒さなくてもいいかもな。ハルナも全然興きよう味みがないみたいだし。──一発殴っちまったが。

　セラが中を開けて、一枚の紙を取りだしてみると、不ふ審しんな顔をする。

「何が書かれてたんだ？」

「──何も」

「は？」

「何も書かれてません」

　セラは俺へ封筒の中身を見せる。

　どういうことだ？

　俺はカバンを持つ。──ちょっと待てよ。これも大先生からの預あずかり物である可か能のう性せいはないだろうか？

　たとえば、大先生が俺へ向けて送った魔装少女がメガロに倒され、この封筒が盗ぬすまれた。その場所が近いから、ばったり出会ってしまった。というシナリオはどうだろうか？

　強ごう引いん過すぎるな。だが、普通、何も書かれていないものを封筒に入れるか？　この白紙の紙も、何か意味のあるものだろう。

　そんなことを言い出したら、ミカンの爆ばく弾だんだって何か意味が──

　ミカン？

　そうだ。あぶり出しというのは考えられないか？　確たしか柑かん橘きつ系けいのものであぶり出しの文字を書けるというのを聞いた事がある。

　仮かりにその憶おく測そくがあっていたとして、それを試ためす訳にはいかないんだよな。

　大先生のものだと考えるならば、勝手なことは出来ない。

「返せよもーっ！　なんて仕打ちだ！　恩おんを仇あだで返すのかよ！」

　お前にどんな恩があるっていうんだよ。ウサギは紙を取り戻もどそうとしたが、背せがちっさすぎて、得意のジャンプでも届とどかない。

「逃がしてやるから、消えろ」

　長い耳にそう囁ささやくと、ウサギはショックのためか口を大きく開けて、

「こんな世界なんか魔ま装そう少しよう女じよに滅ほろぼされてしまえーっ」

　という捨すて台ぜ詞りふを残し、ちょこちょこと逃げていった。

「まったく、変なメガロだったな。魔装少女に滅ぼされるとか──」

『間ま違ちがったことは言ってない』

「そうなのか？」

　ハルナに話を振ふってみると、

「うん。ヴィリエはこの世界を浄じよう化かしようとしてるんだ」

　即そく答とうだった。

　浄化ってなんだ？　どう聞いても嫌いやな響ひびきにしか聞こえない。あのウサギが言うように、魔装少女はこの世界を滅ぼすつもりなのか？

　──噓うそだろ？

　メガロというバケモノの脅きよう威いから、魔装少女がこの世界を守ってくれているんだと思っていた。吸きゆう血けつ忍にん者じやだってそうだ。

　魔装少女は──俺は、正せい義ぎじゃないのか？　正義ってなんだ？

　だとすれば、俺はどうすればいい？

　このまま魔装少女としてメガロと戦っていいのか？

　いや、正義であるとかは関係無い。メガロは魔装少女を狙ねらう。京きよう子こや、その背はい後ごに居る人物はユーを狙ってくる。

　それらと対たい抗こうするためには──魔装少女の力が必要なんだ。

　そう、降ふりかかる火の粉こは払はらわなければならない。

　俺に降りかかる火の粉じゃなく、ユーやハルナに降りかかる火の粉を。



















　ウサギのメガロが逃にげ去って、俺たちはやっと帰路に着いた。両手にはＵＦＯキャッチャーで取りすぎたぬいぐるみがパンパンに詰つまった袋ふくろたち。って、全部俺が持つのかよ。という当然の抗こう議ぎを言わずともわかってくれたのか、ユーが一つ持ってくれた。

　いやあ、やっぱりユーの優やさしさは五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみわたりますね。

　スキップするような軽けい快かいなステップで前を進むハルナ。信号が赤になったのにも気づかず……いや、知らない可か能のう性せいもあるか。

　横おう断だん歩道に飛び出すハルナの手をセラが引き寄よせる。間かん一いつ髪ぱつだったな。

「ハルナ、信号が赤いときは」

「忘わすれてた……確たしかあれは血で赤く染そまってるんだったよなっ！」

　そうそう……だから危き険けんな──

「まあ、あれだ。とにかく赤は止まれ」

「う、うんＯＫ」

　セラは手で口の端はしから流れ出そうなヨダレを拭ふいた。どうやら、血で赤く染まるという言葉は吸きゆう血けつ忍にん者じやにとってとても美お味いしそうな響ひびきをしているようだ。

　信号が青に変わり、俺たちは雑ざつ踏とうの中へ。

　すれ違ちがう人々。横断歩道の真ん中で、サラリーマンと持っていた袋がぶつかった。

　すいません。とすれ違ったサラリーマンに告げる。そのとき、目の端に映うつったのはユーの姿すがただった。

　その隣となりには、ポケットに手を入れた、長身の男。高校生くらいだろうか。ユーにキスでもしそうなほど顔を寄せていた。──こんな横断歩道の真ん中でナンパ？

　さっき持ってもらったばかりの大きな袋が、横断歩道の白線に落ちる。

　俺が声を掛かけようとした瞬しゆん間かん、ユーはいつも使っているボールペンを取り出し、振ふり向きざまに振りかぶる。すると、そのボールペンが巨きよ大だいな鎌かまへと変へん貌ぼうする。

　──あれって、武ぶ器きだったのか。

　突とつ如じよ出しゆつ現げんした大鎌に、町中が騒そう然ぜんとした。

　ユーの近くにいた一いつ般ぱん人じんは皆、慌あわてて横断歩道から離はなれていく。そんな周りの様子などお構かまいなしに、ユーは鎌を振り下ろした。避よける様子も見せないナンパ男の肩かた口ぐちに、鎌が突つき刺ささる。だが、その男は──笑え顔がおを見せる。鮮せん血けつが飛び散る肩に気を止めることもなく、ポケットから手を出すこともせずに、平然と声を出した。

「いいのかい？　そんなに興こう奮ふんして」

　含ふくみ笑いを見せる男。──その声を、俺は覚えていた。

　あのとき、以前俺が京きよう子こを追い詰つめたときに京子の口から発せられた、あの男の声だ。

「何をしに現あらわれたって言いたげな目をしているな。ユークリウッド」

　男がそういうと、ユーは強く一つ頷うなずいた。ちなみに、俺もユーと同じような目をしていますよ。不信感でたっぷりの視し線せんを浴あびせているが、どうやらユー以外はどうでも良いらしい。

　ユーの様子がいつもとは違っていた。普ふ段だんから神しん秘ぴ的な雰ふん囲い気きを持っているんだが──今日のはいつも以上だ。

　ふわりと広がる銀ぎん髪ぱつ。それは吹ふく風になびいているのではなく、自らの足あし下もとから巻まき上がる青い光になでられているようだった。

「偶ぐう然ぜんだ。そう、たまたまここを歩いていた。──ユークリウッド、君のせいだろう？」

　にっこりと笑う男と、いつもより切ない表ひよう情じようのユー。

　偶然がなぜユーのせいになるんだよ。

「ぬいぐるみをたくさん持ってるね。さぞかし楽しかったんだろう？　それが悪い。いつだってお前が原げん因いんなんだ。──ユークリウッド」

　ユーの体から噴ふき出るようにオーラが出ている。空のように、水のように澄すんだ青色のオーラ。炎ほのおに近いそれの中に、うっすらとルビー色の光が混まじっていた。その色は、チェーンソウを使うときと同じ。──つまり、ハルナの魔ま力りよく。

「あの鎌は……」俺がそう呟つぶやくと、セラがこう言った。

「あれは抱だき枕まくらですよ。歩」

　は？

「知らないのですか？　ヘルサイズ殿どのはいつも、あの鎌を抱いてお眠ねむりになるのです」

　ヘルサイズ──そうだった。ユーの名前は鎌っぽい名前だった。

　あれが、ユーの本来の姿か？　あんなもの抱いて寝ても寝にくいだろう？　って、俺が混こん乱らんしてどうすんだ！　落ち着け、俺。

　とにかく、今は混乱した周りを鎮しずめないと。

「皆みなさん！　あれは抱き枕です！　慌てないでください！　抱き枕ですからーっ！」

　自分でも、なにを言ってるのかわからないでいた。

　どこからどう見ても殺人現場にしか見えないこの状じよう況きようで、ただのゾンビが混乱を抑おさえられるわけがないだろ。

　逃にげ惑まどう人々。引き裂さくように抜ぬかれた鎌をもう一度振ると、男はトランポリンでも使ったかのようにぴょーんと後ろへ跳とんだ。

「楽しいという感情で揺ゆれ動いたときは、一番会いたくない奴やつが現れる。そんなに会いたくなかったのか？　ユークリウッド」

「あぁぁあ！」

　ユーが声を上げ、鎌を大きく振りかぶり、肩からぶつかるように特とつ攻こうする。男はやれやれと首を振ったあと、一歩踏ふみ出して一瞬で距きよ離りを縮ちぢめ、ユーの可か愛わいらしい顔面を殴なぐり飛ばした。

「ユーっ！　セラ、ユーを止めろ！」

　鎌を握にぎり返し、強大な魔力を纏まとわせたユーが地面を蹴ける。

　鎌の先が、男の目に突き刺さる。

「そう突っかからないでくれ。今は早い。まだ薪たきぎが足りないんだ。そう──君の心を焼くには、まだまだ薪をくべなくてはならない」

　男は微び笑しようを浮うかべてユーの頰ほおをなでる。ユーは奥歯を嚙かみしめたまま、鎌を持つ手に力を込める。

　それは、異い様ような光景だった。目を抉えぐられている人間が優やさしく微ほほ笑えみ掛け、鎌を振り下ろしている人間が悔くやしそうな表情を浮かべている。

　動きを止めた二人の周りで、青い色をした魔力の流れが激はげしくぶつかり合っていた。

　ユーの魔力は、俺が、見てもわかるほどに、乱みだれていたんだ。

「そして、君が今興奮したせいで──ここに居いる全すべての人間の運命が変わってしまう。これから起こることは、全すべてお前の責せき任にんだ」

　言いたいことを全て言い切ったのか、暗い夜のような色の青い霧きりが霧む散さんし、男が姿すがたを消す。そして、暗い霧が晴れたとき、男が消えた代わりにそこに居たのは──

　メガロの大たい群ぐんだった。まるでフルマラソンのスタート地点のような数だ。

　またメガロか。本当に大量発生してるみたいだな。──いや、これは恐らく、ユーの魔力が乱れてしまったせいだろう。さっき男が言っていた、『ここに居る全ての人間の運命が変わってしまう』出来事ってのは、メガロの出現を意味していたのではないだろうか？

　……バカか俺は。ユーが悪い訳じゃない。

　──ただの偶然だ。







　ユーは鎌を持つ手から力を抜いた。その瞳ひとみは、絶ぜつ望ぼうの色を見せている。

「ユー……大だい丈じよう夫ぶか？」

　細くか弱い肩に手をやると、ゆっくりとこちらへ顔を見せたユーの目からは、涙なみだが溢あふれれそうだった。

　俺は、今肩にやった手を離してしまうと、なにかを失ってしまう気がした。

　潤うるんだ瞳と、小こ刻きざみに震ふるえる体。唇くちびるはなにかを堪こらえるように固く結ばれている。

　抱だきしめてやりたいと思った。頭を撫なでてやりたいと思った。なにかしてやりたいと思った。──いや、なにかしてやらないといけないと思った。

　ユーは鎌かまをボールペンに変え、何事もなかったような無表情で、メガロで渋じゆう滞たいする道路へ目をやった。

『私の　せい』

　そんなことはない。そんな簡かん単たんな言葉を、俺は出すことが出来ないでいた。

　参ったな。魔ま装そう錬れん器きなしじゃあ、この数は絶対に無理だ。

　セラもそれを感じているようだった。

「歩──」

「逃にげるぞ」

「吸きゆう血けつ忍にん者じやたるもの、どんな敵を前にしても臆おくすることなく戦わなければ──」

「ああ、でもな。ハルナやユーはどうなる？　守りながらは無理だろ？　言い方を変えよう。──距離を取るぞ。あいつらは俺とかハルナやユーを狙ねらってくる。少なくとも、一いつ般ぱん人じんが巻まき添ぞえを食らわないような場所へ移い動どうしなきゃな」

「了りよう承しようしました。……私がヘルサイズ殿どのを、歩はハルナをお願いします」

「わかった」

　セラはユーをお姫ひめ様抱っこして、俺はハルナを背せ中なかにおんぶして走る。

「こら！　へ、変なところ──触さわんなっ」

　無理に喋しやべるなよ。──あれ？　どうにも腑ふに落ちないことに気づき、俺は走りながら首を少し後ろへ傾かたむけた。

「ハルナ、お前何ともないのか？」

「ほえ？　なにが？」

　あれだけのメガロが出現しているのに、ハルナの様子はいつも通りだったんだ。どういうことだ？　いつもみたいに「うきゅ」とか言ってガタガタ震えたりしないのか？

『あれは　メガロの偽にせ物もの』

　ユーがそんなメモを俺へ向けていた。そうか──いつもより凶きよう暴ぼうで可愛らしさの欠か片けらもないメガロは、偽物だったか。ハルナが普通なのも、偽物だからか？

　ちょっと待て。あのメガロはどこから現れた？　あの憎にくたらしい喋り方をする男が消えたときに現れたじゃないか。

　──このメガロは、あいつが作り出したものなんじゃないか？

「ユー、さっきの男に、メガロが作れるのか？」

『メガロには　死んだ人間と　同じく冥界に来る　魔装少女の魂が必要　彼には完成されたメガロは作れない　だけど　人間の魂だけの偽物なら　作れるかもしれない』

　ユーも俺と同じ意見だったようだ。なんのためにメガロもどきなんかを大量発生させたんだ？　メガロは死んだ人間の魂で作るとかいう話があったな。あの男はこいつを作るために、魂を集めていた。──京子を利用して。

　しかし、なんでこんな迷めい惑わくなモノを作る必要があったのだろう？

「歩、何を立ち止まっているのですか？」

　俺は考え込こんでしまって、足が止まっていた。

　包囲されないようにセラが周りを確かく認にんし、逃げるためのルートを探さぐる。

「ハルナ、お前安全な道がどこかわからないのか？」

「辺りにメガロの気配がありすぎて、わかんない」

　ハルナにカバンを持ってもらい、セラのあとに続いて走る。ハルナの小さな手ではぬいぐるみの入った袋ふくろ全部は持てなかったようで、ぼとぼととぬいぐるみが落ちていくが、そんなものに構かまってる余よ裕ゆうはなかった。

　ぴょんぴょんと跳はねながらメガロが追いかけてくる。飛んでくる羽虫メガロの群むれ。巨きよ大だいな虫系けいはほんとにやめて欲ほしい。気持ち悪過すぎる。──イナゴの大たい群ぐんを思い出すな。

「アユム、あれ！」

　ハルナが追いかけてくるメガロに向かって叫さけぶ。俺が振り向くと、そこには、可愛い衣い装しように身を包んだ少女たち。恐らく、魔装少女だろう。

　メガロ退たい治じに来てくれたのか。助かった。これで時間を稼かせげるはずだ。

　と思ったら、魔装少女までこっちへやってくる。

　へ？　なんでこっちへ来るんだよ。

　その魔装少女はセラとユーの方へは向かっていないようだ。てことは──

　全員俺狙いかっ！

　勘かん弁べんしてくれよもう。なんで魔装少女まで俺の方へ来るんだよ。

　待てよ。それには理由があるんじゃないか？

　まさかアレか？　大先生から預あずかった物。ハルナにも教えられないようなものというのは、魔装少女が狙うようなものなんじゃ。

　メガロがこっちにやってくるのも、それが原因だったりして。

　だとすれば、その全てがこちらへ向かってくるのも理り解かい出来る。

「ハルナ、そのカバンだけは絶対なくすなよ。ぬいぐるみはどうでもいいけど」

「ほえ？　……任まかせろっ！」

　逃げ惑まどう人混みにまぎれて、俺たちは逃げていく。突とつ如じよ出現したバケモノの大行進に、繁はん華か街がいはパニックに陥おちいっていた。そう慌あわてるな。こっちまで慌ててくるだろ？　すぐに魔装少女様が処しよ理りしてくれるから、静かに避ひ難なんしてくれ。

　とまあ、そんなゾンビの考えなんかそっちのけで、阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずを形成しながら蜘く蛛もの子を散らすとかなんかそんな感じに逃げ惑う人々。

　そんな中、果か敢かんにもメガロの方を向く一団が居いる。その中の一人を、俺は知っていた。

「トモノリ！　いや、ユキか？」

「今はメイルでいいだろうがっ！」

「助けてくれるのか？　セラとは敵てき対たいしてるんだろ？」

「んなこと言ったって、オレは、お前の……嫁よめだし」

　友トモ紀ノリはポリポリと鼻の頭を搔かいた。俺の背中に居たハルナが何な故ぜか俺の首をきゅっと絞しめる。

「なあ、アユム、今こいつなんて言ったの？　余よ命めいが幾いくばくもないって？」

「メイル・シュトローム、あなた──ん？　どうかなさいましたか？　ヘルサイズ殿？」

　セラが哀あわれみの目で友紀を見たあと、抱かかえているユーに目を落とす。

「セラ、どうかしたのか？」

「いえ──別に」よく見れば、ユーがセラの服をぎゅっと強くつかんでいた。

「セラ、とにかく今は任せて退ひくぞ」

「彼らと共に戦えば──」

「戦えない理由が出来たんだよ」

　俺の──いや、大先生からの預かり物が事の発ほつ端たんであるとすれば、それを奪うばわれる訳わけにはいかない。とにかく、今は逃にげの一手。

「……わかりました」ユーの寂さびしげな表情を見たセラは、俺とは違う意味で戦うことを放ほう棄きしたようだ。──助かる。

「トモノリ、あとは頼たのんだ！」

「おう、泥どろの超ちようド級きゆう艦かんに乗った気分で早くいけ！」

　とんこつスープを持った少年のような少女は、とても頼もしく見えた。たとえ泥の船でもドレッドノート級の大きさなら頼もしいさ。

　黒いマントを羽は織おった集団の中へ、ユーを抱いたセラが走る。吸血忍者たちはすっと横に退いて道を空あけてくれた。

「セラフィム、貸し一つだかんな」

「──感かん謝しやします」

　敵対しているはずのセラと友トモ紀ノリが、ふふっと笑みを浮かべる。吸血忍者にとっては、何よりも妖よう怪かい退治が優ゆう先せんなんだろう。

　友紀たち革かく新しん派はの吸血忍者が相手をしてくれることで、俺たちは若じやつ干かんの逃げる余裕を得ることが出来た。狭せまい路地へと足を運び、物もの陰かげから道路をのぞき込こむ。

　おー、やってるやってる。

　吸血忍者とメガロの団体がぶつかった。黒と黒の衣装が一つの塊になり、赤い血と白い粒りゆう子しが飛び交かう。

　俺たちはそれを尻しり目めに、この場から少しでも離はなれようとしたが──足を止めてしまう。

　ビルの屋上に、一つの影かげを発見したからだ。

　その姿は、とても可か愛わいらしい女の子のものだった。

　小さな体に大きな胸むね。ツインテールに結んだ髪かみに、黒いマントと赤い瞳ひとみ。思わずニヤニヤしてしまうほどの小こ悪あく魔ま的な笑顔を見せていた。こいつの本ほん性しようを知らなかったら、可愛いと思っていただろう。

「京子……か」

　だが、その笑顔を見るだけでも胸むなくそが悪い。俺を殺した奴やつなんだから当然だ。

　京子はひとっ飛びにこちらへやってくると、行く手を遮さえぎるように両手を広げた。

「お久ひさしぶりです相川さん。お元気そうで残念です」

　こいつも大先生の預かり物を狙ねらってるのか？

「お前たちは、メガロの偽にせ物ものなんか大量に作って何をするつもりだ？」

　俺の問いかけに、京子は目を見開いた。「へえ」と感かん嘆たんの声を上げてから、

「あるモノを探すためですよ」

　あははと笑顔を見せた。──やっぱり、狙ってやがる。

「俺は何も持ってないぞ。他を当たってくれ」

「あはははははっ！」

　京子は大きく笑う。そこまで笑わなくても。

「相川さん。突とつ然ぜんそんなことを言われたら、『私が持ってます』としか聞こえないですよ。なるほどー、アリエル先生は相川さんを頼たよったんですかー」

　ふむふむと頷うなずく京子。無む駄だに可愛い笑顔が鼻につく。

「歩、早くいきましょう」

「ああ」セラの言葉に、俺は足あし腰こしに力を入れる。さっさと京子の前から消え去りたかったのだが、

「あの兵器を魔装少女には渡わたせませんもんねー？　なるほどなるほど。いつまで経たっても思い通りにいかない訳です」

　──兵器？　あまり聞きたくない言葉が、俺の足を止めた。

「大先生は、そんなものを──」

「アユム、何か預かってんの？　あたし、そんなの聞いてないっ！」

　おんぶしているハルナが耳元で大声を出したので、俺は首を傾けて眉まゆを寄よせる。

「お前は兵器なんて手に入れて、どうするつもりなんだよ！」

　京子はご機き嫌げんなのか、鼻歌でも歌いそうな軽けい快かいな声こわ色いろを出す。

「アリエル先生の魔ま装そう兵器さえあれば、この世界をあの方が望むようなハチャメチャなものに出来るんです。メガロを大量発生させれば使わざるを得ないと考えたんですけど、全然発動してくれなくて困こまってたんですよー」

　たしかに、大先生が俺に預かって欲しいと言い出したのはメガロが大量発生している話が出ていたときだ。メガロ大量発生の原げん因いんが、そんなどうでもいいことだったのか。

　──あ、なんかイライラしてきた。

「私の……せい」

　ユーの小さな呟つぶやきが耳に届とどいた。頭を抱かかえて苦しい表情を浮かべているのは、言葉を出してしまった代だい償しようなのか、それとも何かを後こう悔かいしているのか。

　──楽しいと感じたせいで、一番会いたくない奴やつが現れてしまう。ユーにとってはあの男だった。ハルナにとってはメガロの大群。いや、一いつ般ぱん人じんにとっても会いたくない存そん在ざいだろう。そして、俺にとって一番会いたくない人物が、今現れた。

　ばかばかしい。ただの偶ぐう然ぜんが全てユーのせいなんて。

「歩！」

　セラの切せつ羽ぱ詰つまった声が聞こえて、ちらりと振ふり向いたとき、何か黒いモノがこちらへ飛んできたので、俺は咄とつ嗟さに横へ飛んだ。

　何かの攻こう撃げきかと思ったが、それは吸血忍者だった。吹ふっ飛ばされてきたのか、ゴロゴロと地面を転がり、壁かべにぶつかる。

　起き上がったその吸血忍者は、「にゃ──っ！」と叫さけび声を上げて俺の方を見た。

　短い髪が乱れ、猫ねこ耳みみみたいになっていた。

「メイル？」

「なんだよあいつら！　めちゃくちゃ強つええぞ？」

「当然です。あなたはとても弱そうですし」

　にっこりと京子が笑う。可愛らしいガッツポーズに、俺は憎にくさが百倍だった。

　可愛いことは良いことだが、だからってなんでも許ゆるされる訳じゃない。

　俺は、恐おそらく一生、死ぬまでこいつを恨うらみ続けるだろう。

　──もう死んでるけど。

「あ？　お前どこ中だよ！」

　むすっとした表情の友トモ紀ノリが京子の肩かたをつかむ。

「メイル・シュトローム！」

　セラがメイルの名を呼よんだ。その言葉の真意は「バカかお前！　そいつには触ふれんな！」だろう。俺も同意見です。

　友紀を包み込むように、竜たつ巻まきが発生する。以前見た竜巻に比くらべて、とんでもなく巨大な竜巻。風で粉ふん塵じんが巻き上がる。俺は激はげしい風に顔を背そむけた。両手はハルナをおんぶしていてふさがっていたから、背けるしかなかったんだ。

　ほんの数秒で、その竜巻は消える。マントとうちの学校の制せい服ふくがズタズタに引き裂かれ、意い識しきを失った友紀が、膝ひざから崩くずれるようにその場に倒たおれた。

　──なにも出来なかった。

　一いつ瞬しゆんの出来事でなにも──くそっ！

「メイル！　おい！　ユキ！　トモノリ！」

　どの名で呼んでも起きる気配はない。死んじまったのか？

「アユム！　来てる来てる！」

　ハルナの声で振り向くと、口から臭くさそうな紫むらさき色いろの吐と息いきを吐はくゴリラのメガロが壁かべにへばり付いていた。

　メガロもどきに追いつかれた？　いよいよもってマズい。戦うしかないか。

　魔ま装そう錬れん器きもなしに？　無茶に決まってる。

　以前俺が破は壊かいしたから、京子も魔装錬器を持ってないだろうし、あっちも変身出来ないだろうから京子はなんとかなる──か？　今の竜巻を見る限かぎり、強くなってる気がしないでもない。

　どちらにしても、メガロは無理だ。一匹ぴきでも難むずかしいのに、続々とこっちへやってくる。

　誰でも良い。誰か……助けてくれ。

　そのとき、妙みような寒気が襲おそった。それは恐きよう怖ふから来るものではなく、本当に、凍こごえるような寒さだ。

　みるみるうちに凍こおり付く道路。壁や建たて物ものもすべて凍っていく。

　なんだ？　京子の仕し業わざか？

「あはっ……やっぱり持ってるじゃないですか──アリエル先生の魔装兵器をっ！」

　驚おどろきの声を上げたのは、京子だった。京子の足あし下もとにも霜しもが降おりている。無差別攻こう撃げきか。

　兵器？　これが京子の狙ねらっていた、大先生からの預あずかり物の効こう果かなのか？

　こんな無差別攻撃を仕し掛かけるような兵器を、大先生は俺に預けたのか？

　勘かん弁べんしてくれよ。──俺が何をしたんだ。なんの恨みがあってそんなものを──

　セラは咄嗟に屋根へと飛び上がり、京子もそのあとに続くように屋根へ。俺は冷たい地面がどんどん冷たくなっていくのを感じながら、どうすればいいかあたふたしていた。

　靴くつが凍り、地面に張り付く。壁にへばり付いていたゴリラの四し肢しも凍っていく。

「ハルナ、お前だけでも」

「なに言ってんだ！　アユム早く逃にげろっ！」

　髪を引っ張るな。そうしたいのは山々だが、もう足首まで凍ってるんだ。

　友トモ紀ノリは？

　目を落としてみると、地面に倒れる友紀の体の周辺はすでに凍り付いていた。

　このままじゃ、友紀も氷漬けのマンモスみたいになっちまうな。

「セラ、メイルを助けて──」

　屋根へ避ひ難なんしたセラへ声を掛けるが、もはや無機質なものは全すべて凍り付いているのか、セラの足が屋根に固定されていた。

　セラですら逃げ切れなかったか。氷はとうとう、俺の下半身を全て包み込む。

「やっぱり、ハルナだけでも──」




「──逃げてっ！」




　その声は、透すき通っていた。







　気がつくと、俺たちは我わが家の玄げん関かんへ辿たどり着いていた。

「あれ？　あたし──」

　キョロキョロと辺りを見回すハルナ。何かを考えた様子のセラ。そして、いつもと変わらないユー。

　あのとき、何があったのか。俺たちは全然覚えていない。

「ユー、お前のせいか」

『あの場に居た全員が　自らの場所へと帰ったはず』

　なるほど、ユーの声が聞こえたらその通りになるんだったな。

　友紀は？　あいつはちゃんと逃げられただろうか？　意識を失っている状じよう態たいで、ユーの声が届とどくのか？

「あたしら、なんでここにいんの？」

「どうやら、ヘルサイズ殿どのに助けて頂いただいたようですね」

「ほえ？　どうやって？」

「逃げ出したんですよ。我われ々われも、敵てきも」

　そうか。ユーの声を聞いた者はその言葉通りになるってのは、敵も同じなんだ。あの場に居いたというのは、俺たちだけじゃない。京子やメガロすら、今みたいに記き憶おくに残ることもなく逃げ帰った。

　──恐ろしいな。ユーが声を出せない理由が改めて身に染しみた。

「助かったよユー。あのままじゃ何も出来なかった」

「歩、とりあえず中へ入りませんか？」

「だなっ！　あたし、お腹なかすいたんだけど？」

　ハルナが力強く頷うなずいたあと、「そうだ！」と声を上げて俺のカバンを漁あさる。──なにしてんだよお前は。

「さっきメダルコーナーでお菓か子しをいっぱいいっぱい取ってきたんだっ！」

　遠足にでもやってきた小学生のようなハイテンションでごそごそとカバンを搔かき回し、中に入っていたぬいぐるみやらを出す。──家の中でいいだろ？　今すんなよ。

「歩、それはなんですか？」

　セラが発見したのは、一つのビニール袋ぶくろ。それは、織おり戸とから預かった物だ。

「あ！　もさかこれが大先生からの！」

　俺は顔中から血の気が吹ふき飛んだ気がした。──今お前、「もしかして」と「まさか」を合体させなかったか？　いや、そんなことはどうでもいい。

　織戸から預かった物でも、大先生からの兵器である可か能のう性せいがあるんだ。

　さっきみたいな現象が起こるとマズい。

「ハルナ！　お前何を勝手に──」

　ハルナは織戸から預かったビニール袋から勢いきおいよく中身を取り出す。

　そこから出てきたのは、セクシーな若わかい女性が笑顔を見せている一冊さつの本。

　──裸はだかの。

　エロ本かよっ！　まあ、学校で開ければ、死ぬっちゃあ死ぬな。

「アユム……あんた本当に最っ低っ！」

　口から火を噴ふかんばかりの勢いで、アルゼンチンバックブリーカーを仕掛けるハルナ。

「待てハルナ！　男ならエロ本の一つや二つ持っててもおかしくは──」

「確たしかに、その通りです。ですが──問題はそれを持ち歩いているということです」

　確かに。

「いやこれには訳わけが」

「軽けい蔑べつします」

　軽蔑されない日は訪おとずれないのか！

「アユムはもう、ほんとヤダ。ＨエイチＩアイＪジエイＫケイエロエロエロかっ！」

　ハルナは溜ため息いきを吐つきつつ、俺の腕うでを足で絡からめながら背中に乗るというオモプラッタを掛ける。──お前、その技わざはやめろ！　妙みようにエロい！

　ハルナとセラが呆あきれた表情を見せていた中、ユーだけが寂さびしそうな顔をしていた。

　こいつは、あの夜の王が出てくると簡かん単たんに感情を爆ばく発はつさせていたな。過か去こに何があったのか俺にはわからないが。

　──なんて寂しそうな瞳ひとみなんだ。くそっ！　俺は何もしてやれないのか？　ただハルナに腕を取られ、体を叩たたいてギブアップを意思表ひよう示じするしかないのか？

　ガントレットに包まれた手を胸きよう部ぶのアーマーに当てる。何かに思い耽ふけるように。

　あの出来事が全て自分のせいだと、自じ責せきしているのだろう。

「ユー」俺は掛ける言葉もわからずに、ユーの名前を呼んだ。

『私は　ボンキュッボンじゃない』

　あ、そっち？







　次の日の夜、俺はトイレで二時間頑がん張ばっていた。

「アユム！　早く出ろっ！　いつまで入ってんだっ！」

　扉とびらを叩かれるが、俺は無む視しする。ハルナ、君はもう少しゆとりを持ちたまえ。

「あたしが終わるまででいいから～っ！　一回出ろよなーっ！」

　んー？　聞こえんなあ？

　慌あわてない慌てない。この狭せまい個こ室しつの空間はとても落ち着くんだよな。

「葉っぱの人に料理させるぞっ！」

　はっはっは。させる訳がない。ハルナにも被ひ害がいが出るからな。

「あ、あと携けい帯たい鳴ってた」

「それは早く言えよ！」

　俺は急いで水を流し、トランクスとジーパンを上げながら扉を開けて飛び出した。

「こ、こら！　バユムっ！　ちゃんと履はいてから出ろよな！　もう！」

　両手で顔を覆おおうハルナ。指の代わりにアホ毛が俺のトランクスをさす。

「早く出ろって言ったのはハルナだろ？」

「変へん態たい！　変態越えに挑ちよう戦せんすんなよなっ！」

　ハルナは入れ違ちがいにトイレに駆かけ込こみ、「くさっ！」と声を上げていた。

　手を洗あらった俺は急いで居間へ戻もどり、机つくえに置いてある携帯電話をつかむ。

　待ちに待っていた着信に、俺は嬉き々きとして一度手にした携帯電話を落としてしまった。

　その番号はマテライズ魔法学校。

　やっとかー。

　掛かってきていた特とく徴ちよう的な番号に、折り返し電話を掛ける。

「も、もしもし！」

「お電話ありがとうございます。マテライズ魔法学校、エルスと申します」

　その声は、大先生のものとは違う。俺は一気にがっかりした。

「あの、大先生は？」

「ああ、もしかしてアユムさん、ですか？　先ほどアリエル先生の代理でお電話差し上げたのですが」

「ちょっと席を外してまして」

「今お時間大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　すぐに済すみますので」

　アリエル先生──大先生のことだな？　ならよかった。用よう件けんは同じようだ。

「ええ、全然大丈夫ですよ」

「電話が遅おそくなってすいません。ちょっとバタバタしてまして。それでですね。まず、えーっとですね。例のモノはちゃんと届とどいてますよね？」

「恐おそらく──どんなものかは聞いてます？」

「ちょっとわかんないですねー。例のモノと言えば伝わると聞いておりますので」

　どういうことだろう。ハルナに知られたらマズいように、このエルスさんにも知られたくなかったのだろうか？

「それを──そちらの時間で──えっと、二十一時頃ごろに取りにいくとのことです」

　二十一時だと？　俺は今の時間を知っていたが、確かく認にんのために電話を耳から一度遠ざけて、時間を確認したあと、

「今、二十三時なんですけど──」

「あ、あはははは」

「ははは」笑ってごまかせるレベルじゃないだろ？

「場所は──ポチだったかな。ちょっとメモし忘わすれてました」

「墓ぼ地ちですかね？　以前に出会った場所がそこだったので」

「じゃあ、そこですかね」

「今すぐ向かってみます」

「おねがいします。本日は誠まことに申し訳ございませんでした。──ではでは」

　俺は電話を切り、急いで自分の部屋へと戻る。そして、勉強机に大先生の物である可能性を秘ひめているモノを並ならべた。





　・服が透すけて見えるというエロメガネ。

　・ミカン型爆ばく弾だんに鉛えん筆ぴつ型爆弾。

　・何も書かれていない紙の入った封ふう筒とう。

　・そして、エロ本。






　──この中に、無差別攻こう撃げきを仕掛けるような兵器が……あるのかよ。微び妙みようすぎるラインナップに、俺は放心していた。

　この中で大先生が俺に預けたかったのはどれだ？　と言われれば──

　十中八九、エロメガネだろう。服が透けて見えるという効こう果か以外に、何か使い道があるのかもしれないしな。

　まあ、兵器だというなら爆弾だろうけど、これはハルナが持ってきたものだし、可能性は低い。

　大先生はもうこっちの世界に来てるようだ。──いや、もしかしたらもう居ないかも。とりあえず墓地に向かってみるか？

　どうする？　正直、俺はこのアイテムを持っていたくない。

　平へい穏おんな生活を送りたいんだ。兵器なんて持ってたら毎日が摩ま訶か不思議アドベンチャーになってしまう。

　そうだ。ユーなら居い場ば所しよがわかるかも知れない。ハルナの居場所がわかったように。

　居間へ向かうと、そこにはユーとセラがいつもと同じ表ひよう情じようでテレビを眺ながめている。早さつ速そくユーに大先生がこの世界に来ているかを聞いてみると、すぐに机つくえを二回叩たたく。

『墓ぼ場ちにいる可か能のう性せいが高い』

　メモにはそう書かれた。そんなに簡単にわかるもんなのか？

　まあ、墓場に居るのなら好都合だ。家から近いしな。もしかして、二時間前から待ってくれているとか。

　魔ま装そう少女は万ばん能のうなんだけど、携けい帯たい電話を持ってないので連れん絡らくがつかないのが不便だな。

「ちょっと出てくる」

　一声かけて居間をあとにしようとしたが、そこでトイレから出てきたハルナとぶつかりそうになった。

「ほえ？　どこいくの？」

「大先生に届け物」

　簡かん潔けつに返して二階へ上がると、ハルナはどこか焦あせったような表情を見せた。

「──あ、あたしもいく」

「そうかい」

　ハルナは自分の部屋へ、俺は自室に戻って、急いで用意を済すませる。

　まずはメガネケースの中に黒くろ縁ぶち眼め鏡がねが入っているのを確認。

　このメガネだけを持っていって、違っても困るな。

　よし、全部持っていくか。

　ついでに、織戸の家にもいっておこう。このエロ本を返さないと。

　ポケットに封筒とメガネを入れて、ついでに鉛筆。ミカンはかさばるのでエロ本の入った手て提さげのビニール袋ぶくろに入れる。

　ハルナの部屋をノックすると、着き替がえを済ませたハルナが現れる。

「じゃ、いくか」

「ＯＫ」

　俺は手にビニール袋を、ハルナはチェーンソウを持って一いつ緒しよに家を出た。

　まあ、墓場まではそれほど距きよ離りもないし、大だい丈じよう夫ぶだろう。

「少し急ぐぞ」

　駆かけ足気味に家を出て、最短距きよ離りをいく。角を曲がり、狭せまい道を抜けたぐらいで、ハルナが付いてきてないことに気づく。そんなに早く走り出した訳でもないのに。

　狭い道へ少し戻ると、ゆっくり歩くハルナを発見した。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ア、ユム」

　ハルナの額ひたいに手を当てる。熱は──あるな。

「んなっ！　なにすんだよ」

　顔も真っ赤かになっている。もしかして風か邪ぜでもひいてるのか？

「しんどいのか？」

「バカ！　メガロの気配がするんだ！」

　ハルナは俺の手を払はらう。空元気だな。

　やっぱりメガロが現れたか。行動が早いな。そんなにこの訳のわからないグッズが欲ほしいのか？

「──ちょっと持っててくれ」

　俺はハルナへビニール袋を渡し、代わりにハルナからチェーンソウを取る。

「これなに？」

　ハルナはビニール袋を中身を確認し、「うきゅっ」と驚おどろきの声を上げる。中身はミカンとエロ本だからな。

「こんなもん、あたしに持たせるなよなっ！」

　そんなハルナに目もくれず、俺は大きく深しん呼こ吸きゆうをしてから、呪じゆ文もんを唱えた。いつもならギリギリまで変身なんてしたくない。でも、今はそんなことを言ってられないんだ。

　メガロだけでは、すまないかもしれないからな。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　慣なれというものは悪魔に似にている。仕方がないという言葉を作った神様もまた、悪魔なのかもしれないな。──こんな格かつ好こうになっても別に──いや、ごめん。俺はまだ慣れていない。こんなの、何度経けい験けんしても普ふ通つうだと思えねえよ。

　とりあえず広い場所へ出ようと、涙なみだを拭いた俺は車道へ出る。

　さあ、掛かってこい。と言ったそばから、一匹ぴきのメガロが出現した。

　よーしよし。一匹ならさっさと倒たおしてしまおう。

　一匹なら──

「走るぞ、ハルナ」

「ほぇ？　倒さないの？」

「一匹なら倒したいが、あの数は構かまってられないんだよ」

　俺は振り向いたハルナの手を取って走り出す。

　俺たちに気づいたメガロは、野や獣じゆうの雄お叫たけびを発しながらこちらへ向かってくる。

　ときの声にも似た叫さけびの集合体が、背はい後ごから聞こえる。

　振り返らなくとも、その様子が想そう像ぞう出来た。

　パレードと言うべきか。いや、まるで地じ震しんを察さつ知ちした森の動物のようにと言うべきか。

　数えるのも億おつ劫くうになるほどの数の動物が、学ランを着た動物たちが、四車線いっぱいに敷しき詰つめられていた。

　自分以外はみんな敵てき。そんな動物の感覚なのか、メガロ同士ですら戦いを始めている。

　メガロ同士？　もしかして、あそこには京子の作った偽にせ物ものと、冥めい界かいからやってきた本物がいるのか？　京子たちが作り出した偽物は冥界にとってもイヤな存在だったのか。

　今ならまだ、振ふり切れるかも知れないな。

　大量の走る音が聞こえる。

　それは、車が走る音でもバイクが走る音でもない。

　──足音だ。アスファルトを強く叩たたき付ける動物たちの足音だ。

　そして、建物が崩くずれ落ちる音だ。

　あのメガロたちは、以前見た凶暴なメガロたちだな。魔装少女を狙っているというよりは、辺り構わず全てを破は壊かいする。

「アユム！　めっちゃ来てる！」

「わかってる！」

　対向車線をやってくる車は、Ｕターンして今来た道を戻る。

　一いつ般ぱん人じんの目には、この光景がどう映うつっているだろうか。

　動物園からの大だい脱だつ走そう？　仮か装そうパレード？　なにかの撮さつ影えい？　そのどれにも見えないだろう。メガロは怒いかりに我われを忘わすれた怪かい獣じゆうの如ごとく、周りの建物を破壊しながら進んでいたんだ。

　来た道を戻って逃げたくなるのもわかるね。

　音が止やむ。もしかしたら追ってきてないとか──

　ちらりと後ろを見てみる。……なんだ。思ったより、

　全然ダメじゃねえか！

　メガロは空高く舞まい上がっていた。俺たちめがけて飛びかかっていたんだ。

　奥おく歯ばを食いしばり、全速力で逃げ出す。魔ま装そう少女の衣い装しようが風に揺ゆれて、とっても気持ち悪かった。

「うにゃっ！」ハルナが足をもつらせる。

　そうか、あれほどのメガロに追いかけられたら、いつも以上に力が抜ぬけて動けなくなるよな。俺はハルナの手を強くつかみ、抱だき寄よせる。

「あ──」ハルナが小さく声を出したので、俺は辺りを警けい戒かいした。

「どうした？」

「ううん……なんか──なんでもない」

　ハルナは動きを止めたが、すぐに足を動かした。

　十字路を右折する。このままいけば墓場へ着くんだ。それだけで着くんだが──

　俺は遠回りせざるを得なかった。

　そこで、吸きゆう血けつ忍にん者じやがメガロと戦っていたからだ。全く、次から次へと！

　直進してから次の角を右折するかしかないな。

　きょろきょろと周りの状じよう況きようを把は握あくしつつ、走り抜ける。

　次の角を曲がったところにもメガロが。はいはい。直進しかないですね。

　くそっ、その次の角を曲がるか。ダメだ。今度は魔装少女がいる。

　俺を追いかけようとメガロたちが現れたのだと思ったが、もっと前から戦いは始まってたのかもな。──しまった。もう、道がない。

「アユムっ」ハルナが心配そうな顔で俺を見上げる。

「足を止めるな。考えながら、先に進むんだ。大先生と合流できれば、あの量でもさばけるはずだ」

「まあ、大先生なら一いち撃げきだなっ！」

　一撃かよ……そこまで強いのか。

　前と後ろの状じよう態たいを気にしながら、俺は前進する。考える猶ゆう予よはあまりなさそうだ。

　前には魔装少女、後ろにはメガロと吸血忍者。右はメガロ。どんだけ狙ってくるんだ！

　どんなすごいアイテムなんだよっ！　どうする？　どの道を選ぶ？

「アユム！　右だっ！」

　そうだな。そこが一番楽そうな道。でも、もっと安全な道はないだろうかと模も索さくする。

　吸血忍者──メガロ──魔装少女──右、前、後ろ。車線を越えて左はビル。

「右はダメだ」

「じゃあ戻ってから右」

「無理だ。直進──」

「ダメに決まってるだろっ！　左は？」

「ダメだな。遠ざかっても俺たちじゃ戦いきれない。やっぱり、大先生が居ないと──」

「右行けば絶ぜつ対たい大先生が居るんだろうなっ！」

「──この世に絶対なんてモノがどんだけある？」

「魔装少女は、絶対だっ！」

「とにかく、右しかない──」

　いや、まだ選せん択たく肢しは残っている。通路なんてものにこだわるから迷まようんだ。

　上だ！　仕切りも何もない空へ上がれ！　俺はアスファルトを蹴けり、跳とび上がる。

　魔装少女の力で、今の俺は空を飛ぶことすら簡かん単たんだ。空に塀へいなどという概がい念ねんはない。

　どこまでも逃げられる気がしていたら、メガロや吸血忍者も屋根へ上がってきた。

　やっぱり、俺を追ってるんだろうね。

　それでも空ならば、包囲はされにくいはずだ。

　だが、決断を出すまでに時間が掛かりすぎてしまった。しかも、俺と同じ考えの奴なんて一いつ杯ぱい居た。すでに、空は支し配はいされていたんだ。

　──くそっ！　いいアイディアのはずだったんだがな。

　鳥のようなメガロに突とつ撃げきされ、俺は路地に落ちる。

　奇き襲しゆうなら仕方ない。うん、これはもう仕方ないさ。

「アユム！　大丈夫か？」

　ハルナを庇かばうように下した敷じきになった俺を、ハルナは引き上げる。

「この格かつ好こう以外は大丈夫だ」

　周りには、様々な生物が居る。それらの数を確かく認にんするよりも早く、俺は一目散に駆け出す。──脇わき目めもふらず、一心不ふ乱らんに。

　魔装少女につかまれそうになったのをくるりと一回転して避よけ、吸血忍者とぶつかり、こけそうになったがなんとか突とつ破ぱし、巨大なメガロの股またの下をくぐる。

　墓はか場ばはそんなに遠くない。……なのに、今日はすごく遠い。

「アユム！　来てる来てる」

　振り返らずとも、ハルナが随ずい時じ教えてくれる。俺はただひたすらハルナの手を握にぎって前へと進んだ。

「ハルナ……お前」

「ん？　どったの？」

　いつもなら恐きよう怖ふに眉まゆを寄よせるハルナは、なぜか楽しそうな顔をしていた。

　狼おおかみのようなメガロに嚙かまれそうになって、ギリギリでジャンプしたときも。

　吸血忍者の剣けんをかわし、立ちふさがったメガロを二人で蹴けり飛ばしたときも。

　──満面の笑えみを浮うかべていた。







　墓場まであと少し。身を低くしてメガロをやり過すごしたあと、狭い通路へ戻る。

　車がすれ違うことすら難しいくらいの、細い道。──この先に墓地はある。

　しかし、最後の直線って奴やつは、最大の難なん関かんが待ち受けていると相場が決まっている。

「こんばんは、相川さん。こんなところで何をしてるんです？」

　花が咲さいたような笑顔。長めの髪かみをツインテールにして、幼おさない顔と大きめの胸むねを持つ、可か愛わいらしい少女が、細い道の真ん中で待ち受けていた。

「それはこっちの台せ詞りふだ」

　ハルナは俺の背中に隠かくれ、俺は辺りを見回す。敵てきは、京子一人。

「いくぞハルナ」

「ほえ？　お、ＯＫ！」

　俺は足を止めそうになったが、あえてそのまま前進する。

「アリエル先生の秘ひ密みつ兵器、お持ちですね？　この先に居るのも確認しましたし」

　話をする必要はない。俺はチェーンソウを振ふり下ろす。

　魔ま装そう錬れん器きの攻撃は、京子にとっても脅きよう威いだろう。一度俺に負けている訳わけだし、絶対に避けると思っていた。──予想通り横に退しりぞいた京子の隙すきを、ハルナが駆かけ抜ける。

　だが、一匹のメガロがハルナを押おさえつけた。さっきまでは居なかったのに。

　てことは、メガロに追いつかれたか。まずいな──京子とやりあいながらメガロとも戦うなんて出来る訳がない。

　俺は京子をハルナに取り付くメガロへ投げ飛ばす。メガロはハルナから手を離し、飛んできた京子の体を受け止めた。優やさしく包み込むように腕うでに抱かかえたメガロは京子を下ろす。

　あのメガロは、偽にせ物もののようだ。

　その隙すきに、四つん這ばいのままネコのような俊しゆん敏びんさで俺の下もとへと帰ってきたハルナは、怯おびえた表情をしてなかった。

「相川さんには感かん謝しやしてます」

　京子は大先生のようにクスクスと笑いながら、竜たつ巻まきを発生させた。

「この間、魔私装の錬木器刀を破は壊かいしてくれたおかげで、竜巻を操あやつれるようになったんですから」

　その竜巻を京子は剣けんに変える。真まっ直すぐでもないし、長さも剣とは言えないが、その持ち方は剣を持っているようだった。

　俺はチェーンソウを上じよう段だんに構かまえる。斬きりかかるにはもう少し距きよ離りを詰めないと。

　京子は竜巻の剣を軽く横よこ薙なぎにした。

　どう考えても届かない。そのはずなのに、俺の脇わき腹ばらの肉がえぐり取られた。

　伸のびるのか、アレ。

　──竜巻がムチのように変へん則そく的な動きで襲い掛かる。触ふれた部分につくのは切り傷きずじゃない。かみつかれたようにえぐられるんだ。防ぼう御ぎよすら出来ない攻撃だった。

　竜巻ダイエットだけは推すい奨しようできないな。

　魔装少女に変身していない京子の動きは、以前戦ったときとは違い、遅おそく思えた。

　一歩近づくと、京子は一歩下がる。もう一歩進むと、メガロが攻こう撃げきを仕掛けてくる。

　ウゼえ。──俺はメガロをはじき返し、どうすればいいかを模索していた。

「アユム、ここで止まってても状況が悪くなるだけだ」

「わかってるさ」

「──あたしに考えがある。アユムはあいつとメガロの気を引けよなっ」

「相変わらずお前は無茶を言うね──そういえば、お前怖こわくないのか？」

「なんか、アレ──メガロっぽいけど……なんか違うと思う」

　今いま更さら。ハルナは以前京子と俺がかわした会話を全く聞いていなかったようだ。本当に、興きよう味みがないことには一いつ切さいの関心を示しめさないんだな。

「そうか。でも、京子もメガロも相手にするってのは──」

「なんだよ。出来ないのか？」

「ああ、さすがに両方は──」

「あたしのためでも？」

「──出来そうな気がしてきたね」

「だろ？」ハルナは満足そうに「にやり」と笑ったあと、

「……アユム、言っておきたいことがあるんだ」

　神しん妙みような面おも持もちちで、ハルナは呟つぶやいた。

「こんなこと、本当は恥はずかしくて口にもしたくないんだけど」

　もったいぶるな。俺は目も合わさないまま、半分聞き流す程てい度どに聞いていた。

「今言わないと、もう言えない気がして」

　思ったより深しん刻こくそうな話なので、俺はちらりとハルナを一いち瞥べつした。

「あたしね──」

　頰ほおを染そめて、視し線せんを逸そらす。照れた表ひよう情じようと、甘あまく感じる吐と息いき。俺の心しん臓ぞうがバクンバクンと高鳴っていた。

　お前、なんだよその表情は。本当に変な気分になりそうだ。

　そして、意を決した、後こう悔かいのない声で。

「──トイレ行きたい」

「ああ、俺も同じ気持ちだ」

　がっかり感と安心感を同時に得られたのは何度目だろう。

　俺は京子に特攻を掛ける。また別のメガロが現れて行く手を遮さえぎったが、無視だ。

　京子は後ろに飛びながら竜巻攻撃を仕掛けてきたので、俺はチェーンソウを京子へ投げつけた。そして、俺は追撃をせずにメガロを塀へいに押しつける。

　その行動にはびびったんだろう。チェーンソウを避けるために咄とつ嗟さに飛び上がった京子は背はい後ごにいるハルナに気づかなかった。

　背後から、ハルナが何かを投げつける。京子は条じよう件けん反はん射しや的にそれを竜巻の剣で切り落とそうとした。

　ふわりと宙ちゆうを舞まうミカン。

　目を丸くさせ、「あ」を発音するときのように京子が口を開ける。

　魔装少女だから知ってるんだろうな。

　──このミカンが……爆ばく弾だんだってことを。

　爆音。閃せん光こうに目をふさぎながら、俺はチェーンソウを取りに走る。

　あの爆弾、思ったより爆発が小さかったな。あれじゃあ、京子もそれほどのダメージを負っていないだろう。だが、チャンスだ。この隙を利用しよう。

　ハルナの手を取り、メガロの合間を縫ぬって駆け抜ける。そうしてやっと、墓はか場ばに辿たどり着いた。

　いつもは静せい寂じやくを守り続けるゾンビにとって第二の故こ郷きようである墓場は、墓場には関係のないモンスター、メガロだらけだった。──なんというモンスターハウス！

　まるでドラクエ発売日のゲームコーナーくらいの密みつ度どでメガロが敷き詰められている。

　やっぱり、霊れい的てきな存そん在ざいであるメガロは霊的な場所を好むのか？　冥界から来たこいつらも、俺と同じようにアンデッドなモンスターなのか？

　今は、どうでもいい。先へ進もう。

　振り下ろされるメガロの腕を受け流し、犬メガロの背中を踏ふみ台にして高く跳とぶ。まるでゾンビのように手を差し出してくるメガロの一匹ぴきに、ハルナが足をつかまれた。

　俺は砂じや利りの地面に降おりたって、メガロを殴なぐり飛ばす。ハルナの体をお姫ひめ様さま抱だっこしてもう一度空へと跳び上がったそのとき──俺はすれ違ったんだ。

　黒いマントをボロボロにした、少女と。

　ツインテールの可愛い髪は片かた方ほうだけ解ほどけている。京子は不ふ敵てきな笑みを浮うかべたまま、ハルナの手から手て提さげのビニール袋をかすめ取る。

「これですね。アリエル先生の切り札ふだ──では、相川さん。さようなら」

　満足げな顔を浮かべて去っていく京子。

　俺はその姿を呆ぼう然ぜんと見つめていた。「くそっ」とか「しまった」とかいう台せ詞りふは浮かんでこない。

　たしか、あのビニール袋の中に残ってるのって、




　……エロ本だったよな？




「アユム！　あそこっ！」

　ハルナが指さした先には、ツインテールにレース白衣の少女が両手に剣けんを持って踊おどっていた。──いや、踊っているように見えただけで、戦っていたんだ。

　それは、とてもリズミカルな剣けん舞ぶだった。

　周りに居る者が全すべて棒ぼう立だちの人形か、はたまた殺た陣てを演えんじているやられ役のように、軽々と斬きられていく。大先生の居るところは、常つねに白い粒りゆう子しが舞まっていた。

「すごいな」

「当然だ。大先生だからな」

「大先生っ！」

　俺の呼び掛かけに、大先生は体をこちらへ向ける。

「あら、アユムさんじゃないですか～。助すけ太だ刀ちに来て下さったんですかぁ？」

　敵に囲まれつつ、パタパタと手を振って、息を切らすことなくクスクスと笑う。

「話の前に、とりあえず」

「ゴミ掃そう除じだなっ！」

「ハルナ、いいところにきましたねー。結界をお願いできますかぁ？　面めん倒どうくさくなっちゃいました」

　クスクスと笑いながら、大先生は大きく剣を振ふるう。大先生の言葉に、ハルナが飛び跳はねながら、

「あれやるのかっ！　ですねっ？　やった！」

　なんだ？　何をするんだ？

「アユムはあたしの後ろに居いろよな」

「えらい嬉うれしそうだな？」

「大先生の魔法は見てて楽しいもの！　この世界で使うのは初めてなんじゃないかな」

　魔法、ね。ハルナは両手を前に出し、ルビー色の光を放つ。その光は、今まで見た中で一番強大なものだった。──そんなに大きな結界を張るつもりなのか？

「ネヨ、ダシマ、ガウホノカウゴ、ノクゴジャ、ジレコ、イサダクテッ、ナニミズ、シケガン、セマイザ、ゴケワシ、ウモニ、トコマヨ、モドノモカ、ロオノテ、ベスンゼンガ」

　大先生は歌うように呟つぶやいた。ハルナはそれに呼こ応おうするように大きな結界を張る。やけに長い呪文だな。それだけ、すごい魔法なのか？

「焼しよう尽じんせよぉ！　ドラゴンズクリムゾンっ！」

　そのとき、俺は炎ほのおを見た。竜たつ巻まきのようで、火柱のようで、その炎は、地面から天へ昇るように、メガロを焼き尽つくした。

　昼みたいな明るさだ。キャンプファイヤーなんてもんじゃないな。

　形けい容ようしがたい炎の音が爆ばく発はつする。砂すなの城しろが崩くずれるように、ボロボロになるメガロたち。

「きれー」ハルナが目を輝かがやかせている。次々と白い粒りゆう子しに変わるメガロの姿に、逃にげ出すメガロも居る。

　ほんの数秒ほどで、全校集会でもやってる校庭ばりに学ラン姿の生物がうじゃうじゃしていたのに、今はもう、一匹も見えなくなった。

　…………いやいやいやいや。本当に一いち撃げきかよ。

　つえー。なんか、俺が素す手でで戦ってるのがばからしくなるくらいつえー。

　これが魔装少女の真の力ってか。二度と使わないで下さい。少なくともこの世界では。

「……結界は、なんだったんだ？」

「今の魔法はぁ、熱くてメガロ以外も死んじゃいますぅ。結界張りながら攻こう撃げき魔ま法ほうは使えませんしねー」

　まあ、あれだけの炎が目の前で発火したら、確たしかに熱で死ぬよな。なるほど、炎に触ふれてないメガロまで燃えたのはそういうことか。

「さすがですっ！　超ちよう先生になる勢いきおいだなっ！　ですねっ！」

　ピョンピョンと跳とびはねるハルナ。感動で胸むねがいっぱいといった感じだ。

「どうもどうもぉ」

「ああ、そうだ。大先生、これ──あれ？」

　俺はメガネを取り出そうとしたが、今の格かつ好こうが魔装少女の格好であることに気づいた。渡すべきものは、ズボンの中だ。変身を解かい除じよしないと、取り出せない。

　まあ、メガロも倒たおしたし大先生も居るし、解除してもいいだろう。

　仕切り直してポケットからメガネと封ふう筒とうを出し、「これじゃないんですか？」と目で訴うつたえた。

「それが、なんですか？」

　あるえ～。エロ本が正解だったのか？　んなわけないよな。

「いや、預あずかってたものを渡わたしに来たんですけど……」

「どこですかぁ？　どこにも、居ないじゃないですかぁ。もう～、アユムさんたらぁ」

　冗じよう談だんはやめてくれとでも言いたげに手を振る。

「でも、さっきまで京子に狙ねらわれてたんですよ？　俺。……まさか、本当にエロ本が兵器だったのか？」

「アユムさん。いやらしい本が兵器なんて、どう使うおつもりなんですか～？　もう、アユムさんのエッチぃ」

　クスクスと口に手を当てて笑う。俺は顔が熱くなるのを感じながら、慌あわてて言う。

「京子が兵器を狙ってたんです。そして、俺の持ってたエロ本をさっき奪うばわれて」

　しどろもどろに説明すると、大先生は真しん剣けんな表情を見せた。

「もしかしてぇ、偽にせメガロの大量発生は京子の仕し業わざですかぁ？」

　のんびりとした言葉の中に、強い怒いかりを感じた。

「そうです。本人が言ってました。偽物だって気づいていたんですか？」

「ええ。メガロはぁ、あんなに弱っちくないですもの～。ヴィリエではメガロ駆く逐ちく作戦が敵てき側がわにバレてしまったからだって言ってますけどねぇ。駆逐作戦をつぶすためにただ暴あばれるだけなんてぇ、メガロっぽくないじゃないですかぁ。ずーっと上の見解に納なつ得とく出来なかったんですよねー」

「京子が原げん因いんなら、納得出来るんですか？」

「あの子は私の計画も知って──」コホンと一つ咳せき払ばらいしてから、「あの子ならぁ、私が魔装兵器を使うと考えそうですし、それを狙ってるなら納得ですぅ」

　と、そこで、大人しく話を聞いていたハルナが声を荒あららげた。

「もう！　なんの話だよっ！　あたしにわかんない話は禁きん止しだっ！」

　スクワットでもするように手を振り、両手でバッテンを何度も作る。

「ハルナ、今大事な話を「うっさいっ！」」

「ハルナ「うっさいって言ってるだろっ！」」

　──憎にくたらしい。

「大先生はなんであたしに黙だまってアユムに任にん務むなんか頼たのんだんだ！」

　ハルナは激げつ高こうしていた。しかし、大先生はしれっとした表情で答える。

「ヴィリエの人間には、知ってほしくないからです」

「なんだよそれ！　なんでアユムなんだっ！」

「アユムさんなら、兵器だと知っても使わないでしょうしぃ、連絡もとりやすいですから。何より──ハルナに魔法をかけた人ですから、頼りになるかなーって」

「わからない言い方すんなよなっ！」

「天才なのに、わからないんですか～？」

　クスクスと笑う。「ぐぬっ」と唸うなったハルナはなにも言い返せなくなっていた。大先生はハルナの扱あつかい方を心得ているようだ。

「大先生のバカっ！　天才バカっ！」

　天才バカという言葉が存そん在ざいするなら、お前にこそふさわしいと俺は思う。

「格好良くてバカっ！　強くてバカっ！　凄すごいバカっ！」

「弱い犬ほどなんとかですね～」

　ハルナは言葉の稲いな妻ずまに打たれた。あ、すんごいショック受けてるわ。

　ぷっと笑うと、ハルナは顔を真っ赤にさせる。

「では、私はもう帰りますねぇ。アユムさんもご苦労様でしたー。最後にぃ、何かありますかぁ？」

「あー、ちょっとそこに立ってて下さい」

　無駄な逃とう走そう劇げきを演えんじてしまった俺は、散々苦労した自分へのご褒ほう美びのために、──黒くろ縁ぶち眼め鏡がねをかけた。






















　メガロも無事に退たい治じすることができ、大先生は魔法の国ヴィリエへ帰った。俺は一いつ層そう不ふ機き嫌げんになったハルナと一いつ緒しよに帰っている。

　ハルナは「あーもう」と何度も呟つぶやき、アホ毛をビヨンビヨンさせていた。

　自分が除のけ者にされたことが、ハルナにとっては屈くつ辱じよくだったんだろうな。

「アユムはなんで黙だまってたんだよ！」

「言うなって言われたからだ」

「あたしに黙ってるなんて重じゆう罪ざいなんだからなっ！」

　何罪だよ。うがーっと怪かい獣じゆうのような鳴き声を出したあと、小さな手を俺へ差し出した。

「大先生のバカ」

　本人が居ない今でも、ハルナはそう呟いていた。まるでおしとやかな少女のように、寂さびしそうな表ひよう情じようを浮かべている。

「あたし、大先生にとって何なんだろう」

　本当にどうしたんだ？　こいつは。そんな悩なやみ方、お前には似に合あわないぞ。意い気き消しよう沈ちんしたハルナは俺の顔を見上げた。

「アユム──」と切り出しておいて、ハルナは口をつぐむ。そして、目をそらした。

「ハルナ、なにか気になることでもあるのか？　なんでも良いから言ってみろよ」

「別に……」

「言ったら楽になるぞ。特にお前はそういうタイプだ」

「じゃあ、言ったらしてくれるのか？」

　する？　何かして欲しいことがあるのか。ハルナがやりたいことってのはいつも頭を悩ませるようなことばかりだが──まあ、一つくらいなら何とかしてやろうかな。

「ああ、一つだけだぞ」

「じゃあ……あたしと……」目も合わせず、しどろもどろな言い方をしたあと、

「やっぱ言わない！」

　なんでだよ！　なんだかイライラしてきた。

「言えよっ！　なんだってしてやるからっ！」

「じゃあキスしろっ！」

　…………。……んえ？

「鱚キス？　透とう明めい感ある淡あわい黄おう褐かつ色しよくの身の魚で一いつ般ぱん的にはシロギスを指す──」

「うっさいっ！」

「……」

「あたしにキスすんのっ！　やれって言ってるだろっ！　ほらっ！」

　目を閉とじて柔やわらかそうな唇くちびるをんーっと俺に向けている。そんなことを言われたら、なんかこう、胸むねの奥おくがきゅってなるな。

「ハルナ、お前自分が何を言ってるのかわかってるのか？」

「バカにしてんの？」

「なんのために？」

「あいつにだけするなんて許ゆるせないっ！　あたしは──」

　あいつ？　もしかしてこいつ、俺と友トモ紀ノリがキスをしてしまったことを気にしてたのか？　あれはお前のせいだろうが。

　なんてことを言おうとしたんだが──




「あんな奴やつに負けてらんないのっ！」




　いつもの、聞く耳を持たない強気な目が俺を見上げていた。

「わかったよ」

　一言そう返し、俺は目を閉とじて唇を突き出す。

　──そして俺は、あの感かん触しよくを思い出すことになる。

　そう、以前に触ふれたことのある。

　スニーカーの先が、頰ほおを抉えぐる感触。

　気がつくと俺は、くるくると体を回転させて宙ちゆうを舞まっていた。

　それは久ひさしぶりに味わう、ハルナの全力蹴げりだった。

「ばーかっ！　本気にすんなよなっ！」

　あ～っれえ～？　り～ふ～じ～ん～じゃ～ね～？

　ぐわんぐわんとスローモーションで世界は回る。

　回る景色の片かた隅すみに、少年のような悪いた戯ずらな笑みを浮うかべるハルナが見えた。そのとき俺の胸に込み上げて来たのは、悔くやしさではなく、何な故ぜか晴れやかな安心感だった。

　──やっぱり、ハルナはこうでないとな。







　家の前に、ユーが佇たたずんでいた。俺たちが帰るのを待ってくれていたのだろうか？

「根ネ暗クラマンサー、ここで何してんの？」

『夕飯が』＝『夜ご飯を食べようとしてたんだけど……』

「ユー、待ちきれなかったのか？」

　ユーはフルフルと首を振り、メモを一枚まい提てい示じする。

『待ちきれなかったのは　私じゃない』

　どういうことかハルナは分からない様子だったが、その言葉の意味を、俺は本ほん能のうで理り解かいした。

　居い間まへ向かうと、そこには今日最後の試練が待ち受けていた。

　あのメモの意味。ユーが家の外へ避ひ難なんする理由。そこから導みちびき出される一つの予感。

　それは──残念ながら的中していた。

「やっと戻りましたか。冷めますよ？」

　テーブルの上には、すでに料理が並ならべられていたのだ。

　ハルナは居間に入るや、「うわあ～」彦ひこ摩ま呂ろのような声のあと「料理だ～」と絶ぜつ望ぼうの声を上げる。そんなハルナへ俺は耳打ちする。

「ここは俺に任まかせて、ハルナはキッチンへいってくれ」

「お、ＯＫ」

　状じよう況きようを把は握あくしたハルナは、ユーを連れてキッチンへ向かう。──急いでくれ。ちゃんとした料理を用意すれば、セラの料理を無む視し出来るはずだ。

　食しよく卓たくに並ぶのは、味み噌そ汁しると黒い塊かたまり。なんという料理だろうか。肉にく団だん子ご？　ビー玉くらいの大きさをした漆しつ黒こくの球体だ。──また得体の知れない料理をこさえたな。

　だが、セラのご機き嫌げんな表ひよう情じようを見て、「片かた付づけろ」とは言いづらい。ユーもこんな気持ちだったのだろう。だから席を外し、家の前で俺たちを待っていたんだ。

　居間へきたのが俺だけというのが気に掛かるのか、セラは眉まゆを寄よせて小首を傾かしげた。

「あのお二人は？」

「あー、腹はら減へったな。全部食べたいね」

　スルーしつつテーブルの前に座すわり、ごくりと喉のどを鳴らす。当然それは恐きよう怖ふからの現げん象しようだったが、セラの目には「美お味いしそうだから」と映うつっている様子だった。

　とんでもなくいい笑顔を見せやがる。本当に料理が好きなんだな。

「そ、そうですか。歩がそう言うなら致いたし方ありませんね」

「で、この黒いのは？」

「唐から揚あげです。これぞ我わが必殺の一品、ブラック唐揚げ」

　焦こげているだけじゃないだろうな？

「劣れつ化かウランメッシュでアレンジしました」

　焦げているだけじゃなかったーっ！

　どうやったら唐揚げをここまで綺き麗れいな球体に出来るんだ？

　ハルナ、早くしてくれ！　どうやらこれが必殺の一品なのは噓うそじゃない！

「歩、さあ食べて下さい」

　俺は目を瞑つぶり、箸はしで挟はさもうとするが、つるつると滑すべってうまくつかめない。仕方なく突き刺さそうとしたが、べきっと音がして箸が欠けた。

　くっ！　装そう甲こうが厚あつすぎる。

　こんなもん、嚙かめる訳わけないだろ。

　恐怖で手が震ふるえる。俺は手を使って唐揚げを一つ摘つまみ上げ、剣でも飲み込む覚かく悟ごで上を向きながら口の中、いや、喉の中へ放り込んだ。

　俺が覚えているのは、そこまでだ。



















　俺はベッドで横になっていた。

　いつまで気を失っていたのだろうか？　手足に異い状じようはない。少し頭がくらくらするが、どうってこともないな。

　しかし、体に怠だるさが残っている。風か邪ぜと同じ感覚かな。

　仰あお向むけで体を弛し緩かんさせる。体はすっかり寝ねる気だが、一度目を覚ました頭はどうもまだ覚かく醒せい状じよう態たいを保たもっていたいようだ。寝るに寝れないのって、結けつ構こうキツいな。

　まあ、アレだな。セラの料理は『確かく実じつ』に食べてはいけないのが立りつ証しようされた訳わけだ。

　額ひたいに冷たい感かん触しよく。

　うっすら目を開けると、そこにはガントレットに包まれた手があった。

「ユー、お前……看かん病びようしてくれたのか？」

　俺の言葉に対して、ユーはガントレットを外す。白くか弱い手が露あらわになるのを、俺は慌あわてて制せいした。

「待て待て！　治す必要はないから！」

　確たしか、ユーは素す手でで触れた人間の、治したいと思っているものを肩かた代がわりする。みたいな能のう力りよくを持っている。起きるのを待っていたということは、意い識しきのない人間には能力を発動出来ないのだろう。「治したいと思っている」ことが重要なのかもな。

「セラの料理はどうした？」

『容よう赦しや無しに　ハルナが捨すてた』

　そうか。セラのがっかりした顔が浮うかんでくるな。

『セラは　泣いていた』

「あいつが泣くなんて……そこまで落ち込こんだのか。──ハルナの料理は？」

『美お味いしかった』

　……そうか。俺の分は？

「ユー、すまないがハルナを呼よんできてくれ」

　俺は蚊かの鳴くような細い声を出していた。というより、それしか出なかった。

　ユーはこくりと一つ頷うなずいて立ち上がり、部屋から出ていく。

　俺はふうと大きく息を吐はき、額に腕うでを置く。まさか、ゾンビが失神するなんてな。

　勢いきおいよく扉とびらが開き、アホ毛をピコピコと上下に振ふり乱みだしたハルナが現れた。

　刹せつ那な──ドフっと音がして、ハルナがボディプレスで圧あつ殺さつしてくる。その衝しよう撃げきで、俺は肺はいの中にあった空気を一気に吐き出した。

「ハルナ──」視し線せんに怒いかりを込める。

「なんだ、生きてんじゃん」

　ケラケラと笑いながら、ハルナは俺の上に馬乗りになる。マウントポジションを取られてしまった。

「あ……」俺の口からは、声が少し漏もれた。目の前にあるのは、小さな小さな乳ち房ぶさ。屈かがみ込んだハルナの衣服の隙すき間まから見える「おっぱい」が、そこにあったのだ。

　くっ！　ゾンビだって哺ほ乳にゆう類なんだ。おっぱいには弱い。

　思わず、顔が熱くなる。ほぼ無に等しい小さなアピールだが、それでも胸むねの鼓こ動どうが早まるほどにドギマギしていた。夏で暑いのはよくわかるが……ブラはしてくれ。

「ちっさ」

　呟つぶやいた言葉に、ハルナが反はん応のうした。そして、自分の体たい勢せいと俺の視線を確かく認にんすると、アホ毛をびんと張り、顔を真っ赤に染そめて、

「こんの変態！　エロワードエロリック！」

　何の錬れん金きん術じゆつ師しだよ。祈いのるように指を絡からめ、両手で作った拳こぶしを打ち下ろす。

「いや、俺は褒ほめてるんだけど？」

「アユムのバカっ！　そ、そんなの、いちいち言わなくてもいいだろっ！」

　言い返せないほど正せい論ろんな罵ば倒とう。ハルナはぴょんぴょんと跳はね、俺の内ない臓ぞうにダメージを蓄ちく積せきさせていった。

　よかった。いつものハルナに戻もどったようだな。ずっとモヤモヤしていたものを告白したことで、満足したんだろう。俺の気持ちなんか関係ない。

　吐き出したことで、満足だったんだろうな。

「で、俺の飯は？」

「ん？　ああ、今持ってくるから、ちょっと待てよなっ」

　入れ違ちがいにユーが入ってきて、ベッドの隣となりにちょこんと正せい座ざする。青い瞳ひとみはじっと俺の顔を見つめ、ガントレットの手が俺の手を包む。

　いつもならそんなに意識しないのに、ハルナがあんな変なことをするから、少し肌はだが触ふれあうだけでも妙みような気になってしまう。

　ユーは、俺のことをどう思ってくれているのだろうか？

　照れくさくて目を逸そらしていたところに、いきなりハルナが部屋に妙なものを持ち込んできたので、否いやが応おうにも目を向けるしかなかった。

　ユーはハルナが持ち込んだものを一いち瞥べつすると、俺の顔色を窺うかがう。

「なんだそれは……」

　俺はハルナが持ち込んだソレがなんなのかをよく理解していた。理解は出来たがその行動を了りよう解かいできないでいた。

「なにって、『竹』だけど？」

「いや、それはわかってんだよ。問題は、それを『お前がどうするつもりなのか』という一点のみだ」

「どうするつもりって……セッティングするんだけど？」

「セッティングするな」

　ハルナは俺と本ほん棚だなを結ぶように、半分に割わった竹を架かけた。

　その竹、七たな夕ばたで使うつもりだった分の残りか？　お前は何本かっぱらってきたんだ。

　そこにセラが現あらわれた。お盆ぼんの上には、何やら鍋なべが見える。──まさか、俺が見ていない内にまた料理をしたのではないだろうか？

「おかゆを作りました。どうぞ、食べて下さい」

　やっぱりしてたーっ！　いや、誰か止めろよ！　俺がここで寝ね込こむことになった原げん因いんを止めろよっ！

「あたしも作ったからな！　今から流すっ！」

　俺はその台せ詞りふから、今置かれている状じよう況きようを思案する。

　今、本棚から滑すべり台のように、半分に割った竹がセッティングされている。

　ばっちり固定して、ぴたりとも動かない完かん璧ぺきなセッティングだ。

　そして、セラが切り落としたであろう見事な竹たけ槍やりのような切り口は、俺の顔面に向けられている。

　──まさかとは思う。まさかとは思っているが、

　──これって、流しそうめん的なセッティングなのではないだろうか。

　あれ？　俺も固定されてる？　いつの間に……くそっ身動きが取れない！　首から下がワイヤーか何かで固定されているようだ！

　椅い子すの上に乗るハルナ。ハルナに鍋を渡すセラ。それを見上げ、俺と同じ見解だったのか、無む情じようにも俺から離れるユー。

「ほんなら、いくからなー」

　なんで関西弁べんなんだろう。

「待て！　絶ぜつ対たいやめろ！」

　俺が上体を起こそうとすると、セラの手に緑色の剣けんが握にぎられる。

「我われ々われの料理が食べられないと言うのですか？　あなたのために、仕方なく、仕方なく作ったのですよ？」

「その気持ちはすごくありがたいが、あの……首を落とすつもりっすか？」

「必要ならば」

　切り離はなしたら腹までいかねえだろがよ。

「あれ……流れない」

　ちらりと見てみれば、おかゆが竹の途と中ちゆうで止まっていた。

「あの……恐きよう縮しゆくなんですが、食べさせて貰もらえないっすか？」

「食べさせようとしているじゃないですか」

「いやいや、ちゃんとレンゲとかスプーンとかを使って」

「竹使ってんじゃん」

「もう一度言いますが、『ちゃんとした』ものを使って」

「心配すんな！　『ちゃんとした竹』だから！」

　もうダメだーっ！

「そもそも、そういう甘あまったれた食べさせ方を、我々がするとお思いですか？」

　いや、せっかく美少女と住んでるんだから……しんどいときくらい、苦しんでいるときくらい、そういう夢ゆめを見させてくれてもいいんじゃないか？

「セラ、お前が使った材料だけでも教えてくれ。何を使っておかゆを作ったんだ？」

「歩、あなたはどこまで私を愚ぐ弄ろうしているのですか？　喉のどから直ちよく接せつ流し込んでやりましょうか？」

「いや、そういう訳わけじゃない。ただ、知りたいだけなんだ」

「全く……材料なんて、並ならべるほどのものでもないでしょう。米に水に……まあ、隠かくし味にモルタルを少し入れましたが──無農薬は使ってませんし、ＣＧも使ってません」

　そりゃＣＧは使っ……無農薬を使えよ！　危あぶねえ！　危あやうくフェイクボケに騙だまされるところだった。重要なのはＣＧかどうかじゃない！

「ハルナ、モルタルってなんだ？」

「え？　えーっと……まあ、あれだよ。あれ。うん、あれ」

　ハルナが知らない調味料か。この世界のものではあるってことだな。

　トントン。と肩を叩たたかれる。お？　ユーは知ってるのか。

『セメントに水を加えたもの』＝『モルタルって、コンクリートみたいなもんだよ？』

　……えー。叫さけぶべきか、身み悶もだえるべきか。逃にげるべきか。

　いや、叫ぶべきだろうな。だが、声に出す力は無かった。

　考えろ。考えるんだ俺！　……ぽくぽくちーん、そうだ！

「ハルナの作ったおかゆから、食べたいかな」

　この一手が最良であると俺は判はん断だんした。ハルナの素す晴ばらしい料理を堪たん能のうし、お腹がいっぱいになったと宣せん言げんすることで、自然にセラの料理を回かい避ひすることが出来るのだ。

「じゃあ、あたしの流すからなー」

　ハルナのおかゆか。どんな味かな……さぞかし美う味まいんだろうな。雑ぞう炊すいとか？

　べちゃっと音がして、ハルナが不ふ機き嫌げんな顔をする。椅い子すから降おりると、勉強机づくえにお盆を投げ出し、退たい室しつしてしまった。どうやら、流れないのが納なつ得とく出来ないようだ。

「ユー、ハルナのおかゆを食べさせてくれ」

　今の内に食べきってしまおう。ユーは一つ頷くと、鍋が載ったお盆を俺の枕まくら元もとへ持ってきた。一つはやけに粘ねばり気のある白い料理、もう一つはコンクリート色のコンクリート。

　粘り気のあるおかゆ。というのも恐おそろしいとは思うが、どう考えてもこちらがハルナの作品だろう。

「どちらが私のものか、わからないでしょう。渾こん身しんの出来ですからね」

　ふふん。と鼻を鳴らすセラ。俺が白い料理を選ぶと、ショックを受けたのか、セラは持っていた木の葉の剣を床ゆかに落とした。──こっちが正解だな。考えるまでもないけど。

「……歩、そちらより、こちらの方が確実に美味ですよ？」

「当然、そっちがセラの作ったものなんだろう？」

　なんて声を掛けてみれば、セラは「くっ」と小さく呻うめき、唇くちびるに指を当てる。

　返事に困こまっているのは、このままマズいわけがないハルナの料理を自分のものだと言い切ってしまい、絶ぜつ賛さんの声を浴びたいという気持ちと、噓うそはつけないというプライドが対立しているのだろう。こいつは料理が絡からむと、途と端たんにいつもの凛り々りしさがどこかへいくな。

　さて、セラを封ふう殺さつしている間に、早く食べてしまおう。

　スプーンで一いつ杯ぱいすくい、ユーはふーふーと息を吹ふきかけた。

　そしてユーは少し口を開けた。『はい、お兄ちゃん。あーん』と俺の中のユーが笑顔を見せている。これだよこれ！　こうこなくちゃな！

「あーん」俺は大きく口を開け、はむっと一口。

　これは！　そうか！　この粘り気はチーズだな！　そしてこの味、なるほどクリームソースか！　しかし、これはおかゆではない。リゾットでもない……これはドリアだ！　シーフードドリアだ！

　病人に食わせる料理じゃないねー。イカとかむしろ消化に悪いんじゃないか？

　この旨うまさをなんと伝えるべきかはイマイチわからないが、とにかく美う味まかった。

　もう一口スプーンにすくった女め神がみのガントレットを見て、俺は自分でも気持ち悪くなるほどのノロケ顔で口を大きく開ける。──と、同時に扉とびらが思いっきり開かれた。

「ちょっと根ネ暗クラマンサーなにやってんだっ！　アユムにはあたしが食べさせるんだから貸かせよなっ！」

　ガントレットにチョップを入れて、スプーンがドリアの中へ落ちる。もう一方の手に持っているものは……ヤカン？　そのヤカンはなんだ？　部屋中の大気が震えている気がする。凄すさまじく嫌いやな予感──

　ユーから強ごう引いんにお盆を奪うばい取り、椅い子すを踏ふみ台にして立つと、ヤカンを掲かかげる。

　──まさか……やめろ……絶ぜつ対たいにやめてくれ。

　べちゃっと音がして、ドリアが竹に載のせられる。

「ゆくぞグレイスンっ！　メッサー、ウィングっ！」

　またお前はカール・リヒター・フォン・ランドルとかごく一部の方にしかわからないキャラの台詞を……。ゆっくりとこちらに向かってくるシーフードドリアを目にして、俺は背せ筋すじがぞっとした。サウナでもないのにゾンビ汁じるが止まらない。

　ハルナがヤカンを傾かたむける。……勘かん、弁べんしてくれー。俺は全力で逃げようとしたが、セラが体を押さえた。

「病人は寝ねていて下さい」

　あの氷のような表ひよう情じようのセラがにっこりと笑った。こいつ、これから起こる現象を楽しんでやがるな。どんだけ鬼おになんだ、この忍にん者じやは！

　ヤカンの口からは湯ゆ気げが見える。──え？　もしかして──熱湯かっ！　あいつ、熱湯で流すつもりなのか！　助けてくれ！　ユー……あ、避ひ難なんしている。

　そうだよな、勢いきおいよく熱湯なんかが流れてきたら飛し沫ぶきが飛ぶもんな。

「心配すんな！　あたしを信じろ！」

　無茶を言うな。……この状況で、ハルナを信じるなんて、出来る訳ないだろう。

「誰だれか助けて……」

　俺の悲ひ痛つうな心の叫びは、誰の耳にも届とどかなかった。そして、ウォータースライダーのように、熱湯が竹を滑すべる。濁だく流りゆうと化した熱き水は、俺の顔に襲い掛かった。

　あっ──つあっ！







　ライフスタイル通り、朝早くから学校にいく。寝た気になれないのは、意識を失っていたからか、まだ頭がくらくらするせいだろう。まあ、原因はセラの料理だけど。

　まず入ってくるのは男子生徒──のはずが、そこに現れたのは、

「相川……いつもこんな早く来てるのかよ？」

「トモノリ」

　あの、少年のような吸血忍者だった。お前のクラスは隣となりだろ？

「トモノリいうなっ！」

「じゃあ、お前も俺の嫁よめだとか言うな。認みとめられるかそんなもん」

「俺が嫁なのはもう決定してるんだから仕方ねえだろ」

　仁に王おう立だちちして両手を腰こしに当てた友トモ紀ノリは、目が据すわっている。

「で、ユキって呼べばいいのか？」

「呼よび捨すてかよ……まあ、いいけど」

「じゃあ、友ユ紀キ。お前、こんな時間に何してるんだ？　朝練にしても早すぎるだろ」

「お前の生活リズムに合わせようと思って……」

「わざわざ調べたのか？」

「……相川とは、ここでしか会えないから、少しでも一いつ緒しよに居いるためには……仕方ないだろ？」

「そこまで無理して会わなくていいだろう？」

「オレは、絶対に良いお嫁さんになる！　そう決めたんだよっ！」

　まるで魔ま装そう少しよう女じよのようなワガママさを出した友紀は、俺の前の席に座る。ふう、と息を一つ吐はくと、けろっと表情を明るくさせた。切り替かえ早いなこいつ。

「テスト、どうだった？　オレは全然ダメだった。補ほ習しゆう決定かなー。部活もあるのにさ」

「俺は完かん璧ぺきだった」

「マジで！　相川って優ゆう等とう生せいなのか！」

　目を輝かがやかせた友紀。「スゲー」と小さく呟つぶやかれると、俺は照れ隠かくしに目を逸そらした。

「いや、必死に勉強したんだ」

「オレも勉強をしようとはしたんだけどさー。落書きしてたら時間が無くなってた」

　俺は友紀と笑いあう。俺も、いつもは落書きだけで終わってたなー。

「なあ、友紀。お前はセラと敵てき対たいする関係だろ？　どうして俺たちを助けてくれたんだ？」

「保ほ守しゆ派はと革かく新しん派はってのは、跡あと継つぎを誰にするかでもめてるだけだ。昔は殺し合いまでしてたけど、オレは──仲間に変わりないと思うんだよな」

「お前らしい考えだな。そうそう、あの装そう置ちはまだ動かないのか？」

「そうなんだよ。まどろっこしいよなー。ホントに。オレは提てい案あんしたんだぞ？　もうホース使ってまき散ちらそうってさ」

「それも迷めい惑わくな話だな。あれを破は壊かいしようとしているって話はどうなった？」

「刺し客かくの話だろ？　オレたちも捜そう索さくしてるんだけどさー、情じよう報ほうが少なすぎんだよなー。せめて名前さえわかれば、簡かん単たんに見つけられるんだぜ？」

「へえ、凄いな」

「だろっ！」友トモ紀ノリはひまわりが咲さいたような笑顔を見せた。

「ところでさ、駅前に新しいコンビニが出来たの知ってるか？」

「ああ、俺を誰だと思ってるんだ？」

「本当にコンビニマニアなんだな」

　そんな情じよう報ほうまで知ってるのか。こいつもコンビニ好きをバカにするような奴やつなのかと少し警けい戒かいしながら、「悪いかよ」と呟つぶやく。

「いや、実はオレもなんだ」

　友紀さんステキっ！　こうして、俺たちは固い握あく手しゆを結んだ。こいつとは夫ふう婦ふとしてでなく、友達として知り合いたかったな。

　いや、夫婦なんてのは言葉だけで良い。大事なのは、そこじゃない。肩かた書がきはどうあれ、友として付き合っていけば。友紀もそんな雰ふん囲い気きを見せているしな。

　嫁とかそんなのは面めん倒どうくさいし、どこぞの魔装少女たちのように居い候そうろうするとか言い出さないんだったら、こんな関係を続けてもいいかもな。

　まあ、これが織おり戸とだったら、俺は無視して眠ねむりこけていただろう。

　だが、楽しそうに話を振ふってくる友紀との会話は、全然苦にならなかった。

　周りに誰もいない状況ってのも一つの要因じゃないか。と思っていたが、そうでもなかった。男子生徒や委員長に似にた生徒が入ってきても、俺たちは話を続けたんだ。

　織戸が登校してくる時間になると、周りでは生徒が談だん笑しようを始めていた。

「さて、そろそろ戻もどるかな。昼休みにもっかい来るから。じゃ──」

　片かた手てを上げ、退たい室しつする友紀と入れ替かわり、織戸が俺の席の前に現れたので、すぐさま机つくえに突つっ伏ぷす。

「あ、相川！　てめえ本当にトモノリと付き合ってんのか！　おい！」

　おやすみなさいませ。織戸様。

「おーい！　相川！　相川────っ！」

　俺はこのまま、昼休みまで眠ねむり続けた。

　次は友紀と何を話そうか──そればかりを考えて。







　昼休みになると、先せん述じゆつ通り友紀がやってきた。俺はハルナから受け取った弁べん当とうを広げ、織戸も弁当を広げる。

　ちなみに、今日のメニューは──卵たまご焼やき。あー、あの究極卵焼きか。美う味まいんだけど、量がなー。

　俺の弁当の中身を見た友トモ紀ノリは大きな声で笑い、

「あはっ！　卵焼きのみってなんだよ！　ヤベーっ！　はいよ。これ、相川の弁当」

　と、弁当を手渡してきた。

「お？　トモノリの弁当は？」

　織戸の言葉に、友紀は胸むねを張って、自じ慢まんするように言った。

「オレは、腹はらが減へらないんだ！」

　ふふん。と鼻を鳴らす友紀へ、織戸はメガネの奥おくにある目を光らせた。全すべて知っているとでも言いたげな憎にくたらしい表ひよう情じようだ。

「相川、言ってやれよ。トモノリにダイエットは必要ないってな？」

「あ、アホか！　ダイエットなんかするかよ！」

　友紀はペシペシと織戸のツンツン頭を叩たたく。

「だ、そうだけど？」

　俺は友紀の弁当箱を開け、エビチリを摘つまむ。

　そのとき、言い知れぬ緊きん張ちよう感が駆け抜けた。ごくりと喉のどが鳴ってしまう。

「ど、どうかしたのか？　あれ？　エビだったよな？」

　エビチリを睨にらみ付けて制せい止しする俺に、友紀が困こん惑わくしていた。

「ああ、そこは問題ない」

　俺が危き惧ぐしているのは、『吸きゆう血けつ忍にん者じやの料理がヤバい』のか『セラの料理がずば抜ぬけてヤバい』のか、というところだ。もし前者なのであれば、この料理を食べた瞬間、俺は保ほ健けん室しつ──いや、救急治ち療りよう室しつへ運ばれる可か能のう性せいがある。

　織戸に毒味させるか？　──いや、死者は出したくない。

　心配そうに見つめる友紀を見ていると、やるせない気持ちになってきたので、俺は一つ大きな深しん呼こ吸きゆうして──

　ええい。ままよ！

　口に入れると、少し辛からめの味付けだったが、まあまあの美う味まさだった。続けて食べた唐から揚あげもそこそこ。ハルナと違ちがうところは、ちゃんとご飯も入っているところだな。

　つまり──普ふ通つう！　この時点で、セラの料理がすこぶるヤバいことが判はん明めいした。

　ぐ～。

　ん？

「なんの音だ？」

　織戸も俺も同時に首をひねった。

「さあね」友紀が肩かたをすくめたとき、もう一度、

　ぐ～。

　──それは、友トモ紀ノリから聞こえてきたものだった。

「腹、減ってるじゃねえか」

「う、うっせーなっ！　減ってないっつってんだろ！」

　顔を真っ赤にさせて、必死の否ひ定てい。だが、それでも腹は鳴る。

「ほら、食えよ」

　俺はハルナの究極卵たまご焼やきを一口提てい供きようする。

「ほんとだって！　本当にオレは腹が減らない体たい質しつなんだよ！」

　友紀は異い議ぎを唱え続けていたが、オレが強ごう引いんに差し出すと、仕方なしに一口ぱくりと食べる。そして、その美う味まさに驚きよう愕がくした。

「なんだこれ！　うまっ！　相川が作ったのか？」

「これは、ウチのハルナが作った物だ」

　もしかしたら、嫉しつ妬とするかもしれない。俺は「今の台せ詞りふを言わない方が良かったかな」と思ったのだが、友紀は純じゆん真しん無む垢くな子こ供どものような顔で、

「すんげーっ！　どうやって作ればこんなうめーの作れんだよっ！」

　どうやら、友紀には嫉しつ妬と心しんなどと言うものはないようだ。

　すごいものはすごい。と素す直なおに楽しめるんだな。

「そいつのこと、師し匠しようって呼よんでも良いのか？」

「いや、俺に許きよ可かを求められても……」

「もっと貰もらっていい？」

「ああ、見ての通り、いっぱいあるからな」

「やたっ！　ちょ、ちょっと待っててくれ！」

　両手でストップの意思表ひよう示じをしたあと、陸上部のダッシュで教室を出て、数秒で帰ってきた。

　その手には──妙みような袋があり、その中に入っていたのは……マヨネーズ、各種ドレッシング、ごま油、サラダ油に、ラー油、オリーブオイル……油ばっかりかよ。

「なんだよそれ」

「いっただっきまーす！」

　満面の笑みを浮かべた友紀は、相川さん家の究極卵焼きに、ドレッシングをぶっかけやがった。

「おまっ！　なにしてんだよ！」

　叫さけんだのは織戸だった。こいつはまだ卵焼きに手を付けてなかったからな。ガタンと椅い子すが音を立て、織戸が立ち上がる。そして、哀あい愁しゆう漂ただよう表情で卵焼きに目を落とした。

「トモノリー、卵焼きにドレッシングはないだろ～」

　織戸の切実な声。断ことわりもなく唐から揚あげにレモン汁を掛けられたような、何とも言えない気持ちになっていた俺は、とりあえず友トモ紀ノリを殴なぐった。

「いたっ！　いいじゃねえか、ごまドレッシング。ノンオイルなんざ認みとめねえ！」

「いや、お前のドレッシングのこだわりなんかどうでもいいわ！」

　織戸と友紀が睨にらみあう。

　俺はその隙すきを見て、織戸の弁べん当とうをつまみ食いした……







　家に帰ると、ハルナが玄げん関かんで電話の受話器を持ちながら唸うなっていた。

「何してんだ？　お前」

「あ、アユム！　いつからそこにっ！」

　後ろ手に受話器を隠かくすハルナ。なんかやましいことでもしていたのだろうか。

「お前、電話で何をするつもりなんだ？」

「何でも良いだろっ！　アユムには関係ないっ！」

「いや、ウチの電話だし……言わないとお前の下着を俺が洗せん濯たくするぞ」

「実はさー」ハルナは観念したのか、ころっと態度を変え、受話器をあるべき場所へ置いた。アホ毛をふらふらと横に揺ゆらし、何かを考えている。

「大先生に謝あやまろうかなって思って」

　俺は、その言葉に驚きよう愕がくした。ハルナが自分から謝しや罪ざいを申し出るなんて。あの口げんかのことを謝るのか？　ハルナが？　へえー。──ハルナにとって大先生という存そん在ざいはそれほど大きいものなんだな。

「でもさ、ただ謝るだけじゃ」

「なんだったら、ゲーセンにでも誘さそってみたらどうだ？」

　という俺の提てい案あんに、アホ毛がぴょいーんと反はん応のうした。

「うん！　それだっ！　大先生なら、絶ぜつ対たい喜ぶなっ！」

　喜ぶハルナの姿すがたに、俺はお役に立てたことを光栄に思った。

　たたいてかぶってジャンケンポンでもやっているかのように受話器を俊しゆん敏びんな動きで取ったハルナは、早さつ速そく電話をかける。

「あ、大先生ですか？　あたしです。リフレイン年ライジング組のハルナです──」

　なぜ女じよ性せいってのは電話の時だけ人じん格かくが変わるのだろうかと考察しながら部屋に戻ると、セラが掃そう除じしてくれていた。

「おや、戻もどりましたか」

「ああ、ただいま。ほんと、セラが居いてくれると楽でいいわ」

「ゴミ箱は定期的に綺き麗れいにしておく必要があるだけです」

　この部屋はセラにとってゴミ箱のようなところなんだ。

　カバンを置いて、制せい服ふくを着き替かえる。セラは別に横で俺が着替えても、どうでも良いようだ。ハルナだったら絶対顔を赤くするのにな。タンスの引き出しを開け、一番上のジーパンを取る。

「ところで歩、洗濯物を出すときは、ポケットに入ってる物は出してください」

　セラはあの鉛えん筆ぴつ型爆ばく弾だんを俺に見せる。すっかり忘わすれてたわ。洗濯中に爆発でもしたらエラいことになるところだったな。

「ああ、すまん」

　別べつ段だん異い常じようのないことを確かく認にんしていると、立て続けにセラはメガネケースを突きつけてくる。

「それと、この眼め鏡がねなんですが──」

　おおーっと。あのエロメガネを発見していたようだ。これはマズい。

「いや、それは──」

　それがエロメガネであることを知られたら、セラに首を切り離はなされてしまう。俺が言い訳わけと噓うそを考えていると、セラは真しん剣けんな顔でこう言った。

「預あずかっていたのなら、なぜ私に渡わたさなかったのですか？」

　え？　もしかして、この黒くろ縁ぶち眼め鏡がねはセラのものだったのか？

「渡されたときに何も言われなかったぞ？」

　いや、待てよ。あのときこの眼鏡を渡した奴やつは「話は聞いているな」と言っていた。セラもあの女生徒も、両方が俺に説明をすると思ってたのではないだろうか。

「やはり、私が取りに行くべきでしたね。あまりあなたの学校には、行きたくありませんが」

「てことは、あいつはお前と同じ保ほ守しゆ派はの吸きゆう血けつ忍にん者じやだったのか？」

「そういうことです。何も説明されなかったのですか？」

「ああ、全く。そのエロメガネをどうしてお前が──」

「歩、これを使ったのですか？　軽けい蔑べつさせて頂いただきます。いえ、すでに軽蔑していたので、失礼ですが、これ以上の軽蔑の言葉をお教え願えますか？」

　軽蔑する相手に聞くことじゃないだろ。とりあえず目の色を変えて俺を見ないで。

「で、そのメガネを何に使うんだ？」

　セラはデニムパンツのポケットから一枚まいの紙を取り出す。

「そのメガネは、透とう視し能のう力りよくが備そなわっているのです」

「ああ、その効こう力りよくは実じつ証しよう済ずみだ」

「この密みつ書しよを見るためには必要なものなのですよ」

「あー、なるほど。で、なぜそれを俺に？」

「一度取りに向かったのですが旧友には会えなかったので、学校にいる歩へ渡してくれればいいと話をしたんです」

　そういうのは、本人に伝えるもんだろ？　やっぱり、双そう方ほうが説明すると判はん断だんして、失敗したんだろうな。

「まあ、内ない容ようはあの装そう置ちの事でしょう」

　セラはメガネを装着する。満足げな表情で、

「やはり予想通りですね──あの装置を阻そ止しするために……」

　はらり。震ふるえるセラの手から紙が落ちる。時が止まったように全く動かないセラ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　何が書かれていたんだ？」

　セラは無言のままメガネを外す。人差し指を唇くちびるに当て、思考しているようだ。

「歩、私はどうすれば良いでしょうか？」

「だから、なんて書いてあったんだよ」

「ヘルサイズ殿どのを──殺せと」

　は？　セラはユーを守りに来たんだろ？　ユーを殺してしまったら、吸血忍者の頭とう領りようを蘇よみがえらせるとかも出来なくなるんじゃないのか？

「なんで、殺す必要があるんだよ」

「密書によれば、あの装置を使って、人類を吸血忍者に変えてしまう馬ば鹿かな計画を目もく論ろんでいる連中が居るとのことです」

「それがユーとどんな関係があるんだよ」

「妖よう怪かいの大量発生に対たい抗こうするための施し策さくでしょう。全すべてと言わず人類の半分でも吸血忍者に変えれば、今回だけでなく、これから先、同じようなことが起こってもなんとかなるとでも考えたのでしょうか。──全ては妖怪の大量発生が原げん因いん。そして、その元げん凶きようを辿たどればヘルサイズ殿へと辿り付く」

　なんでそうなるんだよ。俺にはさっぱり、意味がわからない。

「確か、あの装置を壊そうとしている刺し客かくが居るって話がなかったか？」

「ええ、確たしかにそう言ってましたね。私もその話が出たときに、この密書の内容がそれであると判断しました。ですが──違ちがった」

「どうすればいいとか聞くまでもないだろ？　こんなの無効だ」

「──簡かん単たんに言わないでください」

「お前の任務はユーを守ることだったはずだろ？　ユーを殺すなんて」

「──その任務が、変更されたのです。それがどういうことか、わからないのですか？」

「ああ、わからないね」

「……私は、忍しのびなのですよ？」

「だからなんだよ」

「……もう、いいです」

　セラは何を怒おこっているのか、呆あきれた様子のまま部屋を出ようとする。

　俺は持っていた鉛えん筆ぴつ型爆ばく弾だんをポケットに入れ、すれ違うセラの腕うでを強くつかんだ。

「待てよっ！　お前、どうするつもりなんだ？」

「妖怪の大量発生を止めれば、ヘルサイズ殿を殺す必要もありません」

「どうやって？　お前、メガロ全部を相手にする気か？」

「ええ。そう言っているのです。我われ々われは黒くろ幕まくが誰だれかを知っている。奴らを見つけ出し、殺すのです」

「出来るわけないだろ。とりあえず、京子たちのことをお前の上司に報ほう告こくしてみればどうだ？」

「しました。私が接せつ触しよくしたことは全て報告済みです」

「それでも、ユーを殺せと言ってきてるのか？」

「この書が、最後に送られてきたものです。──つまり、変へん更こうはない」

「それにしたって、話が吹ふっ飛びすぎてるだろ」

「極論──そうか。そうですよ！」

「ん？」

「こんな馬鹿げた計画を企たくらんだがために、ヘルサイズ殿を殺せという極論が出た。つまり、あの装置さえ壊せば、任にん務む変更がくるかもしれない」

「任務変更がこなかったらどうするんだ？　お前はユーを殺すのか？」

「そのときは残念ながら──」

　仕方がありません。そんな言葉を言いそうだったので、俺は我が慢まんが出来なかった。

「ふざけんなっ！」声を荒あららげた俺に、セラは目を丸くしていた。

「お前ら吸きゆう血けつ忍にん者じやってのは、なんでそう融ゆう通ずうが利きかないんだよ！　やりたくないことはやらなくてもいいだろうっ！」

「あなたは、任務というものの重さを知らない」

「ユーの命は、それよりも軽いのかっ！」

「そんな言い方は卑ひ怯きようです！　我々吸血忍者にとって──」

「その言葉は聞き飽あきた。お前、本当にユーを殺すのか？」

「だから、そんなわかりきったこと、聞かないでください！」

「そういう言葉を聞きたいんじゃない！　どっちなんだ！　殺すのか？　殺したくないのか？　俺は吸血忍者に聞いてるんじゃない！　セラに聞いてるんだ！」

「──殺したい訳わけがないでしょうっ！」

　ヒスイ色の美しい瞳ひとみが、潤うるんでいた。気き丈じようで強気な光を放つ瞳が、今日は少し揺ゆらいで輝かがやいていた。

「……お前は、いつも正直だよな」

「お世せ辞じは結けつ構こうです。──気持ち悪い」

　ふん。と鼻を鳴らし、人差し指で目をこすったあと、セラはいつもの通り、凛りん然ぜんとした表情で、決意を込めた声を出した。

「ですが、おかげでふっきれました。私は、この任務を放ほう棄きします」

　俺はふうと息を大きく吐はく。

「とりあえず、あの装置をなんとかしなくちゃな」

「ええ」

　そのとき、部屋の外からどたどたと足音が聞こえ、俺はその足音で誰がやってきたのかが一発でわかった。──ハルナだ。

「アユム！　あたしゲーセンいってくるけどアユムもいく？」

　俺はセラと顔を見合わせる。

「いや、ちょっと用事があるんだ。大先生は来られるって？」

「うん！　ほら、大先生がメガロを一いち網もう打だ尽じんにしたじゃん！　そんでちょうど休きゆう暇かを貰もらったみたいなんだけど、退たい屈くつしてたんだって」

　台せ詞りふの一つ一つから楽しさが窺うかがえる。どうやら、仲直りは出来たようだな。

「せっかくなんだし、ハルナと大先生、二人きりで楽しんでこいよ」

「えー、アユムもこいよなー。葉っぱの人は？」

「私も、野や暮ぼ用があるのです」

「ユーを誘さそってみたらどうだ？」

「根ネ暗クラマンサー？　なんか、家から出たくないって」

　まだ気にしてるのか？　京子やメガロが現れたのは自分のせいだって。

「次のときは一いつ緒しよにいくさ」

「ほんと！　絶ぜつ対たいだかんなっ！」

　部屋を飛び出したハルナを見み届とどけた俺はセラへ視線を向ける。「俺たちもいくか」と声に出さなくとも、何が言いたいのか理り解かいしたセラは、こくりと強く頷いた。










　その佇たたずまいは、肝きも試だめしに最さい適てきだった。俺たちは革かく新しん派はの吸血忍者が居るビルへやってきた。夜の空は薄うす気き味み悪わるく、今にも崩くずれ落ちそうな外がい壁へきと冷たく感じる風が、いかにもな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　音はなく、自分の足音が気になるほどだった。

　入り口へ向かうと、そこには黒いマントを着た少女が倒たおれている。

「歩」セラが小さく俺を呼んだ。

「ああ」俺はその返事だけを返した。

　今、この場所で何かが起こっている。

　俺は、チェーンソウを持ってこなかったことを後こう悔かいした。でも、あれって持ち歩いてると即そく逮たい捕ほされそうで嫌いやなんだよな。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　倒れている少女へ声を掛かけてみるが、返事はない。ただの屍しかばねという訳ではなさそうだが。

　確たしか、首の辺りを触さわってみれば生きてるかどうかわかるんだっけ？

　俺はドラマとかの知ち識しきを頼たよりに、そっと首に触れてみる。

　意識がある場合、知らない人物に首なんて急所を人に触さわられそうになったら抵てい抗こうするだろうし、意識はないんだろう。指先で脈動を感じた俺は、この少女がまだ生きていると確かく信しんし、ほっぺたを叩たたいてみる。

「おーい。大丈夫かー」

　こういうときに呼び掛ける声は大きい方が良いのだが、周りが静かすぎるとどうも声を出しにくい。

　全く反はん応のうしない少女をどうするか迷まよっていた俺だったが、結局放ほうって置くことにした。

　警けい察さつや救急車を呼んだら、吸血忍者はありがた迷めい惑わくだと思うんじゃないかな。俺自身がそうだし。

「中へ入りましょう」

　セラに続いて建物内へ入る。足音を消してそろりと中へ踏ふみいった訳だが、そこで「あー」と絶ぜつ望ぼうの声を上げてしまった。

　吸きゆう血けつ忍にん者じやが、数人倒れているからだ。

　全員、殺されているわけではない。ただ、気絶させられているようだ。

「これは……我われ々われ吸血忍者が使う催さい眠みんガスによって眠ねむらされているようですね。歩、あまり空気を吸すい込こまないようにしてください」

　なるほど。セラよりも強い吸血忍者をこれだけ相手にするのは骨ほねが折れそうだからな。催眠ガスでも使った方が確かに効こう率りつが良いだろう。吸血忍者がなんのために全員眠らせたのだろうか。

　俺は少し急ぎつつも音を極力立てないよう細心の注意を払はらい、座すわり込む吸血忍者、横たわる吸血忍者を尻しり目めに、あの装置が置いてある広い場所へと向かった。

　装置のある部屋の前に倒れているのは、──友トモ紀ノリ！

　俺は叫んでしまいたい衝しよう動どうをなんとか抑おさえた。背はい後ごから、もう感じ慣なれてしまった『殺気』とやらが当てられていたからだ。

「誰だれかと思えば、セラフィムか。何をしにきた？」

　振ふり向くと、そこには──俺の学校にいた、黒くろ縁ぶち眼め鏡がねを渡しに来た女生徒──セラの旧友が、透すき通る水のような剣けんを握にぎっていた。

「あの天候を操あやつる装置を、破は壊かいしに」

　セラの良いところは正直なところで、セラの悪いところは正直なところだな。

「それは困こまる」

「なぜ？」

「人類吸血忍者化計画を円えん滑かつに進めるためには必要だからな」

「今、なんと言いました？」

　にらみ合う凛り々りしい顔をした二人。似にたもの同士という奴だろうか。

　そうか。刺し客かくだ！　あの女生徒がこの装置を壊そうとしている刺客。革かく新しん派はが使おうとしているこの装置を、保守派の──人類吸血忍者化計画ってのは、保ほ守しゆ派はの計画なのか？

「あいつはお前と同じ保守派の吸血忍者じゃなかったのか？」

「ええ。まさか、あの馬ば鹿かげた計画が我々の派は閥ばつから出たものだとは」

　ぐっと奥おく歯ばを嚙かみしめるセラの周りに、木の葉が舞まう。ヒスイの瞳ひとみは赤く染そまり、マントが音を立てて翻ひるがえる。

「おいおい、私とやりあうつもりなのか？　同じ保守派の吸血忍者だというのに」

「気の合う話は酒をかわしながら、気の合わない話は──剣けんをかわしながらっ！」

　セラが剣を取り出す。セラの緑色をした剣と女生徒の青い剣がぶつかり合う。

　どうする？　加か勢せいするべきか？

「秘ひ剣けん、燕つばめ返がえし！」

　剣が重なり、音を奏かなでる。二回、三回。四回目の音は、無かった。

　セラの胸むな元もとから、鮮せん血けつが飛び散った。一刀のもとに、切り伏ふせられたのだ。

　──そんなに簡かん単たんに？

　なるほど、セラを圧あつ倒とうできるぐらい強いんなら、この惨さん状じようも納なつ得とくできる。

　俺は柱の陰かげに隠かくれ、顔を出すことすら出来なかった。

「セラフィム、強くなったな──三さん撃げきも耐たえられると思ってなかった」

「──あなたは、疑ぎ問もんを持たないのですか？」

「お前はいつから任にん務むに疑問を持つようなバカになったのだ？」

　あの装そう置ちをなんとかするのが先か、それとも、あいつを倒たおしてしまうのが先か。

「人を守るために人を吸血忍者に変える。そんなことが矛む盾じゆんしていると、なぜわからないのですか」

「どう思うかなど、無意味なことだ。私は、そういう任務を与あたえられたのだから」

　考えている時間が勿もつ体たいないな。何か行動を取らないと。

　ふとポケットに手をやると、そこには鉛えん筆ぴつが一本。

　鉛筆型爆ばく弾だん。使い方は確たしか──よし。

「それでも、間ま違ちがっている」

「セラ！」

　俺が柱から飛び出した瞬しゆん間かん、女生徒は青い剣を俺に投げつけた。それは俺の目には捉とらえられない速さで、首に突き刺さる。

　なんだこりゃ？　水のような色の剣だ。

「ん？　今ので死なないのか？　どういう仕組みか」

　女生徒は目を細める。俺は剣を引き抜ぬき、首を揉もみほぐしながら、

「とんこつスープの雨を降ふらせるとか、人類吸血忍者化計画だとか、ユーを殺せとか、吸血忍者はどうしてそう、まとまりがないんだ？」

「そこまで思考すればわかることだろう。今、吸血忍者には絶対的な指し導どう者しや、決けつ定てい権けんを持つ者が居ないからだ」

　女生徒はそう答え、手を払う。俺は直感で横に避よけると、壁かべに銃じゆうで撃うたれたような穴あなが空いた。よく見れば、手が濡ぬれている。水すい滴てきを飛ばしてきたのか。

「なるほど、だから頭とう領りようをユーに生き返らせて欲ほしいと」

「歩！　逃にげて下さい！　あなたが敵かなう相手では──」

　ピッチャーのように、俺は大きく振りかぶって鉛筆を投げつけた。

「そんな物が、当たると思ってるのか？」

　首を横に倒すだけで、鉛筆は女生徒を通つう過かする。

「的中したさ」

　俺はにやりと口の端はしを吊つり上げる。狙ねらいはお前じゃない。その奥だ。

　女生徒が振り返る。と、爆音が部屋に轟とどろいた。

　穴が開いたのは、壁。

　──しくじったっ！　絶対的中したと思ったのにっ！

　俺は装置に向けて投げつけたのだが、辿たどり付く前に弾はじかれたんだ。

　あのタイミングで間に合うのかよ──くそっ！　格かつ好こうつけた自分が恥はずかしい。

「残念だったな。あの装置は壊こわさせない。私が頂いていく」

　女生徒の手には、水の塊かたまりがあった。バレーボールくらいの大きさだろうか。

　そして、それが放り投げられると、四散する。

「とくと味わえ──飛剣、百ひやつ鬼き漸ぜん殺さつ」

　スプリンクラーのように広がった水飛し沫ぶきは、その全すべてが俺に襲おそい掛かかってきた。刃やいばの豪ごう雨うだ。逃げようと一歩下がると、そこが壁であることに気づく。

　この技わざって、セラの奴やつと同じか？

　雨を避けられる訳わけないだろ……参ったな。粉々にされるんじゃ。

　いや、たとえ粉々になっても、友トモ紀ノリの仇かたきは取ってやる。チェーンソウ、やはり持ってくるべきだったな。

　肩かたに、太ももに、水の剣が突き刺さる。

　それでも前へ進もうとした──そのときだ。

『最終詠えい唱しようを確かく認にんした。目標地点の重力を一〇Ｇに変へん更こうする』

　低く、それでも聞き取りやすい男の声が聞こえ、全ての水が俺ごと床に叩たたきつけられた。

　ウチの学校指定のスカートを翻し、焦しよう点てんの合わない視線で前を見み据すえる少年──いや、少女が俺の前に立っていた。

　友紀？

「ほう？　眠ねむってない奴が居たのか？　手間を取らせてくれる」

　やっぱりそうか。倒れていた吸血忍者たちは倒されたんじゃない。眠らされていたんだ。

　友紀が右手を伸のばす。すると、友紀の前に怪あやしげな男が現あわられた。

　右半身は人の姿すがた。二メートルくらいある屈くつ強きようそうな男の姿だ。だが、左半身は炎ほのおのように揺ゆらめいていた。──さっきの言葉は、この男が発したのだろうか。

　その男は飛行機雲のように白い炎の残ざん像ぞうを残しながら、女生徒に殴なぐりかかった。

　女生徒は青の剣を払う。だが、全く手て応ごたえもなく、剣は体を通り抜ぬけ、女生徒は強く握られた右拳で殴り飛ばされた。

　炎の男は揺ゆらめいて消える。

「其そは命の分ぶん岐き点」『第一詠唱を確認、術じゆつ式しき解かい放ほう』

　淡たん々たんと、静かに、はっきりと、友トモ紀ノリの口から呪じゆ文もんのようなものが聞こえ、それに答えるように、向こうが透けて見えるような陽炎かげろうが、人のような形を形成していく。

　青い剣を持った女生徒が距きよ離りを詰つめた。

「我は生の道を、汝なんじは死の道をゆくだろう」『第二詠唱を確認、衝しよう撃げき波は、発動準じゆん備び』

　友紀は肩口から脇わき腹ばらまで切り伏せられたが動じず、右半身だけの男は友紀の体を通り抜け、女生徒の腹はらへ拳を食い込こませる。

「嚙かみ砕くだけ、マスティコア」『最終詠唱を確認した。前方へ衝撃波を発はつ射しやする』

　羽音のような音のあと、外壁が一いつ斉せいに吹き飛んだ。セラは装置の陰に隠れてなんとかやり過ごしたようだが、女生徒はぐらりと体勢を崩くずし、そのまま倒れてしまう。

　なんだ？　今のは。

　破は壊かいされた場所から、月明かりが差し込む。一瞬で、部屋が口の字からコの字にされてしまったんだ。壁を一瞬で吹ふき飛ばすなんて。

「相川、歩」冷たい眼まな差ざしをした友紀が俺を見る。

「友紀？　お前どうしたんだ？」

　俺の言葉には反応せず、友紀は人形のように立ち竦すくんでいる。くるりと体を反転させ、あのとんこつスープの雨を降らせる装置を眺ながめていた。

　友紀が左手を胸の前に出すと、また別の幽ゆう霊れいが腕うでの上に乗っかっている。セラは咄とつ嗟さに横っ飛びになり、装置から離れた。

　野球ボールくらいの大きさだろうか。丸めたティッシュに火をつけたような物体が螺ら旋せんを描えがきながら装置へと飛んでいく。

　そして、装置が爆ばく発はつする。違うな。装置が爆発したんじゃない。さっきの火の玉が爆発したんだ。白い炎が装置を焼いている。

『目標の破壊任務に成功した。残ざん存ぞんする敵てきの排はい除じよを開始』

　友紀の背はい後ごにいる男が、渋しぶい声で言った。何の感情もこもっていない、淡々とした言い方だ。

　友紀は次に、俺へ向けて腕を伸ばす。背後に佇たたずむ幽霊のような右半身の男が俺の顔を見た。それが何を意味するのか、瞬しゆん時じに理解した俺は横っ飛びに逃げようとする。

　音もなく忍しのび寄よる男。その顔面を殴なぐり飛ばしてやろうとしたが、すかっと空を切るだけだ。触さわっても熱さは感じなかった。──煙けむりのような存そん在ざいなのだろうか。

　ボディビルダーのように鍛きたえられてる半はん透とう明めいの右腕が、俺の頰ほおを叩く。

　痛いたくはないが、痛いと声を出しそうになるほどの衝撃だ。──だが、死ぬほどじゃない。

　反撃しようとした俺だったが、出来なかった。

　だって、仕方ないだろ？

「友トモ紀ノリ……お前──」

　なんだ？　なんで──

「なんで泣いてるんだよ」

「あ、いか──わ。たす──『母体に異常を確認した。術式限げん定ていを解かい除じよする』」

　友紀の周りに火の玉が飛び交かう。三──四──五個こか。さっきの爆発の威い力りよくから考えて、この部屋が消し飛ぶ量かな。

「秘ひ剣けん、燕つばめ返がえしっ」

　ギン。と金きん属ぞく音おんが鳴り、緑の剣が現れたばかりの火の玉を切る。二つに分かれた火の玉はボウと燃もえ上がり、消えた。あの玉は攻こう撃げき出来るのか。

「歩、なぜ戦わないのですか！」

　セラは左手で傷きずを負った胸むな元もとを押さえながら剣を振るう。友紀は動じることなくセラに火の玉が放たれる。踊おどるようなステップを踏ふんでかわすが、変へん則そく的な軌き道どうを描く火の玉を避けきれない。

　爆発音。セラの脚きやく線せん美びが赤く染まる。

　仕方がない。やるしかないだろ！　俺は距離を詰めて、友紀の背後に立つ右半身の男へ拳を叩き込む。二○○％だっ！　避ける動作すらしない男に、拳が当たる。今度は確かな手応えがあった。鉄板でも殴ったような、そんな手応えだ。

　そのとき、友紀の目に生気が宿った。

「相川──オレ、どうなってんだ！　なんだよこれ──どうなってんだよこれ！　入ってくるなっ！　オレの中に入ってくんなよっ！」

　意識が戻ったのか？　友紀は自分の体に何が起こっているのか、理解出来ない様子だった。背後に佇んでいた炎のような男が、背中から友紀を貫つらぬいている。

　火の玉の一つが、すっと俺の懐ふところに入り込こむ。──近づきすぎたか。

　ドン。と大きな音を立てて、火の玉が爆発し、俺の体を吹き飛ばす。その衝撃は、体が真っ二つになるほど。

　そして、俺から離れると、また友紀の目から光が消える。

「凍いてつく心を解とき放て」『第一詠唱を確かく認にん、術じゆつ式しき解かい放ほう』

　なんだ？　さっきと同じ奴をやる気なのか？

「其そは神々の息い吹ぶきさえも吹ふ雪ぶきへと変えるだろう」『第二詠唱を確認、冷れい却きやく準じゆん備び完かん了りよう』

「セラ、ここから逃にげるぞっ！」

　体をくっつけて、俺は必死に起き上がる。俺が声を掛けたと同時に、

「駆かけ抜けろ、アブソリュート・フェンリル」『最終詠唱を確認した、氷結を開始する』

　一瞬で、部屋中が凍こおり付いた。

　これは、あのときの、ゲーセン帰りに起こった現象と同じだ。

　そして、この現象を見た京子は言った。

『あはっ……やっぱり持ってるじゃないですか──アリエル先生の魔ま装そう兵器をっ！』

　そして、大先生のあの言葉。

『どこ……ですかぁ？　どこにも、居いないじゃないですかぁ。もう～、アユムさんたらぁ』

　預あずかり物を『居ない』と表現したのはどういうことだろうか？

　友トモ紀ノリという吸血忍者そのものが、大先生から俺への預けものだったのではないだろうか？

　それだけじゃない。あの女生徒は人類吸血忍者化計画とかいう、はちゃめちゃなことを画かく策さくしていた。つまり──あいつは『破は壊かいする気』がなかったんだ。

『目標の破壊任にん務むに成功した。残存する敵てきの排はい除じよを開始』

　もしかして、あれを破壊しようとしていた刺し客かくってのは──友紀じゃないのか？

　いや、正確には、友紀の中に居る、兵器としての友紀。いや、もしかしたらあの右半身の男が魔装兵器って奴なんじゃないか？

　俺の足が凍りついていく。壁や廊ろう下かまで、すでに氷に包まれていた。セラも逃げ切れなかったようだ。──だが、友紀だけが、友紀の体だけがその被ひ害がいを受けていなかった。

　あのときもそうだ。『地面に倒れる友紀の体の周辺はすでに凍りついていた』

　──友紀の体の周辺。

　俺なんか下半身が動かなかったのに、友紀の体は大だい丈じよう夫ぶだったじゃないか。

　友紀は俺の方へ体を向け、一歩近づいてきた。

　ぱりっと氷を砕くだく音がして、こちらへ少しずつ歩み寄る。

「右に青き炎を持て」『第一詠唱確認、術式解放』

　またか。まだそれをやるのか？　俺は凍る靴くつを脱ぬぎ捨すて、氷の上に立った。

「左に赤き炎を携たずさえろ」『第二詠唱確認、火か炎えん放ほう射しや、準備完了』

　俺はもう一度距きよ離りを縮ちぢめる。さっきの火の玉が向けられるが、セラが友紀の腕へ紅も葉みじのような形をした葉っぱを投げつけ、軌き道どうをそらせた。放たれた火の玉は、壁にぶつかり、爆ばく破はした。

　どうすれば止まる？　どうすればいい？

　わからない。友トモ紀ノリを殺すしかないのか？

　──出来るわけないだろっ！

　こいつは、俺の友達なんだぞっ！

　俺は友紀の体を抱だきしめる。殴るとか、そんなんじゃない。
















「やめろ！　やめてくれよ！　トモノリ！」

　その瞬間、確かに──目に光が戻った。

「と、トモノリ言うな────っ！」

　叫んだ友紀は、糸が切れたようにふっと気を失った。

　友紀の気合いに吹き飛ばされるように、炎のように揺らめいていた右半身の男と爆発する火の玉は、空気に溶とけていった。







　あの友紀はなんだったのか、氷はすぐに溶けてなくなり、俺はとんこつスープの臭においが広がる部屋に座すわり込んでいた。中身は全部壁の外へ流れ出てしまったようだ。

　隣となりでは友トモ紀ノリが寝ね息いきを立て、部屋の隅すみではセラと女生徒が壁に寄よっかかっている。

　セラは倒たおれている女生徒が持っていた血けつ液えきパックを飲み干ほしたが、それでも傷きずが癒いえなかったようだ。

　セラが男を魅み了りようする胸むねを押さえながら、こちらへと足を運ぶ。俺は立ち上がり、「大だい丈じよう夫ぶか」と声を掛けた。

　セラは首を横に振る。

「やはり、生き血をすすらないといけませんね」

「だったら、俺の血を吸すえばいい」

「絶ぜつ対たいに嫌いやです」

　でしょうね。だから赤い目で見ないで。

「なあ、セラ。友紀は──メイル・シュトロームってのは」

「──私にはわかりません。彼女は、あのような能のう力りよくなど、持ち得てはいませんでした」

「本当に吸きゆう血けつ忍にん者じやなのか？」

「ええ。昔から任にん務むに就ついていた、優ゆう秀しゆうな吸血忍者ですよ」

　魔ま装そう少しよう女じよならば、記き憶おくを操そう作さすることが出来る。友紀という存在そのものがすり込こまれていた記憶だとすれば。

　ため息を吐つく俺を、眉み間けんにしわを寄せながらセラが見ていた。いつものように侮ぶ蔑べつの言葉が言いたいようには見えない。

「苦しそうだな。本当に大丈夫か？」

「ええ、なんとか家までは持ちそうです。ですが、一いつ刻こくも早くハルナの血を吸わないと」

　苦しそうな吐と息いき。そんなものでも美しいと感じるのは、セラだけだろうな。

「しかし、難なん儀ぎなもんだな。吸血忍者ってのも」

「私は、吸血忍者になれたことを誇ほこりに思ってますよ」

「なれた？　生まれたときから吸血忍者じゃないのか？」

「吸血忍者は不老の存在です。生まれたときから不老ならば、赤子の姿じゃないですか」

「ごもっとも」

「吸血忍者とは、ヘルサイズ殿どのから不老の力を持った血を与あたえられた者の事を言います」

「やっぱり、ユーが作り出したものだったのか。人類を吸血忍者にするには、血を分け与えるだけでいいのか？」

「ええ。恐おそらく、飲み水に吸血忍者の血を混まぜるつもりだったのでしょう」

「水に薄うすまっても効こう果かがあるのか？」

「それほど強力な吸血忍者を作る気はなかったのだと考えます」

「血の雨を降ふらすってのも、結けつ構こうな恐きよう怖ふだよな」

「吸血忍者は、自ら血液を作り出す事が難むずかしい。能力を使うときも血液を消費する。ですから、定期的な輸ゆ血けつが必要なのです。忍しのびでない吸血鬼は、人をおそうでしょう」

「だったら、なんで、お前は俺の血を吸わないんだよ」

「我われ々われが吸血行為に及およぶときは、相手に弊へい害がいがないよう歯に仕し込こんだ薬を盛もるのです」

「それで、いつもキスをする訳か」

「あなたと接せつ吻ぷんをするくらいなら、死んだ方がマシです」

「嫌きらわれたもんだな。肩かたを貸かそうか？」

「あまり石けんを使いたくないので、触さわらないでください」

　どうやら、心配いらないようだな。

　そのとき、電話が鳴り響ひびいた。

「セラ、ちょっと待っててくれ」

　俺は綺き麗れいに一面なくなってしまった壁の方にいき、街明かりを見下ろしながら電話を開く。──知らない番号だ。

「もしもし」

「アユムっ！　やっぱりアユムも来いよな！」

　その声は、ハルナのものだった。

「ハルナ？　お前どこからかけてんだ？」

「ゲーセンで電話借りた」

「そうか。お前……迷めい惑わく……かけ……てない……よな」

　俺は声が途と切ぎれ途切れになっていた。電話を落としてしまいそうなほどに呆ぼう然ぜんと空を見上げる。

「めちゃ楽しいぞっ！　いいから早く来いよなっ！」

「ああ、いって……やりたいん、だが──」

　ばっさばっさと羽ばたく音が耳みみ障ざわりだった。

　目の前に居るのは、トカゲの顔とコウモリの翼つばさを持った、赤い肌はだのモンスター。

　俺はこういう奴やつを表現する言葉を、一つしか知らなかった。

　──ドラゴン。

　今の状じよう態たいでこんな超ちよう有名モンスターを送り込まれても困こまりますって。

　学ランを着ているドラゴンが、こちらへと向かってきた。四メートルか五メートルか、巨きよ大だいなドラゴンは少し窮きゆう屈くつそうに開いた壁かべから部屋の中へと入ってくる。

　ドラゴンは三本しかない指の一つを友紀へ向けた。こいつの狙いは友トモ紀ノリ？

　そうか。京子も気づいたんだな？　あのとき、友紀だけが被ひ害がいを受けていなかった。兵器を持っているのは俺ではなく、友紀。実じつ際さいは友紀そのものが兵器だった訳だが、恐らく京子は友紀が兵器に関係していると気づいた。

　このドラゴンは、京子が差し向けた偽メガロか。だが、──妙みようだ。

　なぜ京子が来ないんだ？　欲ほしかったのはあいつだろう？

「アユムっ！　聞いてんの？　あたしを無む視しすんなよ！」

「すまんがハルナ、まだ掛かかりそう──」

「う、うわあっ！」電話の向こうで、ハルナが声を上げる。

「どうした？　なんか──しでかしたのか？」

「アユムっ！　あいつらが──助け──「ハルナ、逃にげてくださーい」」

「おいハルナ！　くそっ！」

　ハルナに何があったのか、返事がない。ドラゴンが身を屈かがめながら友紀へ近づいたので、俺はそのトカゲの顔に蹴けりを入れる。

　三〇〇％の力で、だ。

　俺はぎょろりと睨にらみ付けてくるドラゴンを無視して、電話の向こうに問いかけ続けた。

「ハルナ！　おい、ハルナっ！」

　うっすらと電話の向こうから声が聞こえる。それは、本当に小さなもので、耳に集中していないと聞こえないようなものだったが、俺は確かに聞いた。




　大先生の声が、京子の名を呼んでいたんだ。




　なぜ大先生を？　京子の狙ねらいは大先生の作った魔ま装そう兵へい器きだろ？　そうか！　大先生は魔装兵器を作り出すことが出来る。あいつは大先生に兵器を作らせるつもりで大先生を狙ったのか！　だが、大先生ほどの人物をどうやって？

　あの男か！　ユーと同じように、とんでもない力を持っているとしたら、さすがの大先生も──イヤな予感がする。

　とにかく、ハルナが助けを求めるなんて珍めずらしいことだ。急いでこいつを片かたづけて、ハルナのところへいかなくては。

　俺は電話をしまい、拳こぶしを構かまえる。

「セラ！　友紀を頼たのむっ！　逃げてくれ」

　と声を掛けたとき、すでにセラはドラゴンの側面から攻こう撃げきを仕し掛かけていた。

　まあ、そうだよな。吸きゆう血けつ忍にん者じやは臆おくすることなく戦うんだった。

　長いしっぽがセラを弾はじき飛ばす。なんというフルスイングだ。小お笠がさ原わらもびっくりだよ。

　壁に叩たたきつけられたセラは、痛いたそうな声を上げる。

　俺はもう後先構かまわずに最大の攻撃。六〇〇％で殴りかかる。

　トカゲの口が大きく開き、鋭するどい牙きばが見える。そして、その口の中から、紫むらさき色いろの火か炎えんが噴ふき出された。

　俺は両手をクロスさせ、攻撃を中ちゆう断だんする。

　あーっ！　もうっ！　俺は早くお前を倒してハルナたちのところへ行かなきゃなんねえんだよっ！　──あっつい。

　ゾンビは炎ほのおとか光に弱いんだ。炎を浴びてしまうと、再さい生せい能力が著いちじるしく低下することはすでに身にしみてわかっている。

　六〇〇％で攻撃を仕掛ける場合、その反動で腕うでや足が吹ふっ飛んでしまうことがある。今そんなことになったら、くっつくまで時間が掛かってしまうだろう。

　くそっ！　三○○％程てい度どで倒さないと、ハルナたちを助けにいけない。

「いきますっ！　秘ひ剣けん、燕つばめ返がえし」

　両手に緑の剣を携たずさえたセラが背はい後ごから攻撃を仕掛けた。先ほどの火炎を目にしても臆おくさない凛り々りしさは、さすがの一言だろう。俺だったら萎い縮しゆくしてしまう。

　トカゲの皮を切り刻きざんだセラだったが、ドラゴンは意に介かいさない様子だった。

　一度距きよ離りを取るセラへ、三つ指の拳が突きつけられる。その速度は、巨体からは想像出来ないほどだった。──よし、こっちに背中を向けたな？　俺は距離を詰めて、渾こん身しんの拳を背中へと繰くり出した。

　三○○％の一撃にはさすがのドラゴンも悲鳴を上げる。

　尻尾しつぽが振ふり払はらわれると、俺はぽーんと水平に吹っ飛んだ。そして、壁に激げき突とつする。

　とんでもない衝しよう撃げきだ。セラはこんなのを食らったのか？　マズい。色々とマズい。

「うっ！　くあああぁっ！」

　両手で雑ぞう巾きんを絞しぼるように、ドラゴンはセラの体を締しめ付けていた。

　今どれくらいの時間が経けい過かした？　少しでも早くハルナのところへいってやらないと。

　──でも、こいつ結けつ構こう強いぞ？　どうする？　二人じゃ、時間が掛かる。二人じゃ──

「相川っ！」

　声をかけられ、俺は目の前に尻尾がきていることに気づいた。咄とつ嗟さに頭を下げると、壁がえぐり取られる。──そして、その尻尾に火の玉が襲おそいかかった。

「トモノリ──お前」

　立ち上がっていた友トモ紀ノリの左手には、あの火の玉がある。

　だが、意い識しきは保たもっているようで、自信に満ちあふれた若わか者ものの目がドラゴンを見み据すえていた。あの火の玉は、兵器としての能力ではないようだ。

「相川、セラフィム！　やぁっるぜぇっ！」

　楽しそうにそういいながら、ハンマー投げでもするように火の玉の炎部分を持って、振り回す。あ、普ふ段だんはそうやって使うんだ。釣つり糸を飛ばすように投げつけると、爆ばく発はつはしなかったが、ドラゴンは衝撃によろめいてセラから手を離す。

　ポニーテールが地面に着く前に、セラの剣はドラゴンの喉のどをかっ切っていた。

　床に倒れるセラに向かって大きく口を開けたドラゴン。

　俺はそんなドラゴンの尻尾を、六○○％の力で踏ふみつぶした。

　踏むだけだったら、別に体が吹っ飛んでいったりはしないようだ。

　ドラゴンがこちらへ顔を向ける。その凶きよう悪あくな口に、友紀の投げつけた火の玉が吸い込まれていった。そして──爆ばく発はつ。

　──あの火の玉爆ばく弾だん、威い力りよくが半はん端ぱないんだよな。

　ドラゴンはキラキラと粒りゆう子しになって消えていく。それを見み届とどけている暇ひまは俺にはなかった。どれだけ時間が掛かったか、わからない。

「セラ、俺はハルナのところへいってくる」

「ええ、私も参りたいのは山々ですが──」起き上がることも出来ないようだ。

「ああ、気持ちだけ頂いただくよ。トモノリ、セラを頼む」

「お、おう」

　壁だった場所に立つと、外からの涼すずしげな風が熱くなってきた体に心地ここちよかった。

「ああ──そうだ、トモノリ。明日はハンバーグが食いたいな」

　トモノリはぐっと親指を立てたので、俺も同じように親指を立てる。

　そして、俺は黒く染そまった空へと身を投げ出した。







　ゲーセンは、見るも無む惨ざんな形になっていた。まるで直下型大だい地じ震しんでも直撃したかのように、バチバチと電気が鳴いている。

　そこには誰もいない。ハルナはおろか、一いつ般ぱん人じんも、誰も。

「ア……ユム？　アユムっ！」

　振り返ると、黒く汚よごれた服を着たハルナが抱だきついてきた。──よかった。俺は間に合ったのか。

「なにがあったんだ？」

「いきなりメガロがいっぱいいっぱいやってきて……そん中にあいつもいて」

「京子か？」

「たぶん、それ。そんなのより、あいつが凄すごいんだ。あの変な男が大先生ぐらい──」

「大先生は？」

「あっち！」ハルナに手を引かれ、俺はゲーセンから二つほど車線を渡わたった先へいく。

　そこから、鉄のぶつかる音が聞こえた。

　レースの白衣を着たツインテールの少女、大先生が京子と男の二人を相手にしている。大先生の白衣の下には、魔ま装そう少しよう女じよのような可か愛わいいコスプレ衣い装しようがあった。

　さすが大先生だ。二人を相手に全くひけを取らない。つまり、俺が京子さえ抑おさえれば、なんとかなる。

　早さつ速そくハルナをそこに置いて加か勢せいする。背後から迫せまっていた京子へ殴りかかると、京子は飛び退のいた。俺は大先生と背中合わせになる。

「あ、アユムさん。こんにちわ～」

　相変わらず、のんびりとした声。余よ裕ゆうがあるように見えるが、どうも傷きずが目立つ。

「今は夜ですよ。俺が京子をやれば良いですか？」

「ええ。頼みますぅ」

　俺と大先生は同じタイミングでそれぞれの敵てきへ距きよ離りを詰つめる。

「相川さんって本当にウザイですよね」

　京子は笑顔でそういった。右ストレートをかわされ、竜たつ巻まきの剣が俺の腕を切り落とす。

「お前に言われたくはねえよ」

　蹴けりをお見み舞まいして、ぐらりと体が揺ゆれた京子は、そのままの姿し勢せいで竜巻を伸のばした。

「なぜ大先生なんかを狙う？　お前、大先生の強さを知ってるだろ？」

「私は反対しましたよ。でも、あの方が兵器を手に入れるより新しく作ってもらう方が良いって言うから、頑がん張ばってるん──ですっ」

　俺の足あし下もとから空気が渦うずを巻く。咄とつ嗟さに避よけたが、俺の腕が空高く巻き上げられた。

　なるほど。魔装兵器は大先生が作った物。つまり、大先生ならば、魔装兵器を作ることが出来る。こいつらの誤ご算さんは、大先生という魔装少女が、とんでもなく強かったってことだろうね。

　考え事をしすぎたせいで、京子の竜巻に吹き飛ばされた。──悪い癖くせだ。

　その体を、大先生が支ささえてくれた。

　──助けに来て足手まといとか格かつ好こう悪いな、俺は。

「すいません。大先生」

「いえいえー。来てくれて本当に嬉うれしいですぅ」

　ビルを背に、京子と男を待つ。

「──魔装兵器のことなんですが、あいつは大先生とどういう関係なんです？」

「あ、ちゃんと会えましたかぁ？　よかったです。あ、もしかして暴ぼう走そうしました？」

「ええ。ですが、なんとか抑おさえられました」

　俺がそういうと、大先生は「あー、なるほどー」と呟つぶやいた。

「やっぱりアユムさんを頼ってよかったです。アユムさん以外の人なら、あの子が兵器だとわかったら、メガロを倒すために使っちゃうでしょうしー。また暴走したら、アユムさんが止めてあげてくださいねぇ？」

「たまたま出来ただけですから、勘かん弁べんして下さい」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ハルナのときもそうですけどぉ、あなたはすごい魔法使いですからぁ」

「魔法なんて使ってませんよ。どうやって止めたと思ってるんですか。あなたは」

　大先生はいつもより長めにクスクスと笑って、冗じよう談だん交まじりに答えた。

「もちろん──恋こいの魔法ですよぉ」

　恋の魔法ねー。大先生は場所を変えるつもりなのか、敵とは反対方向へ走る。

「大先生とトモノリはどういう関係なんです？　魔装少女ではなく、吸きゆう血けつ忍にん者じや。あなたとは接せつ点てんがない──え？　ひょっとしてあいつはヴィリエの関係者とか？」

　俺は大先生を追走しながら声を掛ける。京子たちは一定の距離を保たもって様子を窺うかがっているようだ。

「違いますぅ。彼女は正真正銘、この世界の人です。どういう関係かと言われればー、大事な友人の娘ですねぇ。わけあって、ヴィリエに置いておけなくなった兵器の隠し場所に、彼女を選んだんですー」

「人の体を、勝手にいじくったんですか？」

　俺は、少し軽けい蔑べつを込めた目で大先生を見た。

「ええ、そうです。そうしなければ、彼女は死んでましたから──」

「どういうことです？」

　友紀の過か去こに何があったのか。それに大先生がどう関かかわっているのか。聞きたいことは山ほどあったのだが、

「は、はーなーせーよーなーっ！」

　ハルナが捕つかまってしまったので、聞く暇ひまがなくなった。まあ、あとで聞こうかな。

「ハルナってバカですよねー。敵かなわないのわかってて向かってくるんですもん。ほんと、おっかしい。あ、もしかして相川さんが居いるから良いところ見せようとしたんですか？」

　京子が声を上げて笑う。ハルナはぐっと奥おく歯ばを嚙かみしめている。

「あはは、図星なんだ～」

「ハルナを放せ」

　俺が睨にらみをきかせると、京子は少しつまらないといった表ひよう情じようを見せた。

　じたばたと手足を動かすハルナの首に、男が腕うでを回している。

　俺は全速力で距きよ離りを詰つめた。その顔面に、拳こぶしを叩たたき込んでやる。

「二○○」男が声を出した。そして、俺は脳のうが揺さぶられるイヤな感覚に眉まゆを寄せた。

　──なんて力だこいつ。バケモノかよ。

　竜巻の剣が、俺の足を破は壊かいする。がくんと膝ひざが崩くずれ、俺はアスファルトに倒たおれ込んだ。ドラゴンの炎を浴びていなかったら、こんなものすぐに回かい復ふくするのに。

「人はその力を一○○％使えないという話を聞いたことがないか？」

　その台せ詞りふには聞き覚えがある。──いや、違ちがう。

　言ったことがある。

「一○○％の力を出してしまうと肉体が耐たえられない」

　奴が言いたいことを、俺が先に言ってやる。

「ゾンビだったら、それにも耐えられる」

　そうだ。こいつも俺と同じゾンビ。俺と同じように、人の限げん界かい以上まで、力を出すことが出来る。

「わかりやすくていいね、ゾンビ。夜の王などと呼ばれてはいたけど、ゾンビという響ひびきもなかなか甘かん美びだ」

　そういいながら、男はきゅっと腕に力を込める。

　ハルナが苦しそうに声にならない声を上げた。三○％で絞しめ上げただけでも、ハルナは死んでしまうだろう。

　──くそっ！

「あのー、何がお望みなんでしょうかぁ？」

　大先生が魔装練器から手を離した。変身も解とき、プリーツスカートに、ブラウス。ネクタイという格かつ好こうになると、白衣のポケットに手を入れる。

「あなたに作ってもらいたいものがある」

　男は力を抜いて、ハルナの口は酸さん素そを求めてぱくぱくと動いていた。

「駄だ目めだ大先生。話なんかするな」

　俺の言葉を無む視しした大先生は、ゆっくりと京子へ歩み寄る。

「とりあえず、ハルナとアユムさんの安全は保ほ証しようして貰もらえるんでしょうー？」

「それが望みならば」

　男はハルナから手を離す。ハルナはすぐさま殴りかかろうとしたが、京子に腕をつかまれた。

「わかりましたぁ」仕方がないと言いたげなため息を吐つく。

「大先生！　なんでだよっ！　なんでそんな──」

　ハルナが大先生の白衣をつかもうとしたが投げ捨てられた。

「だって、ハルナは私の大事な友達ですから～」

　照れくさそうに頰ほおを赤くしながら、大先生はのんびりとそう言った。

　動け！　このままみすみす逃してたまるか！　京子たちをぶん殴って、大先生を止めるんだ！

　そんな思いだけが先走る。だが、体は思う通りには動いてくれない。

　暗い霧きりが立ちこめ──またしても俺は、京子を逃がしてしまった。

　ハルナは大先生の日本刀のような魔装練器を抱だいて、泣いていた。──俺も泣きたい気分だ。どうしてこう、俺は詰つめが甘あまいのか。

　さんざん泣いて、そのまま落ち込むと思っていたら、すっくと立ち上がり、涙なみだを拭ふく。

「アユムっ！　大先生を助けにいこうっ！」

「今いっても無理だろ？」

「今じゃないっ！　ちゃんと作戦を立てて、あいつらをけちょんけちょんにするんだっ！」

　その目には、後こう悔かいの色が込められていたが、強気で、明るい希望の光を放っていた。

　ハルナは、強いな。



















　俺はグラウンドの隅すみにある日ひ陰かげで、ずっと女子を眺ながめていた。バレーボールをする姿すがたはとても健康的で、楽しそうだ。

　まあ、正せい確かくには、そこで笑顔を見せている友トモ紀ノリを見ていたんだけど。

「相あい川かわー、見ろよあの胸むね。やっぱり最高だよな。むしゃぶりつきたいぜ～」

「そういうことはあまり声に出さない方がいいぞ」

「え？　だって俺、哺ほ乳にゆう類るいだから」

　その理り屈くつは──わからんでもないな。

　織おり戸とは俺の横で、どの女子がどれだけ素す晴ばらしい体のパーツを持っているのか。というどうでもいい情じよう報ほうを与あたえてくる。俺はいつも日光を浴びて倒たおれてしまうので、体育の授じゆ業ぎようは基本的に日ひ陰かげで見学だ。

　織戸が試合に呼ばれて去り、一人残された俺は寝ね転ころんだ。

　大先生が連れて行かれ、俺は何も出来なかった。もしこのまま魔装兵器とやらを京子が手に入れたら、何をするのだろうか。

　俺はいつものように、起こった出来事を処しよ理りすることしかできない。

　それでいいのだろうか？　降ふりかかる火の粉を払はらうだけで、本当にいいのだろうか？

「あーいかわー、何やってんだ？」

　ひょこっと覗のぞき込まれて、俺は体を反らしてしまった。

「友紀……お前、バレーの試合は？」

「勝ったに決まってるじゃねぇか。オレは人間が相手でも容よう赦しやしないタイプなんだぞ」

「……さすがに吸きゆう血けつ忍にん者じやの力は卑ひ怯きようだろ」

「……吸血忍者の力……か。なあ、オレって、マジで吸血忍者なんかな？」

　友紀は隣となりで体育座ずわりをして、ヒザに頭を載のせる。ふとももでむにっとなっている胸をみると、ゾンビも哺乳類なんだなーと実感する。

「オレは火の玉を出現させる能力を持った吸血忍者だとずっと思ってた。でもさ、そんな忍者居ないよなー」

「そうだな。聞いた事がない」

「んー、今思うとさ。オレって、妙みように油が好きなんだよな。しかも腹はらが減へらない。もしかして──ロボットなんじゃ」

「魔装兵器という奴らしいぞ。ロボって訳ではないんじゃないかな。改かい造ぞう人間に近いんじゃないか？　陰おん陽みよう師じとか召しよう喚かん師しかもな」

「結局、忍者じゃないのかよぉ」

　寂さびしげに溜ため息いきを吐ついた友紀に、俺は頭の後ろをぽりぽりと搔かいて、

「お前が信じるものになればいいんじゃないか？」

「はあ？」

「俺は自分がゾンビだと思ってる。本当のところ、俺のような存そん在ざいをなんていうのかは知らないが、俺は、俺がゾンビだと思ってる。──だから、誰がなんと言おうと、俺はゾンビなんだよ」

「なんだそれ？　訳わかんねぇ。あははは！」

　友トモ紀ノリは大きく口を開けて笑う。

「一高校生の俺には、そんなことしか言えないね」

「──まあ、でも、そうする。夫にそう言われたら、そうするしか、ないかんな」

「だから、夫とかはやめろ。友達でいいだろう？」

「ところで──」

「ん？」

「お前、ゾンビだったのか」

　知らなかったのかよ。

　にかっと白い歯を見せて笑う友紀に、俺も釣つられて笑ってしまった。







　放課後になり、一人で夕日を眺ながめていると、そこにユーがやってきた。

　今日は、お前が迎むかえに来てくれたのか？　迎えに来るのはひそかな流行なんだろうか。

「ユー、どうした？　一人か？」

　ユーはこくりと一つ頷うなずくと、俺にメモを渡わたす。

『ごめんなさい』

「何が？」

『私のせいで　みんなが大変なことになった』

　まだそんなことを気にしてたのか。こいつの悪いところだな。

「そんなことないさ。いつものことだろ？　今回は少なくとも、ユーのせいじゃない」

「相川ー一いつ緒しよに帰ろうぜー」

　そこに、部活帰りの友紀が現あらわれた。ユーは俺の背せ中なかに隠かくれるようにして、友紀から離はなれる。

「お？　もしかしてユークリウッド？　ヤベー、初めて見た。思いっきり可か愛わいいじゃん」

「怖こわがってるだろ？　近づくなよ。しかも、前に会ってるぞ」

「なんだよ。人を猛もう獣じゆうみたいにいいやがって」

「アユムーっ！　ゲーセンいこーっ！」

　ハルナ。お前まで来たのか。ゲーセンは諸もろ刃はの剣つるぎだったようだな。

「ゲーセンいくのか？　オレゲームはあまり得意じゃないんだよなー。体動かす方が性しように合うっつーか」

「全く、吸血忍者たる者、あらゆる技わざを身につけていなければならないものですよ」

　セラまで現れた。なんだ今日は？　あ、もしかしてユーが来たからセラも来て、一人が嫌いやだからハルナも来たって事か？

「しょうがないな。またゲーセンいくか？」

「やったーっ！」大喜びのハルナと、

「仕方ありませんね」呆あきれた顔のセラ。

　そして、とても寂しそうな顔をしていたユーは──

『私は』

　そこまでしか書かれていないメモには、そこから先を書けないメモには、どんな思いが込められているのか、俺はまだ知らなかった。







　夜遅おそくまで遊んで家に帰った俺は、すぐさま二階へ上がった。声がかれるほどに楽しんだハルナはトイレへ、セラは風呂ふろへいくそうだ。ユーはいつも通り居間だろう。

　制せい服ふくのままベッドにダイブする。疲つかれのせいか、あれほど寝たのにまた睡すい魔まが襲おそってきたが、俺はそれと戦うほどの力を残してはいなかった。

　目を閉とじて──

「アユム！」

　ハルナの一声が、睡魔を一撃で粉ふん砕さいした。びくんと体を跳はね上げた俺は、寝ね惚ぼけ眼まなこをハルナに向ける。

　ハルナは、一枚まいのメモを持っていた。

「これ……」

　そこに書かれていた最初の一文。

『さようなら』

　俺はベッドから跳とび上がるように立ち、ハルナを押おしのけて部屋を出る。飛び降おりるように階段を下りて、居間へ向かった。

　テーブルには、あのとき撮とったプリクラが置いてある。

　俺がユーにあげた、ほとんど俺しか写っていない、蹴けり飛ばされて慌あわててる奴やつだ。

　ゴミ箱には、あの封ふう筒とうが捨すてられていた。

　この封筒は、ウサギのメガロが持っていたもの。もしかしたら、あれはユーに宛あてたものだったんじゃないか？

　メガロとユーは同じところ、冥めい界かいからやってきたんだ。

　となれば、その可か能のう性せいも十分にある。

　でも、これの中身は白紙だったよな？　何か書かれていたとか、何かに使うとか。

　俺はそこで、ある閃ひらめきをした。

　あのメガネ。何でも見通せるメガネで、この白紙の紙を見れば、何かわかるんじゃないか？　ユーが消えた理由も、それに関連することなんじゃ。

　俺は自室へ戻もどり、あのメガネを装そう着ちやくする。案の定、白紙に文字が浮うかんできた。

　その内ない容ようを簡かん単たんにまとめるとこうだ。

『夜の王がメガロもどきを作っているのも、それのせいで吸血忍者が活発な動きをしているのも、全すべてユーのせい』

　だから、なんでいつもユーが全部悪いみたいなことになるんだよっ！

　ユーはこれを苦にして、去ったのか？　関係無いだろ？

　プリクラを取り、玄げん関かんへと走る。靴くつの踵かかとを踏ふみ、半分脱ぬげた状じよう態たいで外に飛び出した。

　ユーが残したメモの続きはこうだ。


『ごめんなさい　本当にごめんなさい

　私さえいなければ　この街はこんなことにはならなかった』



「ユーっ！」叫さけぶが、当然返事はない。「くそっ！」舌した打うちして辺りを見回した。

　どこだ？

　どこにいったんだ。


『セラ　ハルナ　歩も　みんな私に優やさしい言葉をかけてくれる

　それはとても嬉うれしくて　私はそれに甘あまえていた』



　コンビニ、墓ぼ場ち、学校。

　近くを全部当たってみたが、ユーには会えなかった。

　本当に、この世界から去ってしまったのか？

『でも　私は一いつ緒しよに居てはいけない存そん在ざい　全て　私が悪いのだから　ごめんなさい』

　──悪いのは、ユーじゃない。

　俺だ。俺が悪いんだ。なんでもしてやるとか簡かん単たんに言葉を吐いて、ユーの寂しい表情をそのままにしてしまった。

『いつも大変な思いをさせてしまって　ごめんなさい　このまま私が側そばに居ると　いつかきっと　また誰かが悲しむことになる』

　無む表ひよう情じようだったユーが寂さびしそうな表情をしていたのに、何もしてやらなかったんだ。

　馬ば鹿かだ。大馬鹿だ。──俺は、みんなと暮くらすこの小さな幸せを維い持じするための努力を、何一つしてなかった。

『私は　死を呼ぶものだから』

　ふと顔を上げると、ベランダにはイルミネーションに飾かざられた巨きよ大だいな笹ささ。

　ハルナの奴、まだ片かた付づけてなかったのか。もう一度俺はユーの残したメモに目をやる。

『だから　さようなら』

　最後の字は、少し滲にじんでいた。

　くそっ！　自分勝手だ！　ハルナより質たちが悪い！

　言ってくれよ！　苦しんでいたなら、悩なやんでいたなら、言ってくれればいいだろ！

　階かい段だんを上がり、セラの部屋へ。ベランダへ出て、どうせ叶かなうことのない短たん冊ざくを手に取る。

「ああ……」俺は、自分でも情なさけない声を上げていた。

　ハルナの短冊。

『雪をくれ　ここにいるみんなで見られるように大きい奴だからな　小さかったら殺すからな』

　セラの短冊。

『料理の腕が倍ばい増ぞうしますように　私の料理でここにいる皆みなが笑顔でいられますように　料理の腕がさらに倍増しますように』

　ユーの短冊。

『願わくば　いつまでも歩達と共に』

　そして、俺の短冊。

『全ての願いが叶いませんように』

　なんだよ。なんでだよ。何な故ぜ、俺の短冊に書かれた願いだけ叶えるんだよ。

　俺は嫌いやみったらしく頰ほおを伝う涙なみだを拭ぬぐって、自分の短冊を笹から外し、くしゃっと握にぎりつぶした。──そのとき、一いつ緒しよに持っていたプリクラも握りつぶしてしまった。

　手を開いて、プリクラを広げ直す。ユーが半分こではなく、全部欲しいと言っていたプリクラ。よく見ると──そのプリクラに小さく写っていたユーは──




　幸せそうな笑顔を見せていた。




　俺は足あし腰こしに力が入らなかった。

　後こう悔かいだけが波のように覆おおい被かぶさり、目の前が真っ暗になる思いだった。

「アユムっ！」

　ハルナの声が頭に入ってこない。

　……ユー。

　…………ユー。

　………………ゆーくりゅ。

　膝ひざ蹴げりが繰くり出され、俺は横に倒たおれた。

「何するんだハルナっ！　嚙かんじまったじゃねえかよっ！」

「なにくよくよしてんだよっ！　アユムのバカっ！」

「そうですよ歩。今こん生じようの別れでもないですし」

　振り返ると、バスタオルを巻まいたセラが腕を組んでいた。

「連れ戻もどそう！　大先生も！　根暗マンサーも！」

「でもな、ハルナ。ユーは自分から出ていったんだぞ？　俺たちが──」

「知るかっ！　連れ戻すっていってんのっ！」

　ハルナは相変わらず、人の意見を聞く気がない。俺はいつも振ふり回される。だが──

　──今度は俺が、振り回す番だ。







　あとがき







　誰もが勇気を持っている。ただ、それの使いどころがわからないだけだ。

　次だ。次こそは──

　私は指を絡からませてテーブルに両りよう肘ひじを置く。次のチャンスまでは、およそ一分半。

　耳に心地よいこの曲が終わる頃、そのときが勝負だ。

　そして──運命の時。アレはここへ向かっている。私は指を解とき、手を伸ばす。

　馬鹿なっ！　そんな事がっ！　二回連続だぞ！　そんな事がっ！

　私は伸ばした手を少し上げる。このボタンを押しさえすれば──ただそれだけでいい。特殊な事はいらない。なのに……私は拳こぶしを握にぎり、両手をテーブルに置いた。

　もう、いいや。

　──鉄火巻きは諦あきらめよう。

　あの回転寿司のシステムってどうも使いたくないんですよねー。

　ツブガイとか食べたい時は頼むんですけど、マグロとかエビとかだと流れてくるのを待ってしまう。そういうとき、自分は臆おく病びようだなーって思います。




　おかげさまで、二巻を出せました。私が回る寿司なんかを食べられるのも、読者のみなさんと、こぶいちさんとむりりんさんのおかげです。

　新キャラの『トモノリ』はどうですか？

　二巻を簡単に説明するなら、『あれもこれもトモノリ』といったところでしょうか。

　ハルナが少し嫉しつ妬とを覚え、セラと歩が言い争ったりとラブコメパートも満載です。

　そして、なによりユーですね。こう思った方もいらっしゃるでしょう。

　なんで……どうして、カバー画えで持ってる鎌かまを抱き枕なんていう設定にしたんだろう。

　てな感じに。ヒロインたちを好きになってくれたらいいなー。

　そんな事を思いながら書いてたら、あんな話になりました。新たな電波を発信してしまい……本当にすまないと思っている（ジャック・バウアーの声で）。

　さて、この二巻を書くに当たって、私には一つ悩みどころがありました。

　それは、この作品がいつまで続くのか。という点です。重版が掛かればとか、初速がよければとかいう言葉のニュアンスだけで「そうですよねー」と頷うなずいてました。

　私は、出版の知識が全まつたくありませんでした。今もあまりありませんが、ファンタジア文庫の発売日が設もうけられている事すら知らなかったのです。──そもそも重版って何？

　そこで、営業のナイスガイＯオー塚つかさんを担当さんから紹介して頂きました。

「彼は『これはゾンビ』を支持してくれてたんですよ」

　ああ、なんというナイスガイ。ナイス、ガイ。重版の仕組みや返品の話から本屋さんのよもやま話まで、こんな私のためにしてくださって、続巻執筆も応援して頂いたのです。

　ナイスガイのためにも、私は良い物を書こうと心に誓ちかいました。そして──

　よし──勇気を出して言おうっ！　今こそっ！　担当さんっ！

「イラストを下さいっ！」

「気が向いたらあげます」

「こぶいちさんとむりりんさんの可か愛わいいイラストを人ひと質じちに取るなんて、この悪魔めっ！」

「木き村むらさん以外の著者さんには、ちゃんと送ってますよ？」

　……え？　…………は、果たして三巻ではイラストを貰えるのかっ！

　ユーはこれから──どんなイラストになるのかっ！　三巻もよろしくお願いしますっ！

　このようにして二巻を出させて頂けるのは私の力ではなく、関係者と読者の皆様のおかげです。この作品のために尽じん力りよくしてくださった方々、読んで下さった方々には伏してお礼申し上げます。ではまた三巻で！


二〇〇九年四月　木村心一　
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